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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　おもいでぼろぼろ










　早起きは三ガメルの得。

　そんなあてにならない言葉を作ったのは誰だれだと、十歳さいのヒースクリフ・セイバーヘーゲンは心の底から、はじめて顔も知らない人間を呪のろった。

「早く、起きてください！　クリス兄さん、ヒース兄さん、ジェラル兄さん！　とっくにお日様は山から顔を出しています、ファリスさまは見ておいでなのです！」

　ばすばすばすばす。

　余あまり広くも無い、普ふ段だんは男兄弟三人が纏まとめて放ほうり込こまれている部屋に、一人栗くり色の髪かみの女の子が乱らん入にゆうし、並ならんだ三つの毛もう布ふ包みを踏ふんづけまわっている。実じつ際さいは、彼女はこの部屋の住人ではない。さらに言えば、家の住人ですらない。一人踏んづけるたびに、白いワンピースの胸むねで太陽神ともいわれる至し高こう神しんファリスの聖せい印いんが跳はねていた。

　年のころは八歳か九歳……少なくとも、十歳よりも上ではあるまい。栗色の髪を肩かたの上で切りそろえ、日に焼けた健康そうな肌はだに、まっすぐな茶色の瞳ひとみをしている。

　少女は、腰こしに手を当てて、堂々と宣せん言げんした。

「寝ね坊ぼうは、邪じや悪あくの始まりです！」

「イリーナ……そんな無む茶ちやな……」
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「いーえっ！　さんさんと輝かがやくお天てん道と様さまを無む視しして、寝ね床どこにいるなんて、ファリスさまに対して何か後ろ暗いことがあるにちがいありません！」

　男おとこ衆しゆうの上に馬乗りになりながら、イリーナと呼よばれた少女は得意げに胸を張はっている。

　目ま蓋ぶたに残る眠ねむ気けを、手の甲こうで擦こすり取ろうとしながら、ヒースクリフことヒースは、ようやくのろのろと身体からだを起こした。これ以上横になっていては、容よう赦しやなくイリーナの全体重圧のし掛かかり攻こう撃げきに晒さらされる。

「おはようございます、ヒース兄さん。一番のりとは感心です、きっとファリスさまの加か護ごがあるでしょう」

　その様子に気付いたイリーナは、にぱっと全開の笑えみを浮うかべた。

　兄さん、とは呼ばれているものの、イリーナとヒースの間に血けつ縁えん関係はない。

　イリーナ・フォウリーはもともと、オーファンの王都・ファンのファリス神しん殿でんを纏める司祭の娘むすめであり、ヒースたち兄弟の暮くらすファンから少々離はなれた小さな村に遊びにきているのである。母親同士が親友ということもあって家族ぐるみの付き合いであり、五人兄弟のヒースと、クリストファーとイリーナの二人兄妹きようだいの子こ供どもたちは、家族間で平等に、ごちゃまぜに扱あつかわれることも多かった。故ゆえに、気が付けばイリーナも、いつしか自分の兄以外のセイバーヘーゲンの兄弟たちを「兄さん、姉さん」と呼んで慕したうようになっていたのである。

「感心しなくていいから、人を起こすのに上から踏むのはやめろよ、イリーナ」

　自分の腹はらを擦さすりながら、ヒースは窓まど際ぎわに掛けてあった手ぬぐいをとって、顔を洗あらうために部屋を出ようと立ち上がった。少し褪あせたような薄うすい色の髪に、寝ね癖ぐせがついている。

「腹の中身が出るかと思った」

「出なかったのは、ファリスさまのご加護ですね」

「……真顔で、おっかないことを言うなよ。年長者を敬うやまえっていうのも、ファリス様の教えだろ」

「クリス兄さんを起こす時には、こうしなさいってお父さんに教えられました。ご飯はまだなので、お部屋も汚よごれないと思いましたし」

「……キリング司祭、絶ぜつ対たいに教育方ほう針しんに問題があるよな……」

　けろりとして実の兄クリスに馬乗りになったままのイリーナの答えに、ヒースは沈ちん痛つうな表ひよう情じようを浮かべた。

　部屋を出る前に振ふり返ると、定員オーバーなため寝しん台だいを一時撤てつ去きよされた部屋の床ゆかには、まだイリーナの兄であるクリストファーが布ふ団とんに包まれて転がり、その隣となりでは、ヒースの弟が健すこやかな寝息を立てている。この騒さわぎで目を覚まさないあたり、三歳とはいえ結けつ構こう大物かもしれないと、頼たのもしく思う一方、狩人かりうどとしてやっていけるのか不安にもなる。ついでに確かく認にんすれば、兄である長男のジェラルドは、いつのまにやらすでに部屋にいない。

「ヒース、遅おそいわよ。あんたの部屋の黒い不ふ燃ねんごみをさっさと起こして、顔を洗って朝食にしましょう」

　部屋の外では、今年十五歳になる長女のアリステアが不ふ機き嫌げんな声を上げている。テーブルがなかなか片かた付づかないのが不満らしい。

　フォウリー家が遊びに来た時には、珍めずらしくも無い風景だ。セイバーヘーゲン家の次期料理長であり、母親が留る守すにしている間は台所を預あずかっているアリステアことアリスは、イリーナよりもずっと薄い金茶色の髪を揺ゆらしながら、きびきびと台所を動き回っていた。

「ほら、今日はイリーナと、黒いのを連れて、一いつ緒しよに狩かりに行くんでしょう？　お弁べん当とうを作っておいたから、腹ごしらえができたら、それを持ってロッテが寝ているうちに出ちゃいなさい。父さんとおじさまは外で弓と犬の用意をしてるわ」

「ロッテ、まだ寝てるのか……イリーナが、アレだけ大騒ぎしてたっていうのに」

「ええ。まだ狩りに付いていくのは早いからって、言ったんだけど……置いていかれないように、ずっと起きていようとしたみたい。今、あなたの足元で、ぐっすりと寝てるわ」

　アリスの言葉に視線を降ろせば、男部屋の前で毛布に包くるまった金きん髪ぱつの少女が、ぴくぴく閉とじた目蓋を震ふるわせ、小さな寝息を立てている。五歳さいか六歳といったところだろう。どうやら、男部屋の扉とびらが開いたら、すぐに起きられるように、夜通し部屋の前に陣じん取どっていたらしい。床には、涎よだれが小さな泉いずみを作っていた。

「かんしゃく起こしたら、手が付けられないから、そっとしておいてちょうだい」

「……はーい」

　ヒースは従じゆう順じゆんに頷うなずいて、顔を洗うために家の外の井い戸どへと足を向けた。







　住人の数百人に満たない小さな猟りよう師し村は、深い森に囲まれている。

　普ふ段だん、王都に暮らすイリーナにとっては、見るもの聞くもの全すべてが珍しいらしく、茶色の瞳ひとみをキラキラさせて周囲を見回していた。手には、まだ扱いの覚おぼ束つかない弓と矢が一ひと揃そろえ握にぎられている。

　どことなく楽しそうに弓の弦つるを弾はじいては、足元が疎おろそかになって転びかけるイリーナの襟えり首くびを摑つかんで支ささえ、ヒースは自分用の矢や筒づつを背せ負おいなおした。

「村には何回か遊びに来てたけど、イリーナは、狩りは初めてだったよな」

「はい！　すごく楽しみです！」

　アリステアのお古の服を着せてもらい、イリーナはぶんぶんと勢いきおいよく首を縦たてに振っている。

「あんまり大きな声を立てるなよ。獣けものが逃にげるだろ」

「あ！　そうでした！」

「……いや、もう、いいや」

　慌あわてて自分の口を、まだ小さな両手で塞ふさぐイリーナに、ヒースは生温かい視し線せんを注ぐ。

「別に、猟師になるってわけじゃないのに、なんでわざわざイリーナを狩りに連れて行くんだよ」

　少々面めん倒どうくさそうな様子で、山歩きをしながら疑ぎ問もんの声を上げたのは、クリストファーだ。少し先を歩いていた父親、キリング・フォウリーが振り返った。

「街の暮くらしだけじゃなくて、いろいろなことを学ばせておこうと思ったからな。鳥だのウサギだのが、捌さばかれた肉や腸ちよう詰づめの状じよう態たいのままで、山に落ちていると思うような子に育ってほしくはないからな」

　ファンの神しん殿でんをまとめるキリング司祭はしみじみとした口調で言いながら、弓の弦を珍めずらしげに指で弾きながら歩く娘むすめの、栗くり色の髪かみをなでた。

「自分が生きるために、他から命を分けていただくという行こう為いを、神官の見習としても軽く考えてほしくない」

「そういうもんかね」

　これ見よがしに鼻をほじりながら答えている息子むすこに、キリングは微び妙みように肩かたを落とした。

「折せつ角かく、セイバーヘーゲン家と交流があるんだ、少しお世話になってお前もいろいろ学んでおけ。そうだな、まずは狩りのときに、そんな目立つ、しかも音を立てるような黒い鎧よろいを着てくるなという、イリーナ以前のところからだな」

「ふん、この黒い色にも恐おそれおののくことのない獲え物もののみに、俺おれ様と戦う栄えい誉よは与あたえられるのだ」

　一いち応おうなりともファリスの声を聞く神官であるくせに、黒い鎧に身を固めたクリストファーは悪びれもしない。

「とりあえず、獲物がよってこないから、離はなれて歩け」

「あっ、なんだと！　貴き様さま、俺様を無視するか！　知ってるか、仲間はずれってのはさびしーんだぞ！　それでもファリスの司祭かこんちくしょう！」

「……あー。獣の気配が聞こえなくなるから、もうちっと、離れてください、そこの似にたもの親子」

　しっしと手を振ふるキリング司祭に嚙かみ付く、その息子クリストファー。あきらめたのか、気にしていないように、とっとと先を歩く自分の父親と兄の背中を追って、ヒースは山歩きに慣なれていないイリーナの手をとり、先を歩き出していた。

「街とは、ぜんぜん歩く感かん触しよくがちがいます」

　未いまだにぎゃんぎゃん言い争いをしている父と兄を放ほうって、王都育ちのイリーナは珍しそうに森を見回しながら歩く。逞たくましく茂しげる新緑の間から、チラチラと頰ほおに落ちる木こ漏もれ日びに、眩まぶしそうに目を細めていた。

　王都の街路の多くは石いし畳だたみに舗ほ装そうされており、その他の場所も人の行ゆき交かいが多く、路みちが均ならされているだけに、森の中のようにしっかりと土の地面を歩くという感触ではない。

「そりゃ、そうだな」

　しきりと感心しているイリーナに、それが当たり前であるヒースはおざなりな相あい槌づちを返している。

「空気のにおいも、ファンとはぜんぜん違ちがいます」

「どう違う？」

「んーと。んーと……原っぱで、転がりまわったあとの服みたいな匂においです」

「わかりやすいな」

　てっくてっく、とイリーナの歩みは軽かろやかだ。時々転びそうになるのを、ヒースがタイミングよく襟えり首くびを摑つかんで支ささえてやる。

「緑の汁しるをつけてかえって、洗せん濯たくが大変だって、お母さんにしかられる匂いです」

「おばさんも、大変だな」

「でも、クリス兄さんみたいに、赤い汁をつけてかえって、お父さんに鉄てつ拳けん制せい裁さいされるよりは、怖こわくない匂いです」

「……おじさんも大変だな」

　その赤い汁が何なのか、あえて問い返すことはせず、ヒースはちらりと背はい後ごで言い合いを続けている父と息子を振り返った。イリーナとクリストファーの母親であるエリーゼは、ヒースの母と親友同士であるが、もともとあまり丈じよう夫ぶな体たい質しつではなく、体調を崩くずしたらしく今回は遊びに来てはいない。この親子から離れて一人で街に残っているが、もしかしたらいい骨ほね休やすめなのではないかと、邪じや推すいしてしまう。看かん病びようを言い訳わけに、ヒースの母が今はファンに出向いているはずだ、女同士でそれなりにのびのびとしていることだろう。

「イリーナ、釣つりは何回かしてるよな」

「はい！　でも、釣り竿ざおを折ってしまったので、禁きん止しされました！」

　無邪気に、胸むねを張はらんばかりにして、イリーナが応こたえる。

「……そうだよな。振り回しすぎて、木に糸を絡からませて……」

「二本とも、引っ張ったら、折れました。こわれやすいです」

「いや、そんなに壊こわれやすいもんでもないと思うんだけどなあ……」

　歩きながらもけろりと、去年の事じ故こを口にするイリーナに、ヒースはしきりに首をかしげている。自分の手を摑んで、大きく振り回さんばかりにしている小さな手は、不器用なのか、意外と力が強いのか、やたらと物を破は壊かいするのだ。

　そのせいか、ヒースの父は、イリーナが来ると知るや否いなや、お気に入りの釣り竿や細工物を隠かくすようになってしまった。

「シャルロットも、来たがっていたのに、置いていくのは少し可哀かわい想そうでした」

　イリーナは、家を出てくる直前、部屋の前で毛布に包くるまって寝ね息いきを立てていたヒースの幼おさない妹を思い出し、少々申し訳なさそうな表ひよう情じようを浮うかべる。

「俺が、初めて親父おやじに狩かりに連れて行ってもらったのは六歳さいだしな。五歳のロッテには早すぎるんだよ。イリーナやクリスさんがいるから、興こう奮ふんして一いつ緒しよについてきたがったけど、この時期、熊くまや狼おおかみだって森にうろついてるんだ。意地悪で、連れてこないんじゃない」

　まだ未み熟じゆくながらも、狩人かりうどとしての知ち識しきを詰つめこまれていたヒースは、まだ狩りが遊びの延えん長ちよう上でしかないのだろうイリーナへと、なるべく柔やわらかく諭さとす。

　ヒースは、今年で十歳だ。秋には、十一歳になる。ぼんやりと、自分も将しよう来らいは狩人になるのだろうと考えている。ヒースたちの暮くらす村は、ファンから半日ほどしか離はなれてないにしては、獲え物ものが豊かで、他のことをしなくても、それなりに生活できた。そのために、家業である猟りよう師しの他に何かをして、生活を支えるという考えが思い浮うかばなかったということもある。

「イリーナは、まだ熊を見たことがなかったよな。でかくて、強いんだ」

「お父さんや、クリス兄さんよりもですか？」

「……さあ。あの二人が喧けん嘩か以外で戦ってるところは、見たことないからなあ」

　強い、と言っておけばそれなりに山歩きのための脅おどしになったのかもしれないが、ヒースも一いち応おう神官を目指す気はないとはいえ、噓うそを善よしとしないファリス信者だ。正直に首を傾かしげた。

「お父さんは、強いからだいじょうぶです！　昔は、あちこちで悪者を成せい敗ばいしていた、正せい義ぎの神官戦士です、いきおいあまって、時々クリス兄さんも成敗されてますが」

　イリーナはヒースと繫つないだ手をぶんぶんと振ふりながら、自じ慢まんげに胸を張る。正義の神官戦士が、なんで息子むすこを成敗してるんだと首をかしげるヒースを尻しり目めに、イリーナの言葉は軽やかだ。

「わたしも、お父さんや兄さんみたいに、いっぱい強くなって、立りつ派ぱなファリスさまの神官戦士になるんです。そして、いっぱい邪じや悪あくとたたかいます！」

「まあ、何と言うか……がんばれ」

　どうも、イリーナが『立派』なファリスの神官戦士に成長している図というのが想そう像ぞうできないヒースは、はなはだ熱意に欠ける答えを返すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　しばし、森の中の、罠わなを仕し掛かけた場所をたどりながら歩いていく。

　時折ヒースが屈かがんで、イリーナに獣けものの足あし跡あとを教えたり、鳴いている鳥の名前を教えたりしている。フォウリー家の人間が同行しているせいだろう、本来の狩りよりは、数すう段だんピクニック気分が強い。しゃべりながら歩く子こ供どもたち、そして言葉でどつきあいながらついてくる親子を、少し前を歩くヒースの父親も咎とがめることはない。

　ちらちらと、木こ漏もれ日びを透すかす太陽が、ちょうど頭上に昇のぼり。イリーナのお腹なかが「きゅう」と小さな音を立てた頃ころだった。

「とうさーん！　キリングおじさーん！」

　昼食をとるのにいい場所を探さがして歩いていた一行を、高く響ひびく声が呼よび捜さがしているのに気づいたのは、一番後ろを歩いていたクリストファーだった。

「アリスだ。忘わすれ物でもしたか？　何か、呼んでるぜ」

　振り返れば、普ふ段だんはめったに狩りについてこないアリステアが、一生懸けん命めいに森を駆かけてくる様子が、ヒースの目に入った。走ってくれば紅こう潮ちようしているはずだろう頰ほおは、今は真っ白だ。

「姉さん。何かあったのか？」

　声の調子から、ただ事ではないと判はん断だんした一行が、彼女に近づくように迎むかえようとする。合流したアリスは、金茶の髪かみを汗あせで頰に張はり付かせ、すぐには声も出せない様子だった。

「……こんな時だけは、あなたの黒い服、目立って、ありがたいと、思うわ。狩りには、不向きだ、けれど」

「肩かたで息をしながら、追いかけてきてまで俺のファッションセンスにケチを付けにきたのか。壮そう大だいな嫌いやがらせだな」

　額ひたいを指で押さえつつ、クリスが口を挟はさむ。

「そんなわけ、ないでしょう。自じ意い識しき過か剰じようも、ほどほどにしなさい、よ」

「だから、何があったんだよ姉さん」

　クリスに嚙かみ付く姉を宥なだめながら、ヒースが問いかけた。

「……ロッテが、いなくなったの」

　長めのスカートを揉もみ絞しぼりながら、アリスが唇くちびるを嚙み締しめる。

「みんなが出て行ってから、あの子、しばらくして目を覚まして……一いつ緒しよについていくつもりだったらしくてごねていたけれど、すぐに一人遊びをし始めたから、安心していたの。なのに、目を離した隙すきに、父さんたちを追いかけたらしくて……」

　何とか呼こ吸きゆうを整え、アリスは父親に事じ情じようを説明する。怒おこったような表情は、泣くのを我が慢まんしている時の癖くせだと、ヒースは理り解かいしていた。

「ロッテは、まだ森の浅い場所に遊びに行ったことしかないでしょう？　それもヒースたちが一緒のときにしか……心当たりの遊び場はみんな回ったんだけど……」

　アリスは申し訳わけなさそうに身を硬かたくしたままうつむいた。

「どこかで迷まい子ごになってる可か能のう性せいは大きいよな。捜しに行かないと」

「そうだな」

　今まであまり言葉を発することのなかった、ヒースの父親がゆっくりと頷うなずいた。動どう揺ようはしているのだろうが、あまりそういったことを表には出さない。

「キリングさん申し訳ないのですが……」

「わかっています。シャルロットを無事に保ほ護ごすることのほうが、重要でしょう。手分けをして捜しましょう。我われ々われは森歩きに慣なれていないので、皆みなさんに先せん導どうしていただけるとありがたいのですが」

　父親同士が短く相談し、頷きあう。

　ヒースたちは、文字通り頭上を交差するやりとりをみているしかできない。夏というには少し早い季節、森には危き険けんな獣も多く出る。迷子になった子供を迅じん速そくに捜しに出るのに、否いなやはなかった。

　シャルロットは、ヒースのすぐ下の妹だ。とはいっても、五歳さいになったばかりで、もうじき十一歳になるヒースとは六歳近く年が離はなれている。少々わがままなところもあり、聞き分けのいい妹分である九歳のイリーナよりも扱あつかいにくく感じることもあるが、それでもヒースにとっては大切な妹だ。

「俺も、さがす！」

「ヒースはイリーナちゃんとアリスをつれて、家に戻もどっていなさい。もし、何事もなくロッテが家に帰ってきたとき、すれ違ちがうといけない」

　身を乗り出すようにしてのヒースの訴うつたえは、あっさりと父親に却きやつ下かされた。

「ただ、帰るだけじゃなくて、その道のりでのロッテの迎えと、戻ってきたら、報ほう告こくしてもらう役目も兼かねているからな」

「……はい」

　少し悔くやしそうに、ヒースは父親の言いつけに頷いた。そして、父とクリス、キリング司祭と兄とが分かれて歩き始める背せ中なかをしばし見守り、自分も心配そうにおろおろとしているイリーナの手を引いて、アリスとともに歩き始めた。

「……ロッテちゃーん！　どこですかー！」

　戻り道に、一番最初に声を張り上げたのはイリーナだった。きょろきょろと周囲を見回し、あらん限かぎりの声で、シャルロットを呼よぶ。その声に押おされるように、ヒースも虚こ空くうに呼びかける。

「ロッテー！　ロッテ、どこだ⁉　おーい！」

　声を上げるたびに、木こ霊だまが響ひびく。離れて行きつつある、キリング司祭や父親の声も、ぼんやりと反はん響きようしていた。ここまでの道のりで、少し疲つかれているのだろうアリスは、二人の後から歩きながら、耳を澄すませて妹の声を捉とらえようとしている。

　アリスも小さい頃ころに狩人かりうどの家の子として鍛きたえられていた。ヒースたちも道中色々と話をしながら、狩場までのんびり歩いていたが、だからといって、数時間の差を追いつくのは大変だっただろうと、ヒースも呼びかけを強要することはなかった。

「……一緒に、連れてきてあげればよかったんでしょうか」

　イリーナが呼びかけの合間に耳を澄ませつつ、不安そうに口にする。緑の森は、空も下ばえも逞たくましく力に満ちて茂しげっており、小さな子こ供ども一人を吞のみこむのは容易たやすいことのように思え、不安が心をよぎる。

「いくらなんでも、ロッテには早すぎる。気にすることはないさ、我わが儘ままを我が慢まんできなかったロッテが悪い。ファンから帰ってきた母さんに、尻しりを叩たたかれるといいさ」

　ヒースは表面上は何事もないように肩かたをすくめる。

「でも、まあ何かあったらまずいから、ロッテをとっとと見つけないとな。でないと、気が強いくせによく泣く姉さんが、また泣き出すから」

「泣いてないわよ！　ヒースってば、やな子ね」

　草の汁しるで少し汚よごれたエプロンで、赤くなった目をぬぐっていたアリスが、後ろで声を張はり上げる。ごまかすように、妹の名を森の中へと響かせた。

「むぅん、アリス姉さんが泣くのは、邪じや悪あくじゃないですけど、よくないことです」

「よくないな。夕食のおかずが一品減へるかもしれないぞ」

「それは、邪悪一歩手前です！　でも、クリス兄さんにおかずが増ふえるおまじないを教えてもらっているので、平気です！」

　森の中に反はん応のうがないことを確たしかめていたイリーナは、きょとんとしたヒースへと得意げに胸むねを張った。

「『いえーい、アリスびじーん、お料理上手ー、よっ、三国一の花はな嫁よめ候こう補ほ』です。こういうと、気合の入った料理が出ると、クリス兄さんに教わりました」

「……そうね、あの真っ黒男のおかずを減らして、その分イリーナに盛もってあげる」

　額ひたいに青あお筋すじを立てながら、低く呟つぶやくアリスに、「効こう果かアリです」と、自じ慢まんげにイリーナは親指を立てた。コメントを差し控ひかえたヒースは、妹を呼ぶことに専せん念ねんすることにする。

「おーい、ロッテー！」

　何度も繰くり返し、大きく声を張り上げる。すでに、父やキリング司祭の声はここには届とどかない。その分、しっかりと声を出さなければという使命感が心をくすぐった。

「ロッテー！」

　緑の中を、三人の声が響く。家路を辿たどりながら、時折耳を澄ませるも、届くのはさやさやとした緑の葉ずれの音と、遠くで鳥の鳴き交かわす甲かん高だかい声だけだ。

「……ちゃんと、先に家に戻もどれていればいいんだけれど」

　アリスが小さな声で、誰だれにともなく呟いている。

「わたしがもっと、ちゃんとロッテを見ていれば……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、父さんもキリング司祭も一いつ緒しよに捜してくれてるんだから」

　責せき任にんを感じているらしい姉の言葉に、なるべく気楽にヒースは応おうじた。イリーナも、気き遣づかうように、ヒースとつないでいた手の反対の手で、アリスの手を握にぎる。

　年少の二人の気遣いに、ほんのりと笑えみを浮うかべ、アリスはヒースとイリーナの頭を優やさしく撫なでた。

「……あ」

　アリスに撫でられている間に生まれた沈ちん黙もくの中、ふとヒースの耳に、細い悲鳴が風に乗って届いたような気がした。

　身を緊きん張ちようさせるヒースに、アリスが眼めを丸くする。

「何か聞こえたんですか？　ヒースにいさん」

　イリーナも、釣つられたようにきょろきょろと周囲を見回した。

「ロッテの声が聞こえた……気がする。空耳じゃないといいけれど」

「本当ですか？　すぐに迎むかえに行きましょう！」

　安心したような笑みを浮かべ、イリーナはぎゅっと手に力をこめた。

「やっぱり、迷まよっていたのね。待って、父さんたちを呼んでくるわ、声が聞こえたなら皆みんなで……」

「うん。でも、悲鳴だった気がする！　姉さん、イリーナを見てて！」

　言いながら、ヒースは声が聞こえたと思おぼしきほうへと、イリーナの手を離はなし弾はじけるように走り出した。

「あっ、ヒースにいさん！」

　イリーナが、追いかけたそうな声を上げるのが、背せ中なかで聞こえる。

「すぐに戻る！」

　一いつ瞬しゆんだけ振ふり返って、ヒースは弓と矢や筒づつを手に森を駆かけ出している。父の作ってくれた弓は、まだ成人していないヒースの手にもしっくりとなじむ。まだ、父や兄には敵かなわないものの、ヒースもそれなりに狩人かりうどとしての経けい験けんはつんできている。何か、妹に危き機きが及およべば、助けに入ってやるのは兄としての役目だ。

「うわあぁあん！　おとうさーん！　おにーちゃーん！　どこー！」

　泣きじゃくる声が、一歩ごとに大きくなった。見つかった安心感と、早く慰なぐさめてやらなければという責任感に、後押しされる。

「ロッテ！　どこだ⁉」

　小さな登りと、茂しげみに少々手間取りながら、ヒースは声をさらに大きく張り上げた。ロッテは五歳さいだ。一人でここまでやってくるのは大変だっただろうと、呆あきれるような、感心するような、微び妙みような気持ちが交こう錯さくする。もしかしたら、十年後には腕うでのいい女猟りよう師しとしてやっていけるかもしれない。

「ヒースにいちゃん、ヒースにいちゃん、うわぁああん、怖こわいよおお！」

　泣き声が、ひときわ大きくなった、確かく実じつに距きよ離りは縮ちぢまっているようだ。けれどその泣き声に、尋じん常じようでない恐きよう怖ふ心しんを感じ取り、ヒースの心に焦あせりが芽め生ばえる。

「どうした、ロッテ！　何が……」

　妹の恐怖心を宥なだめようと声をかけながら、茂みを跳とび越こそうとして……着地に失敗しそうになる。

「おにいちゃん、たすけてぇええ」

「う、うわ、うわわわわっ」

　転びそうになってたたらを踏ふみながら。泣きながら兄を呼よんでいる妹へと、駆かけ寄よることに一瞬躊ちゆう躇ちよする。そして、迷った自分に唾だ棄きしたくなった。

　ロッテは、必死で木に登ろうとしていた。むしろ、最初の枝まで辿り着けたのは上等だっただろう。人間必死になると、普ふ段だん眠ねむっていた力が眼を覚ますと、聞いたこともある。その類たぐいだったのかもしれない。

　熊くまが、ロッテの登ろうとしている木の幹みきに取り付き、両足で立っていた。

「おにいちゃん、おにいちゃん、おにいちゃん！」

　いつも生意気で、おしゃまなことばかりを口にしている妹が、鼻水を流し、真っ赤な顔をくしゃくしゃにして、自分を呼んでいる。

「ま、待ってろ……今、助けてやるからな」

　情なさけないほどに、声は震ふるえていた。

　声だけでなく、矢を番つがえようとする指も震える。

　さして大きな熊ではない。父が仕し留とめてきた獲え物ものの中には、今ロッテの登る木に手をかけて揺ゆすろうとしている熊よりも、もっと大きなものもいた。それでも、たった一人でそれに対たい峙じしなければならない今、その茶色いずんぐりとした姿すがたは壁かべのように、ヒースには思える。

　ヒースの言葉に、がくがくと震えるようにロッテは頭全体を揺らすようにして頷うなずいている。蜂はち蜜みつ色の、アリスの手によってよく梳すかれた髪かみは、小枝や土や、葉っぱが絡からんですっかりと小こ汚ぎたなくなっていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だからな」

　十メートルほどの距離が開いているというのに、もし自分に向かってきたらという恐怖心で、歯の根が合わない。

　それでも、番えた矢を引き絞しぼり、十分に狙ねらいをつけてそれを放った。

　矢は、一直線に熊へと吸すい込こまれていく。

「ガァアアアアアアアァッ！」

　悲鳴なのか、怒いかりの声なのか。どちらか区別はつかなかったが、ともあれ熊に矢は突つき立った。そして、熊にとってはその矢も、たいしたダメージにならなかったのか、怒りに煮にえた視し線せんが、木の上に逃にげているロッテの後ろ……ヒースを振り返る。

「う、うわ……」

　腰こしが引けそうになる。熊が迫せまるのと同時に、ヒースは慌あわてて逃にげ出した。

「おにいちゃーん！」

「ロッテ、いいから逃げろ！　できる限かぎり遠くへ……父さんたちも捜さがしてるから！」

「いやぁあっ、おりられなぁい！」

　かくっと膝ひざから力が抜ぬけたような気がした。実じつ際さいには感覚だけだったのだろう、転ばずにすんでいたのだから。

　まずいまずいまずい、このままでは自分も美お味いしく食べられて、ロッテはおやつにされてしまうだろう。自分には、熊と一対一で戦えるほどの腕はない。野生の動物を甘あまく見るなと、父から散々教わってきた。ヒースの中で、最悪の思考がぐるぐると勢いきおいよく巡めぐる。

　もっと、自分に力があればいい。大人だったら、もっと力があるのだろうか。弓の腕を、もっと磨みがけばいいのだろうか。ちくしょう、今に見ていろ、俺おれだって……。

　俺だって、何なんだというのか。

　何ができるというのだ。今に、じゃなくて、今が大事なのに。

　背せ中なかに、何かが迫る気配がした。その背中が、すぅっと冷たくなる気がする。

「うわ……」

　目の前に、茶色い小さな頭が飛び出してきたように見えた。恐おそれにとらわれていると、その見み慣なれた茶色い髪すら、熊のものに見えてしまい、ヒースは慌てて飛び退のきかける。

「ヒースにいさん、大丈夫ですかっ」

　どうやらアリスを振ふり切って、追いかけてきたらしいイリーナだ。

「バカ逃げろ！」

「ヒースにいさんやロッテちゃんをいじめる邪じや悪あく、退たい散さんしなさい！」

「大バカ、逃げろ！」

　イリーナへの呼びかけを格上げさせながら、ヒースはイリーナを抱かかえて逃げようとした。その瞬しゆん間かん、ヒースの頰ほおを掠かすめて、何か大きな塊かたまりが熊めがけて飛来する。

「ええいっ！」

　がつん。

　イリーナが気合いとともに投げつけ、熊の眉み間けんに大当たりしたのは、大人のこぶしよりも大きな石だった。イリーナ自身の頭くらいの大きさはあったかもしれない。重さも十分だったに違ちがいない。直ちよく撃げきの音は重かった。

　ヒースを追っていた大きな身体からだが、一瞬ひるむ。

　しかし、それも一瞬のことだ。今の一撃が存ぞん外がい効きいたのか、熊くまは両足で立ち上がり、イリーナとヒースへと吠ほえ掛かかった。

　立ち上がれば、子こ供ども二人など簡かん単たんに押おしつぶされそうな存そん在ざい感と重量感が、茶色の毛皮からにじみ出てくる。

「ファリスさま、力を貸かしてくださいっ、邪悪ですっ、茶色い邪悪です！」

　さすがに、立ち上がった熊の巨きよ大だいさに吞のまれ、イリーナの声が裏うら返がえった。

「ロッテと、ヒース兄さんを助けてくださいファリスさま！」

　泣きそうになりながら、もう片かた方ほうの手に握にぎっていたのだろう、やはり自分の頭ほども大きさのある岩を、熊めがけて一直線に投げた。

　今度はその岩の危き険けん性せいに気づいたのだろう。熊は、思わぬ素す早ばやさでそれを避よける。

　そうなれば、イリーナの手には何も残されていない。近づく熊に、おろおろとしながら、けれど眼めをそらすことなく、今度はイリーナはヒースの腰こしにしがみついた。

「えっ、いくらなんでも俺は投げられないぞ、イリーナ！」

　世よ迷まよいごとをほざくヒースの腰から、獲え物ものを捌さばくための短刀を小さな手がもぎとっていく。もちろん、イリーナは聞いちゃいない。その短刀を、両手に持って腰だめに構かまえる。まだ、戦うことを諦あきらめていない少女の眼には、恐きよう怖ふからだろう、涙なみだがにじんでいる。

「……くそ」

　その様子に、ヒースも再ふたたび矢を番つがえようとする。

「おらぁああっ！　うちの弟妹に何さらしとんじゃボケがぁあ！」

　不意に響ひびき渡わたる、凶きよう暴ぼうともいえる怒ど声せいは、力を伴ともなっていた。

「え……」

　熊が、横よこ殴なぐりに吹ふき飛ばされる。さほど大きくない熊が、見えない拳こぶしに吹き飛ばされたように、大きくよろめいた。その声に、イリーナが満面の笑えみを浮うかべる。神官としての修しゆ行ぎようを積んでいるイリーナには、はっきりと理り解かいできる。神の加か護ごをもって、強く純じゆん粋すいな力を敵てきにぶつける〝気弾フオース〟と呼よばれる神しん聖せい魔ま法ほうだ。

「クリス兄さん！」

「あんた何してるのよ！　うちの弟や、イリーナちゃんに当たったら、どうするつもりだったの！」

　熊の右方向から放たれた力の奔ほん流りゆうの源みなもとは、視し線せんを巡めぐらせた時、アリスに泣きながら蹴けりを入れられていた。

　どうやら、イリーナに置いていかれた時点で、アリスが人を呼びに行ったのだろう。彼女の声を聞きつけてくれたのだろうから、格かつ好こう悪いと、ヒースはちょっとしか思わないことにした。

「だからぁ、〝気弾フオース〟が当たらないように、わざわざこっち側に回りこんだんだろうが！　正面からだったら、諸もろ共ともだったけどな！」

「いばるなぁあ！」

　泣きながら食い下がるアリスを、下がっとけと手の仕草で引き離はなし、クリスは自分の腰につけていた長ちよう剣けんに手をかけた。そのまま一挙動で抜ぬき払はらう。木こ漏もれ日びをはじく銀色の刀身と、てらりと不ふ吉きつな輝かがやきを宿す黒い鎧よろいが、熊に脅おどかされた子供たちにはひどく頼たのもしいものに思える。

「は！　ファリスさまのお導みちびき、ここに在あり、だ。正直、親父おやじへの嫌いやがらせでわざと着てきた鎧が、こんなところで役に立つとは……俺様、もしかして至し高こう神しんに超ちよう愛あいされてる⁉」

　気のせいだ、と後ろから拳を入れるキリング司祭がいないのをいいことに、クリスは鼻高々で長剣を大だい上じよう段だんに構え、熊へと切りかかろうとする。

　獲物を追う狩かりの時には、騒そう音おん公害でしかなかった鎧の音が、ヒースたちの気持ちを安あん堵どに導いていた。

「う、らぁあああっ！」

　思わぬ敵の乱らん入にゆうに、怒いかりに燃もえた茶色い獣けものはもっとも手て痛いたい衝しよう撃げきを与あたえた、黒い鎧姿すがたへと襲おそいかかろうとする。熊の動きよりも早く、振ふりかぶった刀身をまっすぐに迷いなく打ち下ろし、毛皮へとそれをめりこませる。

　血しぶきが舞まうも、黒い鎧にはその赤い汚よごれは目立たない。

「グガァア……！」

　熊は明らかに怯ひるんだ声を上げた。それでも、二本の腕うでを大きく振りまわし、鋭するどい爪つめで目の前のクリスを引き裂さこうとする。

「クリスにいさん！」

　イリーナが、心配そうな声を上げた。

「心配するな、わが妹よ！　これくらいの相手、街のチンピラ五人分といったところだ」

　それが手て強ごわいということなのか、容易たやすいという意味なのか、その言葉を聞いていた全員が判はん断だんつかずに、首を傾かしげる。それをよそに、クリスは剣で左右からの熊の爪を受けとめ、牙きばだけは避けきれずに、鎧の鈍にぶい音を響かせた。

　がっしりとした体たい格かくのクリスは、鎧もしっかりとした丈じよう夫ぶなものを着ている。おかげで、さしたる傷きずは入らずにすんだようだった。その意外な獲物の硬かたさに、熊も怖おじ気けづいたらしく、クリスの剣の一いつ閃せんを、その体つきからは意外な身軽さでかわすと、くるりと方向転てん換かんし、より深い森へと駆かけ出した。

「っと、こら待て、逃にげるか！　俺様に恐おそれをなしたか！　臆おく病びよう者ものめ！」

　追い討うちとばかりに、熊くまの背せへと剣を走らせる。しかし、熊の背中に大きな斜ななめの傷が入ったきり、その巨きよ体たいは茂しげみへと消えていった。

「こらー！　勝負しやがれこの野や郎ろう！　正せい義ぎの鉄てつ槌ついを下してくれるわ！　放せアリス、俺の舎しや弟ていをビビらせた罪つみ、背中にバッテンで刻きざんでやるぜ！」

「馬ば鹿かなこといってないで、ロッテを木から下ろして頂ちよう戴だい」

　剣を振り回し、今にも追いかけようとするクリスを、慌あわててアリスが止めている。それを確かく認にんしたヒースは、こわばっていた膝ひざから、へなへなと急速に力が抜けていくのを感じた。そのまま、へたりと下ばえの上に尻しり餅もちをついてしまう。支ささえようとしたイリーナが、やはりそれに釣つられたように、ぺちょりと潰つぶれている。

「……父さんに、言っておかないと。あれは多分、次から人間を見つけたら襲うようになるだろうし」

「うう～～～」

　今いま更さらながら、熊の恐きよう怖ふに襲われたのか、イリーナが土の上に座すわり込んだまま、小さな唸うなり声を上げていた。こぶしを握にぎり締しめ、うつむき、耳まで真っ赤になって震ふるえている。

「う、うう～～～っ」

「……よくがんばったな、イリーナ。でも、勝てない敵には、向かっていくなよ」

　同じようにへたりこんでいたヒースが、茶色い髪かみを頂いただくイリーナの頭へと、ぽんと軽く手を置いて慰なぐさめようとして……。

「くやしいですっ！」

　がつん、とイリーナは小さな手を地面へと叩たたきつけた。

「くやしいです、くやしいです、くやしいですっ！」

「イ、イリーナ？」

　突とつ然ぜん怒おこり出したイリーナに、泣いているとばかり思っていたヒースは、かくんと顎あごを落とす。

「もっと、強くなりたいです！　わたし、何もできませんでした！　狩りのときも邪じや魔まになってたし、ロッテやヒース兄さんを邪悪からも守れませんでした、こんなんじゃ、正義を守れません！　ファリスさまの使徒、失格です」

　がつがつと、地面にこぶしを叩きつけながら涙なみだをこぼして悔くやしがるイリーナを、ヒースは呆ぼう然ぜんと見つめた。

「守れなくて、悔しいのは俺だけじゃなかったんだな……」

　途と中ちゆうで止まってしまった腕を進めて、改めて、宥なだめるようにヒースはイリーナの髪を撫なでる。きょとんとして、鼻の頭と眼めの周りが真っ赤なイリーナが見上げてくると、困こまったような笑えみが無む意い識しきに浮うかぶ。

「弱いのは、くやしいです」

　ずずっと、鼻をすすり、イリーナがきっぱりと言い切った。

「うん、そうだな」

「強くなると、うれしくなるでしょうか。わたしは大きくなったら強くなって、いっぱい正しいことをしたいです、そうしたらいっぱいうれしくなれるでしょうか」

　さらさらと、木々を揺ゆらしながら風が通り抜ぬける。その風は遠くから父親やキリング司祭の声を運んできてくれた。もう、本当に大丈夫なのだと、膝だけではなく肩かたから力が抜けて、イリーナと顔を見合わせて、照れ笑いを浮かべる。

　正義の神の神官を目指す少女は、泣いて腫はれたまぶたを隠かくすように、慌てて服の袖そでで顔を擦こすっていた。

「イリーナおねえちゃんっ、ヒースにいちゃんっ」

　軽かろやかな足音が聞こえて、クリスに木から下ろしてもらったらしいロッテが一直線に二人のところまで駆けてくる。時々つんのめりながら、最後の一歩を跳はねるようにしてイリーナへと飛びついた。

「だいじょうぶ？　イリーナおねえちゃん、どっこも、いたくない？　ヒースにいちゃんは？　だいじょうぶ？」

　泥どろで汚よごれた小さな手が、イリーナとヒースの身体からだを、あちこち確たしかめるように撫でようとする。何度も鼻をすすりながら、ロッテは顔を泣き笑いに歪ゆがませて、二人をゆさぶった。

「大だい丈じよう夫ぶです！」

「お前こそ、どこも怪け我がしてないか？　転んだんだろ、あちこちドロドロのぐしゃぐしゃじゃないか」

　どん、と自分の胸むねを叩くイリーナと、服や髪の汚れを払はらい落としてくれる兄の動きに、再ふたたびロッテの表ひよう情じようがくしゃくしゃと歪んだ。

「ごめんなさい、ロッテ、わがままでした。ごめんなさい、ごめんなさい」

　イリーナよりもずっと小さな手が、服にしがみついて、顔を伏ふせる。泣きじゃくりながら、ロッテはごめんなさいを繰くり返していた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

「無事でよかったです」

　笑いながら、イリーナはロッテを背中から、ぎゅっと確かめるように抱だきしめた。

　三人の様子を安あん堵どしたように見つめていたアリスが、言葉を挟はさむ。

「お仕置きは、あとでお父さんに考えてもらうとして。ロッテがいわなくちゃいけないのは、ごめんなさいだけじゃないでしょ？」

　人差し指を一本立てて、気持ちに余よ裕ゆうが出たのか、アリスはきびきびとした口調を取り戻もどしていた。そうしていると、本当に母親そっくりで、セイバーヘーゲン家の兄妹きようだいは、思わず首をすくめてしまう。

「……えっと、えっと」

　ロッテは、しばしまん丸な眼でイリーナとヒースを見上げて、考えるような表情を浮かべ……そして、にっこりと笑いかけた。お日様のように無む邪じや気きに。

「たすけてくれて、ありがとう」

　今度はイリーナが、その言葉にきょとんとする。

　熊くまを見て、一いつ瞬しゆん身体を竦すくませた自分を思い出し、ヒースは照れ隠しに妹の頭をぐりぐりと撫でた。

「……強くないと、うれしくないって思いましたけど。ちょっとまちがいだったみたいです」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、イリーナはロッテの言葉を心の中で反はん芻すうしながら、自分の胸に手を当てた。服の下には、ファリスの聖せい印いんが忍しのばされている。それへと、そっと報ほう告こくするように、続くイリーナの声は小さく、ヒースにしか聞き取ることはできない。

「正しいことをすれば、うれしくなるんですね」

「そうかもな……おっと」

　ヒースはロッテに圧のし掛かかられて、こてんと地面へと転がった。イリーナは軽々と受け止めていたように思えるのに、意外とロッテは重量感がある。

　仰あお向むけに寝ね転ころがると、木こ漏もれ日びを透すかして青い空が見えた。

　少し離はなれたところでは、クリストファーがアリスに、今回の働きに対して、ご飯の盛もりでの優ゆう遇ぐうを訴うつたえている。例の呪じゆ文もんとやらも駆く使ししているようだが、結果ははかばかしくないようだ。

　腹はらには、妹の重みとぬくもり。ヒースの真ま似ねをするように、イリーナも隣となりへと手足を伸のばして転がった。父親たちと、兄の気配も近づいている。

　もう心配することはないのだと、青い空を横切る鳥が、さえずっているような気がした。







　ヒースクリフ・セイバーヘーゲンが、魔ま術じゆつの才さい能のうを認みとめられ、『賢けん者じやの学院』の特待生資し格かくを取ったのは、それから数か月後のことである。
















第二章　はじめに一歩










「あれから、もう七年か……早いもんだ。っていうか、そんなこともあったよなあ」

　懐なつかしい夢ゆめを見たものだと、ヒースクリフ・セイバーヘーゲンはバリバリと褪あせたように色の薄うすい髪かみを搔かき回しながら、大あくびをした。

　イリーナがヒースの村に遊びにきていて、熊くまに接せつ近きん遭そう遇ぐうしたのは、ヒースが十歳さいの時だ。その頃ころには自分は将しよう来らい猟りよう師しとして生きていくのだと、ぼんやりと考えていたが、気がつけば村へと招まねいた魔術師ソーサラーに魔術の才能を認められ、王都ファンの『賢者の学院』で勉強する毎日となっていた。

　今では手も足も伸び、背せも大人たちを上回るほどだ。伸びた手足を確かく認にんするように大きく伸びをすると、座すわっていた椅い子すが、ギシ、と軋きしんだ音を立てた。

「何の、夢を見たんだね？　ヒースクリフ」

　穏おだやかな声が、頭上から降ふり注ぎ、ヒースは何気なく視し線せんを上げた。

「お。これはこれは、大好きなハーフェン先生」

　目の前には、黒い髪を肩かたのあたりで切りそろえた、やせ気味の壮そう年ねんの男だん性せいが立っている。このオーファンの賢者の学院でも数少ない、優ゆう秀しゆうな魔術師ソーサラーの証あかしである導どう師しの位を表す長衣ローブを纏まとい、緑色の瞳ひとみはその地位にふさわしい静かな知性をたたえている。
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　小さな含ふくみ笑いのざわめきが、学院の講こう義ぎ室に波は紋もんを描えがくよう緩ゆるやかに広がっていた。からかうようなもの、揶や揄ゆを含んだもの、悪意を垣かい間ま見せるもの、その色合いは様々だ。

　ヒースの目の前に立つ導師の推すい薦せんによって、年少の頃に特待生として学院に身を寄よせる、一いつ介かいの狩人かりうどの息子むすこヒースに対して、良家の子女の多い学院の生徒たちは友好的とは言いがたい。

　悪びれもせず、ひよひよと小さく手を振ふる教え子に、ハーフェンと呼よばれた導師は生徒たちに軽く手を振って授業の終わりを告げると、再ふたたびヒースへと視線を合わせる。

「夜遅おそくまで勉強をするのは結けつ構こうだが、それで無理をして授じゆ業ぎようを聞けていないようでは悪あく循じゆん環かんだね、ヒースクリフ。しっかりと目を覚ましなさい。それと、ちょうど今授業の時間は終わったところだが、少々話がある。このまま残っているように」

「はーい」

　やれやれ、と言いたげに、ヒースは教室の机つくえに顎あごを乗せた。授業の記録をとるための羊皮紙の束には見事によだれが地図を描いている。

　今度こそ、退たい学がくじゃないか？

　あいつ、最近成せい績せきが伸のび悩なやんでるんだってさ。

　まあ、神童と言われても、二は十た歳ち越こえれば所しよ詮せんただの人さ。

　じゃあ、あとちょっとだな。

　教室を出て行く級友たちの、潜ひそめた声が流れてくる。内ない緒しよ話のつもりだろうが、故こ郷きようでは狩人として、獲え物ものの息いき遣づかいを耳に捉とらえる訓練を受けていたヒースには筒つつ抜ぬけだ。

「あと、三年もあるわい」

　口くち許もとをゆがめて、ヒースは振り返りもせずに学友たちへと、言葉をかける。一いつ瞬しゆん、びくっと小さく跳はねた若わか者ものたちは、バツが悪そうに背を丸めて教室を出て行った。ざわめいていた講義室も、生徒たちが出て行けば静せい寂じやくを取り戻もどす。耳に痛いたいほどの沈ちん黙もくが周囲を包んでいた。

「……さてと」

　そう静寂を破やぶるよう声を出したのは、導師だ。がらんとした講義室、他に人の姿すがたがなくなったことを確認し、ハーフェンと呼ばれた導師はヒースのところまで椅子を引きずってくる。がこがこと、あちこちにぶつけながら不器用に椅子を置き、それに腰こしを下ろして、教え子へと視線を合わせた。

「じつは、ヒースクリフ。君に、ちょっと話があるんだがね」

「……ついに、特待生資し格かく剝はく奪だつか、先生」

　机に顎を乗せたままの姿し勢せいで、ヒースは恩おん師しにぼんやりとした声で、言葉の先回りをする。

　ヒースは十歳のときに、ハーフェン導師の推薦でこの賢けん者じやの学院の特待生の資格を得ることができた。特待生は、高こう額がくの授業料を免めん除じよされる代わりに、一いつ般ぱんの生徒たちと違ちがい高いレベルの成果を要求される。最初の数年こそ、ヒースは満足な結果を出してきていたものの、最近は芳かんばしくない。

「あーあ。これで俺おれ様の野望。素す敵てき宮きゆう廷てい魔術師ソーサラーにでもなって、貴き族ぞくのお姫ひめ様をばしばし引っかけまくっちゃうぜ計画も、導師になった暁あかつきにはファンのどこかで、かわいい姉ちゃんだけの私し塾じゆく……女子塾を開いて『せんせー質しつ問もんがあるんですぅ』なんていわれて幸せ個こ人じん授業しちゃうぜ計画もおじゃんか」

「え、なんでだね？」

　ぶつけながら椅子を持ってきたせいで、微び妙みようなひずみでもできたのか、少々がたつく椅子を気にしていたハーフェン導師が机に突つっ伏ぷしていたヒースに不思議そうに聞き返す。

「何でと聞かれるのが何でかわからん。特待生クビってのは、そういうことだろう？」

「だから、何でクビになるのかね？」

「成績が悪いからに決まっとろうが。本当に採さい点てんしてるのか、導師」

　ぐったりと気落ちして見えるヒースが、びしっと指を突きつけた。

「君の成績は悪くないよ、ヒースクリフ。何でそう思うのか、君の理り論ろん構こう築ちくを聞きたいね」

　椅子を軋きしませながら、導師は首を捻ひねる。

「じゃあ、何なんだ、話ってのは」

「ああ、それなんだけどね。ヒースクリフ、君、しばらくフィールドワークに出てみるつもりはないかね。テーマは君が自由に決めてかまわない」

「──…は？」

　かくん、とヒースの顎が落ちた。

「……私が許きよ可かを出すよ。しばらくの間、授業の頻ひん度どは君の研究の都合に合わせてかまわない。賢者の学院を出て、その知ち識しきを自分なりに活いかす方法を見つけてみるといい」

「それは、俺の転てん職しよく猶ゆう予よ期間ということか？」

　穏おだやかな緑色の目の奥おくから、その本意を探さぐり出そうと、ヒースは初めて導師と暗い色の目を合わせる。

「君がその野望をあきらめて、転職したいというなら応おう援えんするが、今のところそうでもないようだし。君も、いろいろやらないといけないことも多そうだから」

　突っ伏したままの姿勢のヒースの背せ中なかが、微妙に跳ねた。探るような目が、わずかに細まる。

「心配事があるんだろう、ヒースクリフ」

「うむ、俺様の目下の心配事は、この纏まとめ買いをした羊皮紙についたよだれのあとが、乾かわいても残らないかだ。いちいち削けずるのもめんどうくさい」

「……色々と、入いり用ようなんだろう？　金きん銭せん面に関して、私は何もしてあげられないからね」

　茶ちや化かすようなヒースの言葉にも、穏やかな表ひよう情じようの瞳ひとみは、笑えみをたたえている。

「君が必要だと思うことを、やりなさい、ヒースクリフ。それは、上う手まくいけばもちろんのこと、失敗したとしても、君にとっては授じゆ業ぎよう以上の勉強になるはずだからね」

「──……」

　いつでも相談に乗るから、と言い残し、ハーフェン導師は教室を出て行く。

　指先で小さな地図を描えがいた羊皮紙をいじりながら、ヒースはしばらくの間講こう義ぎ室の天てん井じようを見上げていた。







　イリーナ・フォウリーは十六歳さいになっていた。

　ファンのファリス神しん殿でんに生まれ、ファリスの司祭である父と、やはり敬けい虔けんなファリス信者である母親に育てられ、純じゆん粋すい培ばい養ようのファリス信者として成長した。

　正義と秩ちつ序じよの、五大神の首しゆ座ざと呼よばれるファリス神の声を聞くことができ、今では立りつ派ぱな司祭の一人である。

　栗くり色の髪かみを肩かたに触ふれるか触れない程てい度どに伸のばし、かさの高いファリスの司祭帽ぼうを被かぶり、真まっ直すぐに茶色い瞳は前を見み据すえて、弾はずむように神殿の奥、家族用の居きよ住じゆう室しつへと向かっている。

　神殿としての体てい裁さいを整える前庭や聖せい堂どうは厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを保たもっているものの、司祭の家族の暮らす場所はもう少し柔やわらかい雰囲気で整えられていた、が……今は少々煤すすけている。

　よく見れば神殿の細かいところには埃ほこりが積もり、床ゆかも汚よごれがちだ。

　オーファンでもっとも信しん仰こうされている、戦いの神マイリーの神殿より格段に劣るものの、毎週それなりに人が集まる神殿も人さびしい。

　弾んだ足音が、神殿の奥まった一室の前で止まると、少女は軽く扉とびらを叩たたいた。ガッコガッコ、と大きな音が中に響ひびいた。

「お母さん？　お父さんの具合はどうですか？」

「イリーナ……できれば、もう少し小さなノックをして頂ちよう戴だい」

　中からの応こたえを聞いて、イリーナはそっと扉を開けて部屋を覗のぞき込こんだ。窓まどに厚あついカーテンが下ろされ、薄うす暗ぐらい。

「そんなに、強く叩いたつもりはなかったんですけれど……」

　顔半分だけ覗かせて照れ笑いをする少女を、中にいた金きん髪ぱつの婦人が小さく笑って迎むかえた。その奥に、寝しん台だいがひとつ。目を閉とじているのは、キリング・フォウリーだった。

　七年前と比くらべれば、少々目じりの辺りに年ねん齢れいを感じさせるものが浮うかび始めているが、それでもぴんと伸びた背せ筋すじも、張はりのある声にも衰おとろえはなく、神殿を預あずかるものとしてふさわしい覇は気きと貫かん禄ろくがあると、信者たちからも評ひよう判ばんである。しかし、寝台に横たわり目を閉じた姿すがたからは、そのどちらも感じられない。

「お父さんの様子はどうですか？」

　少し声を落とし、イリーナは心配そうに横たわる父親へと視し線せんを向けた。

「……あまりよくないわね。この人は言うなっていってるけれど、隠かくしていてもしょうがないでしょう」

　少し困こまったような表情で、苦い笑みとともに婦人はゆっくりと首を左右に振ふる。そして、唇くちびるに指を一本当てて「静かに」という仕草をしながら、ベッドの裾すそをそっと持ち上げた。

　イリーナは、ひゅっと息を吞のむ。

　父親の膝ひざから下が、灰はい色の固まりになっていた。すでに、皮ひ膚ふではない。まごうことなく石である。婦人は、そのすねの辺りを軽くこぶしの裏うらで叩たたいた。

　コツ、と乾かわいた音がする。眠ねむっているキリングに反はん応のうはない。

「もう、膝まで石化しているの。この人は黙だまっているけれど、もう感覚がないみたいね。私が叩いても、わからないわ。……しばらく、足首までで進行が止まっていたのにね」

「でもでもっ、もう一回〝病気治療キユア・デイジーズ〟をかけてみたら……」

「……一度本人がかけて効きかなかったんだから、この人にはもう無理よ。恥はじを忍しのんでマイリーにお願いするにも、先立つものが必要だし……」

　明るく輝かがやいていたイリーナの瞳が、沈しずむ。

　イリーナの父、キリング・フォウリーは、一か月ほど前に奇き病びように倒たおれて、床とこから離はなれられなくなっていた。

〝石皮病ストーンスキン〟と呼よばれる、体表が徐じよ々じよに硬かたくなっていく病気だ。足元から少しずつ皮膚が石のように硬くなり、石化していく。このまま放ほうっておけば死に至いたる病だが、その進行速度は人様々だ。運のいいことにキリングの病の進行は、非ひ常じようにゆっくりとしたものではあるが、放置しておいてよいものではない。確かく実じつに、病は彼の身を蝕むしばんでいる。

　徳とくの高い司祭であれば、病を治ち癒ゆさせる魔ま法ほう〝病気治療キユア・デイジーズ〟を唱え、治すこともできる。そしてキリングはそれに十分な経けい験けんを積んでいたが──いかんせん、奇病。石皮病は、治しにくいことでも指折りの病であった。

　彼は〝病気治療キユア・デイジーズ〟の呪じゆ文もんに失敗したのである。

「……お父さんが、礼れい拝はいに立てなくなってからめっきりと信者の人たちが減へってしまいました。わたし、お説教とかするの苦手ですし……」

「そうねえ、蓄たくわえもどんどん順調に減っていくわね」

　金髪の婦人は頷うなずきながら、捲めくり上げていた布ふ団とんを直し、ぽふぽふと軽くそれを叩いて整えた。言葉の調子は、意外とさばさばとしている。

「神しん殿でんも荒あれていく一方だし、困ったわね。ファリス様に叱しかられてしまうかしら」

「ファリスさまだって、ちょっとはお目こぼしをしてくださいます！　多分。……あとで、掃そう除じしに行きます」

　こぶしを握にぎって力強く宣せん言げんしたイリーナが、言い切ってから少し悩なやんで……それから、肩を落とした。その様子を面おも白しろそうに見ていた婦ふ人じんが、くすくすと少女のような笑い声を奏かなでながら、そっと手を伸ばしてイリーナの髪かみを撫なでる。

「いい子ね、イリーナ。そうそう、お祖じ父いさまに事じ情じようを手紙で知らせたの。しばらくお祖父さまのところに行きなさい、きっと面めん倒どうを見てくれるわ」

「やです！」

　ついでのようにさりげなく告げられた言葉に、イリーナは強く頭を振ふった。茶色の髪がぱさぱさと頰ほおを叩く。神官帽ぼうが、ずれて斜ななめになっていた。

「神殿の維い持じも、お父さんの看かん病びようも、時々訪たずねてくる信者さんの相手も、お母さん一人じゃ無理です！　わたしもお手伝いします！」

「イリーナに手伝ってもらうと、あとのフォローのほうが大変なこともあるでしょう。ヒースくんにも迷めい惑わくをかけてしまっているし。はいはい、病人の枕まくら元もとで騒さわいではだめよ、イリーナ。早く、荷物をまとめて、用意をしなさい」

　イリーナの背中をぐいぐいと押おしながら、母親は娘むすめを部屋から追い出そうとする。聞く耳持たずといった風ふ情ぜいで、扉とびらを開けるとイリーナを夫ふう婦ふの部屋から出してしまった。そして、扉の前で仁に王おう立ちになる。

　部屋の中はカーテンを下ろし、薄うす暗ぐらかったが、廊ろう下かは夕ゆう暮ぐれに近い西日が入って明るくなっている。すぐにはその明るさに慣なれることができず、イリーナは何度か瞬まばたきをした。

　振り返れば、母親であるエリーゼ・フォウリーが腰こしに手を当てて立っている。健すこやかで健康そうなイリーナに比くらべて、手も足も肉が薄くやせ気味だ。その腕うでの力に抗こうするのは簡かん単たんだっただろうが、有う無むを言わせぬ母の様子に、大人しく追い出されるしかない。母の肩かた越ごしに、父親の寝ねている寝台が見えた。

「お母さん……」

「あら、ヒースくん。ちょうどよかったわ」

　イリーナが母へと抗議しようとした時、廊下の向こうから近づいてくる足音に気付いて、エリーゼは娘の呼よびかけをさりげなく聞こえなかった振りをした。

　フォウリー婦人は、手を振って家族同然に付き合いのある少年へと呼びかける。そして、娘の両肩を摑つかまえて、そちらへと押しやった。

「こんにちは、エリーゼおばさん」

　見れば、勝手知ったる足取りで、ヒースクリフ・セイバーヘーゲンが廊下を飄ひよう々ひようと歩いてくる。その足取りはいつもよりも軽いようだ。猫ねこ背ぜになって腰を叩たたきながらという、親父おやじくさい動きも交えているが。両手には膨ふくらんだ布ぬの袋ぶくろを抱かかえている。

「よう、イリーナ。あ、そうそう偶ぐう然ぜんに臨りん時じ収しゆう入にゆうがあったから、特売の食料を夜食に買い込んだんだが、俺様小鳥のように食が細いから、全部食べきれないことが判はん明めいした。というわけで、腐くさらせるという、邪じや悪あくを犯おかしたくないから皆みなでむさぼり食くらうがよかろう」

　イリーナの腕の中にヒースは無む造ぞう作さに、重そうに膨らんだ布袋を放り込んだ。ヒースが両腕で抱えていた布袋を、「おっと」と小さな声を上げながらイリーナが、片かた手てでぶら下げる。

「うわぁ、こんなに！」

　中を覗のぞき込んだイリーナは、思わず声を上げた。

　みっちりと膨らんだ布袋のなかには、たくさんの食料が詰つめ込まれている。野菜や腸ちよう詰づめや卵たまご。塩しお漬づけの保ほ存ぞん食に、調味料、そして穀こく物もつもだ。

「はっはっは、何、感かん謝しやしてくれてかまわないぞ。俺様有ゆう能のうだから、うっかりと臨時収入があったりするのだ」

「そんなに有能なのに、どうして食料の購こう入にゆう量をこんなに間ま違ちがえるんですか？　ヒース兄さん」

　イリーナがまじめに問いかけている。ヒースはさりげなく視し線せんを逸そらした。

「そ、それで、何がちょうどよかったんだ？　おばさん」

　話題を逸らすつもりで、ヒースはエリーゼへと水を向ける。

「この子の荷物をまとめるのを手伝ってやってちょうだい。おじいさまのところに、しばらく預あずけることにしたの、もう、よく食べるから食費がかかって大変なのよー」

　ほんわりと、幾いく分ぶん間ま延のびをした声で、言いながら、ぽんぽんとイリーナの肩を叩く。

「じいさんのところに、いくのか？」

「いきません！」

　ヒースの確かく認にんの言葉に、イリーナはぶんぶんと首を横に振っている。今度こそ被かぶっていたかさの高い帽子が勢いきおいに負けて、廊下に落ちようとして、ヒースに受け止められていた。

「……と、本人は言ってるが？　こいつを腕わん力りよくで言うこと聞かせるのは、ファリス的に包み隠かくさずいうと、超ちよう無理」

　手にした帽子を、そのままイリーナの頭へと返しながら、肩を竦すくめる。エリーゼはにっこりと、中年といってもいい年ねん齢れいとは思えぬ、屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべた。

「あら、ヒースくんは腕力以上に、口が達者でしょう。何とか上う手まく丸め込んで？」

「ああ、それならなんとかなりそうか」

「ヒース兄さん！」

　顎あごを指で擦こすりながら、納なつ得とくしたように頷うなずいているヒースへと、イリーナが抗議の声を上げている。

「本当に、何年か前までからは想そう像ぞうもつかないイイ性せい格かくになって。おばさん、そういう子、大好き。──……おかげで、クリスがいなくなっても、全然寂さびしくないわ」

　ころころと楽しげに笑っていたエリーゼの表ひよう情じように、一いつ瞬しゆん影かげが差して。しかし伏ふせた目はすぐに笑みをたたえ、明るく変わる。

「まあ、とにかくよろしくねえ。……いいじゃない、たまには、キリングと二人だけで新しん婚こん気分を味わわせてくれても」

　まだ、抗こう議ぎをしたそうなイリーナの顔を見て、エリーゼは子こ供どものように唇くちびるを尖とがらせ、一歩下がって部屋の扉とびらを閉しめようとした。

「あの人と、二人っきりで過すごせるなんてこと、滅めつ多たにないんだから。本当に久ひさしぶり……じゃあ、ね、イリーナ」

　弾はずんだ声で言いながら、ひらひらと手を振りながら母親は視線を遮さえぎるように扉を閉めた。

　パタン、と廊ろう下かに小さな音が響ひびく。

　廊下は、それきり静まり返ってしまった。二人の前には、閉とざされた扉が立ちふさがっている。

　イリーナは、しばらく肩かたに担かつぐようにして食料袋を抱えていたが、視線を落としてぽつりと呟つぶやいた。

「……お母さん、顔、白かったです。あんまり丈じよう夫ぶじゃないのに……わたしだって、看かん病びようくらい、できるのに……」

　指の動作で、ヒースはイリーナを誘さそって台所へと歩き出す。イリーナはしばらく静かな部屋の扉を見つめていたが、気を取り直したように幼おさな馴な染じみの兄あに貴き分を追いかけた。腕に荷物を持っているとは思えない軽い足取りだ。

「石皮病ストーンスキンは、伝でん染せんするんだよ」

　歩きながら、ヒースは肩を竦める。コツ、コツ、と二人分の足音が廊下に響いていた。

「え！」

「昨日、ちょっとついでがあったから調べてみたんだけどな。……まあ、幸い伝染力は低いらしいが」

「だったら、お母さんだって……」

　イリーナが足を止めて振ふり返る。

「だからって、おじさんの面めん倒どう見ないわけには行かないだろうが、だから強ごう引いんに、お前を親しん戚せきに預けようとしてるんだろ。おふくろの手伝いを断ことわってるって、俺おれのほうに文もん句くの手紙が来たぞ」

　面倒そうに、ヒースは頭をかいている。その背せ中なかと、扉を見み比くらべて、イリーナはヒースを追いかけて少し早足になった。

「ところでだ、イリーナ」

「はい？」

　しばし、互たがいに足音を響かせていたものの、ヒースは台所の扉に手をかけようとした動きを止め、少しばかり大げさにも見える動作で、ぽんと手を打ち合わせた。

「俺様は、ついに、野望への路みちを歩き始めようと思う」

「は？」

　食料袋ぶくろを頭の上に載のせていたイリーナが、間の抜ぬけた声を発する。

「ふっふっふ……俺様の輝かがやかしい未来にウハウハ大作戦だ」

「えーと、確たしか私し塾じゆくを開いて、女塾を創つくることですか？　言っておきますけど、そんな野望に聖せい堂どうは貸かさないって、お父さん言ってましたよ」

「いや、別にファリス神しん殿でんを会場にするとはいってないんだが。ちょっとは候こう補ほに入っていたが……まあ、それはともかく。将しよう来らいのために、女塾を開くにしても、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの座ざをゲッチュするとしても、必要なものは信用、そしてコネだ」

　ふふふ、と低く笑いながら、ヒースはこぶしを握にぎり締しめて力説した。

「ヒース兄さん。荷物おきたいので、扉開けてください」

「あ、はい」

　イリーナの言葉に慌あわてて、ヒースが台所に通じる扉を開く。道を空あけると、袋の端はしをつっかえさせそうになりながら、イリーナは布袋を中へと運び込こみ、作業台の上に置いた。どすん、と少し大きな音が響く。ファリス神殿の厨ちゆう房ぼうは、時折炊たき出しも行っているため、巨きよ大だいな鍋なべや釜かまがそろい、広さも結けつ構こうある。

　それも、しばらく使っていないようで、うっすらと埃ほこりが積もり始めていた。

「それでだ。その未来のための礎いしずえとして、野望ロードを突つき進むつもりだ。ズバリ、名めい誉よ！　そしてコネ！　何しろ、ここで女塾が開けないようなら、新しい塾を開くための金を借りなければならんし、そのためには信用が必要になるわけだ、わかるな？」

　卵たまごが割われていないかを確かく認にんしていたイリーナが、急に問いかけられて、かくかくと頷うなずく。

「わかってなくとも、わかったふりをしておきます」

「うむ、情なさけないが正直だぞ、イリーナ」

　肩を落としながら、ヒースはそれでも満足げに頷き、話を続ける。

「つまりだ、何をするにしても世の中先立つものが必要だ。そして、それを手に入れるための最短距きよ離りは、尊とうとい労働。そして名誉だ！　名誉という信用があれば、金を借りることもたやすくなる。わかるな？」

「あ、はい。お金を借りられるのは、大事だと思います」

　今度は、イリーナは弾みではなく頷いた。

　キリングが倒たおれた今、収しゆう入にゆうの当てはない。お金があれば、もう少しいい治療師ヒーラーの先生を呼よぶことができるし、できればしたくはないにしても、大きなマイリー神殿の司祭に、治ち療りようのための力を貸してもらえるだろう。本当は、もっと大きなファリス神殿へと運んで、力を貸してもらえるのが一番だが、そのための旅費も馬ば鹿かにならない。

　……お金があれば、お母さんだって、あんな顔色で看かん病びようしなくてすむのに。

　沈しずみそうになった心を叱しつ咤たするように、ぱちっとイリーナは自分の頰ほおを張はった。

「うむ。感じるところがあって、気合が入ったようだな、イリーナ」

　満足そうに頷いているヒースに、イリーナが首を傾かしげる。

「確かに、お金があればいいんですけれど……それで、名誉を得るために、ヒース兄さんは何をするつもりなんですか？」

　ヒースは、再ふたたび腰こしに手を当てて、にたり、と口くち許もとをゆがめた。どうやら不ふ敵てきに笑って見せたつもりのようだった。

　もったいぶったように、何度か頷き、それから声を低めてヒースはイリーナへと打ち明けた。

「冒ぼう険けん者しやだ」

　きょとん、とイリーナの茶色い瞳ひとみが丸くなる。

「冒険者になるんだよ」

　イリーナのぽかんとした表ひよう情じようを見て、もう一度ゆっくりと、嚙かんで含ふくめるようにヒースは一言一言、ゆっくりと口にする。

　冒険者。

　それは、古代帝てい国こく時代の遺い跡せきに潜もぐり、珍めずらしい宝物やアイテムを手に入れることを主な仕事とする、何でも屋のことだ。遺跡潜りだけではなく、依い頼らいされれば揉もめ事の解かい決けつや、護ご衛えい、運うん搬ぱんなどの仕事を託たくされることもあり、腕うでっ節ぷしに自信のある若わか者ものは、一度はあこがれる職しよく業ぎようだろう。しかし、それも一歩間ま違ちがえれば道を踏ふみ外し、単なるならず者と化すことも珍しいことではない。

「ぼうけんしゃ、ですか？」

　ならずものに紙かみ一ひと重えでありながらも、運のよかった一握りの者たちは、輝かしい栄誉を得ることもある。

　このオーファンは、まだ建国三十年程てい度どの新しい国だが、その初代王は冒険者であった。時の王族がすべて殺された中、血に狂くるった竜りゆうに狙ねらわれた愛する王おう妃ひを救うために戦いを挑いどみ、そして勝って王妃と新しい国の王座を手に入れた英えい雄ゆう王に、憧あこがれを持たないものはなかっただろう。

　そういった生きた伝説を体たい現げんする王を頂いただいているために、オーファンに住むものは、他の地ち域いきよりも、冒険者という職業に抵てい抗こうを持っていなかった。

「そう、冒険者だ。お前も一いつ緒しよにやれ、イリーナ。お前の馬鹿力を活いかす仕事は、引ひつ越こし屋以外には冒険者しかない！」

　ヒースの言葉にさらに熱が籠こもる。

「いいか、それに冒険者となって名誉を得れば、お前のこの境きよう遇ぐうからも早く抜ぬけ出せるというものだとは思わんか？　この国で何ゆえ五大神の主神、ファリスへの信しん仰こうが低いのだ？　なぜ、戦せん神しんマイリーの勢せい力りよくが、圧あつ倒とう的なのか？　それは、建国王リジャールの冒険者仲間であった、ジェニ高司祭が、マイリーの神官だったからだ。その竜との戦いの功こう績せきによって、マイリーがこの国の国教となった。そうだな？」

　熱ねつ弁べんに押おされたように、こっくりと再びイリーナは頷いている。

「ならば！　ファリスの威い光こうを示しめすためにも、腐くさっても神官であるお前が率そつ先せんして、正せい義ぎのためにその怪かい力りきを振ふるうのが、道というものではないか？　冒険者となれば、交友関係も広がり信者を増ふやすことができるだろう。小さなことからこつこつと。イリーナ、お前もファリスの正義を実じつ践せんするのだ！　そうすれば信者も増えて、寄き付ふ金も増ぞう額がく間違いなし！」

　吞のみ込まれたように、イリーナの瞳ひとみがキラキラと輝かがやきはじめていた。ヒースはぐっと親指を立てている。

「お父さんも、若い頃ころにはファリスの教えを広めるために、邪じや悪あくと戦ってきました。そして、家出してしまいましたが、クリス兄さんもきっと、どこかで正義のために戦っているはずです」

「うむ。そのとおり。もっとも、お前はエリーゼおばさんやおじさんのことがあるから、旅には出るな。俺も、学院の授じゆ業ぎようがあるから、国内での活動が精せい一いつ杯ぱいだ。一いつ攫かく千金、名めい誉よ獲かく得とく、布ふ教きよう活動！」

「わたしが正義のために戦えば、信者と寄付も集まるっていうことですね！　ヒース兄さん、わたしもやります、ぼうけんしゃ、やります！」

「うむ、さすがだイリーナ。それでこそ我わが妹分、いまファンを賑にぎわせている強ごう盗とう団だんなど捕つかまえることができれば、さらにファリスの信用三倍増といったところだ」

「はい！」

　ヒースが立てた親指を、イリーナはがっしと両手で摑つかんだ。感極きわまってか、ぐぐっと力がはいると、さりげなく手を引こうとしたが、彼女の手はびくともしない。

　額ひたいに一ひと筋すじ、汗あせが流れる。

「でも、冒険者になって、本当にヒース兄さんの野望は叶かなうんですか？」

「もちろんだ」

　手を離はなさせようとしながら、自信たっぷりにヒースは頷うなずいている。

「冒険者というのは女にもてるんだ。同じ学院の学長の息子むすこが、最近冒険者になったらしくてな。それに、めちゃくちゃ金持ちのお嬢じよう様がひっかかったうえに、女だらけのグループでゲヘゲヘハーレム状じよう態たいだそうだ。俺様も、そんな生活が送りたい！　それに……」

　力の入った言葉に、ちょっとイリーナの瞳ひとみがうつろになった。

「それに？」

　折せつ角かくハーフェン導どう師しの許きよ可かが取れたのだ。学院のアホ貴き族ぞく子し弟ていの課題を肩かた代がわりして、徹てつ夜やで小金を稼かせぐより、冒険者のほうがはるかに気分よく金が入るはずだ。ヒースは、その言葉を喉のど元もとで吞み込んだ。イリーナの頭越ごしに、たっぷりと中身の詰つまった食料袋ぶくろが目に入る。

「……いや、なんでもないぞ！　そんな素す敵てき冒険者ライフが送れるなら、女おんな塾じゆくなどどうでもいいと思っただけだ！」

「そうですか」

　明るくヒースが首を横に振ると、にっこりとイリーナが笑った。無邪気な、太陽のような笑え顔がおだ。しっかりと、彼の手を握にぎったまま、その両手に何気なく、力をこめる。

「天てん誅ちゆう」

　ごきょ。

　ぶっちゃけすぎた男の悲鳴が、ファリス神しん殿でんの厨ちゆう房ぼうから響ひびき渡わたった。
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「それで、冒険者になるためにはどうすればいいんですか？　遺い跡せきを探さがせばいいんですか？　でも、そんなのどこにあるんでしょう」

　街を歩きながら、イリーナはヒースを振り返った。

　神官用の白い服を脱ぬいで、普ふ段だんから被かぶっている神官帽ぼうはそのままではあるものの、イリーナは今、紅あかい色合いの革鎧レザー・アーマーを身に着けている。腰こしには長い剣けんを帯び、それが歩くたびに、カチャカチャと音をたてていた。彼女は幼おさない頃から、神官戦士としての修しゆ行ぎようを積んでいるが、身に着けた鎧よろいは真新しい。

　魔術師の杖メイジ・スタツフを小こ脇わきに抱かかえて、痛いたむ腕うでをさすりながら、涙なみだ目めのヒースが、イリーナについてくる。いや、ついてくるというよりも、本来はヒースが先にたっているのだろう、次を右、と時折道順に支し持じを与あたえていた。

「……あほ。自分で適てき当とうに歩き回って、簡かん単たんに遺跡が見つかるか。……まあ、賢けん者じやの学院の資し料りようを見れば、いくつか見つかるかもしれんが……おっと、そこだ」

　イリーナの歩みを止めさせたのは、一軒けんの酒場の前だ。

　店先に、青い鳥の形を模もした看かん板ばんが掛かかっている。

　この大陸でもポピュラーな造つくりの、一階が食堂兼けん酒場となり、二階が宿屋となっている店だった。中からは賑やかな声が聞こえ、香こうばしい料理の匂においも漂ただよってくる。

「《青い、小こ鳩ばと亭てい》……？」

　首を傾かしげ、斜ななめな視し線せんのままで、看板の文字を読みとった。

「そう、冒険者の店だ。この宿に、冒険者たちに頼たのみたいっていう依い頼らいがわんさと持ち込こまれる。ばらばらで旅をしている冒険者の集まってくる拠きよ点てん、みたいなもんだな」

　深く頷き、適当な説明をすると、ヒースはちょいと人差し指でイリーナを呼よびながら中へと入っていく。そのあとから、跳はねるような足取りで今度はイリーナが、幼おさな馴な染じみの背せ中なかを追いかける。

「……うわぁ」

　店の中は空気の温度が、違ちがう気がした。

　ふわっと吹ふき付けてくる、熱気……活気というべきだろうか？　そういった風のような空気の渦うず巻まきが店の中を駆かけ巡めぐっているようだ。

　テーブルを囲んで、エールを満たした杯さかずきをぶつけ合わせている、ぼろぼろの革鎧レザー・アーマーの男たち。神官服を着て、慎つつましくジョッキを傾かたむけている、大地母神マーファの印を胸むな元もとに揺ゆらす神官。赤い房ふさ飾かざりをつけた兜かぶとを小脇に抱えたままで、大人しく飲んでいる小こ柄がらな鎧よろい姿すがたもある。そのテーブルの合間を、大柄なおばさんが汗あせをかきながら皿を運んでいた。

　店の片かた側がわに、ずらっと張はり紙がしてあるのが見える。

　初めての店の雰ふん囲い気きに吞のまれたように入り口で立ち尽つくしていたイリーナをよそに、ヒースは店の奥おくにしつらえられたカウンターへと近づいていく。カウンターにはよく焼けた肌はだに、気き難むずかしそうな表ひよう情じようの男が立っていた。店主だろうかと、イリーナは適当に推すい測そくをして、慌あわてて、兄の背中を追いかけた。

　カウンターには、先客がいる。

　小柄な、イリーナと変わらない年とし頃ごろの少年に見えた。動きやすそうな、薄うすい鎧を身に着けて、後ろからではよく見えないが額ひたい当あてをつけているようだ。そして腰には、小さな短剣を下げていた。

　何やら話をしているらしいその少年に、ちっと小さな舌した打うちをしながら、そのカウンターの傍そばでヒースは店主の身体からだが空くのを待つことにした。

「冒険者ください」

　カウンターから少年のものらしき声が響き渡る。それを一番間近で聞いている、店主の難しい顔にさらに眉み間けんに皺しわが刻きざまれた。

「……依頼しにきたのか、坊ぼう主ず」

「ううん。冒ぼう険けん者しやになろうと思ってきたんだ」

　屈くつ託たくのない少年の声が、イリーナたちのところまで響いてきている。

「わたしたちと、同じです。ヒース兄さん」

「そうだな」

　お互たがい以外で初めて目にする、冒険者希望者に、イリーナは興きよう味み津しん々しんでやりとりの様子を窺うかがっている。

「……それで、なんで『冒険者ください』になるのかがわからんのだが」

「だって、冒険者って、徒と党とうを組むんでしょ？」

「……ああ、そういう意味か」

　カウンターの主人が、重々しく頷うなずいた。

「でも、ボク、団だん体たい行動苦手なんだよね。適当に自由にやらせてくれて、おいしい仕事にありつけそうな人たち紹しよう介かいしてよ」

「その条じよう件けんを、店の客に触ふれて回って、吞のんでくれる相手を探さがすんだな。まあ、がんばってこい」

　カウンターの店主は、少年を適てき当とうにあしらい、新たな料理を運び出すために奥の厨ちゆう房ぼうへと引っこもうとした。

「えー！　なんで！　ここって、冒険者斡あつ旋せん所でしょ？」

　思いがけず身軽な動きで、ひょいとカウンターに乗り上げて少年は店主の前掛けを摑つかむ。

「そう、冒険者の斡旋をしている。怠なまけ者の斡旋所じゃないな」

　そっけなく言いおき、かまわず奥に引っこもうとした店主に引きずられ、少年の身体が向こう側に落ちそうになる。

「うわわわわっ……っと、あれ？」

　カウンターの内側に顔面から落ちそうになった少年の動きが、ぴたりと途と中ちゆうで止まっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　背はい後ごから聞こえる少女の声に、少年が振ふり返る。少年の背中の服をむんずと片手で摑み、その身体を支ささえている、赤い鎧のイリーナの姿に一いつ瞬しゆん黒い瞳ひとみがきょとんと丸くなる。つんつんとした黒い前まえ髪がみを立てて、額当てで押おさえ、黒い、吊つり眼めがちの悪戯いたずらっぽい目が印象的な、十五、六歳さいの少年だった。

「あーびっくりした。ありがと」

　緊きん張ちよう感のない、全開の笑え顔がおを返されて、つられたようにイリーナも笑い返した。

「どういたしまして」

「すごく力持ちだねえ。ボク、片手で支えられたの初めてだよ。あ、ボクはノリス。ノリス・ウェストイック」

「鍛きたえてますから！　わたしはイリーナ・フォウリーです」

　お互いにのんきに自じ己こ紹介をしながら、自じ慢まんげにイリーナが胸むねを張る。幼おさない頃から、イリーナの力の強さは大人顔負けだった。神官戦士としての訓練の成果もそれに加わり、目を瞠みはるほどのものになっている。イリーナは小柄ではないが、さりとてそう大柄ではない。一見、年相そう応おうに健康的な普ふ通つうの少女にしか見えないのだ。

「……そうか、冒険者よりも手っ取り早く、大道芸で、イリーナに力ちから技わざをやらせるという手があったんだな」

　それに思い至いたったヒースから、しみじみとした言葉が零こぼれ落ちた。

「何だ、今日は新顔が多いな。お前たちも、新米か？」

　カウンターから、料理の皿を抱かかえてきた店主が、今度はイリーナとヒースへと注意を向ける。ヒースが堂々と胸を張った。

「いや、違ちがう。ベテラン冒険者様だ」

「はい、そうです。今日から冒険者になります！」

　二人の声がハモる。じろじろと、幾いく分ぶん無ぶ遠えん慮りよな鋭するどい視し線せんが、二人の顔つき、武ぶ器きの具合、鎧よろいを順番に見て、ゆっくりと頷いた。太くがさついて見える親指を、くいとイリーナへと向け、ヒースへは覗のぞき込むような表ひよう情じようを向ける。

「……と、こっちのお嬢じようちゃんは言ってるが？」

「うむ。俺おれ様の計算から、あと三年もたてば、どこから見ても立りつ派ぱなベテラン冒険者になるはずなんだが」

「今現げん在ざいは、新米と」

　悪びれないヒースに対しても、店主はそっけない。どうやら、また店に現あらわれた新しい客へと一瞬視線を向けて、それから女将おかみらしい大おお柄がらな女じよ性せいへと何か言葉を掛かけている。それから視線を戻もどし、ヒースが脇わきに挟はさむようにして抱えていた杖つえに気付いたようだった。

「お前さん、魔術師ソーサラーか」

「おっと、ばれてしまったか。見み破やぶられてしまったからには、しょうがない。きりきりと俺様の深遠なる技を、活いかせる仕事を紹介したまえ主人」

　顎あごに手を当て、ヒースは低い声で格かつ好こうをつけた。しっかりと杖を握にぎり締しめ、見せびらかそうとして手に痛いたみが走ったらしく「げう」と、奇き妙みような声を漏もらした。

「イリーナ、女おんな塾じゆくの野望は一時凍とう結けつするので、手を治してくれなさい」

「あ、はい」

　珍めずらしげに店の様子を見回していたイリーナが、呼よびかけられて慌あわてて振り向いた。あまり目にすることのない店の様子が珍しかったらしい。傍そばで話していたノリスの姿すがたはいつの間にかなくなっている。

「〝ファリスよ、慈じ悲ひ深き御み業わざを、与あたえたまえ〟」

　イリーナは腫はれ上がったヒースの手に、自分の手をかざし、至し高こう神しんファリスへと祈いのりを捧ささげた。ほんのりと暖あたたかい熱がヒースの手を包み込み、見る間に、彼の手の腫れは治おさまっていく。

『神聖魔法ホーリイプレイ』と呼よばれる魔ま術じゆつだ。

　神の声を聞く者に、神は奇き跡せきの力の一いつ端たんを託たくしてくれる。それを体たい現げんしたのが神官の使う神聖魔法ホーリイプレイである。

「ほほう。神官戦士と、魔術師ソーサラーか。それなら引く手あまただろう、魔術師ソーサラーは特に数が少ないからな」

　店主はゆっくりと頷うなずいた。視線が彷徨さまようようにして、少し心配そうに先ほどの少年を探さがしたようだが見つけられなかったらしく、何も言わずに首を横に振る。

「ふふ、聞いたかイリーナ。俺様の優ゆう秀しゆうさ、希少さを」

　大得意の様子で鼻高々に胸を張はっている兄あに貴き分をおいて、イリーナは一歩進みだし店主へとすがるような視線を向けた。

「わたし、どうしてもお金が必要なんです。冒ぼう険けん者しやになりにきました。できれば、正せい義ぎを守れる仕事をさせてください」

　一気に言いきって、深々と頭を下げる。その拍ひよう子しに、鎧と腰こしの剣けんがぶつかり合い、がちゃんと大きな音を立てた。

　その音に、さっき店に入ってきたばかりの、薄うす汚よごれた娘むすめが視線を向ける。その汚れように、給きゆう仕じの仕事をしていた大柄な女将が、顔を拭ふくようにと湯につけて絞しぼった布を用意したり、なにくれとなく世話を焼いていた。大体二は十た歳ち前後だろうか。しかし、その予想はあてにならない。乱みだれた金色の髪かみの間からは、つんと尖とがった耳が覗のぞいている。どうやら、彼女は年ねん齢れいの推すい測そくが難しいハーフエルフだ。

　顔を拭きながら、彼女はやはりこういう店が珍しいのだろうか、周囲の様子を窺うかがっているようだった。

　どうも、立て続けに新人ばかり、しかも少々風変わりなものばかりが集まってきたと、店主は頭を抱かかえているようだ。

「冒険者ってモンが、どういうものなのかわかってるかい？」

　眉み間けんの皺しわをさらに深くしながら、店主は乾かわいた声で口にする。

「完全にわかっているとは言いがたいですが、困こまった人を助ける職しよく業ぎようです」

「……ま、いいか。おおい、ガルガドー！」

　しばし、渋しぶい顔をしていた店主が、テーブルの一角でエールを呷あおっていたずんぐりむっくりの姿へと、声を掛かけた。一いつ拍ぱく遅おくれて、その後姿が振ふり返る。髭ひげをきっちりと整え、刈かり込こんだドワーフだ。がっちりとした、やや小柄の体型に、強い筋きん力りよくと意い志しを持っているといわれている。

　ガルガドと呼ばれたドワーフは、一度エールのジョッキをテーブルに置くと、兜かぶとを手にして席を立ち、近づいてきた。

「呼ばれたようだが……」

　黒い瞳ひとみに黒い髪、浅黒い肌はだ。身長はイリーナよりも頭一個こ分以上低い位置にある。声は低いが張りがあり、見た目よりも若わかいのかもしれないと、イリーナは感じた。胸むねには、戦せん神しんマイリーの聖せい印いんが揺ゆれており、しっかりとした鎧の装そう備びを見れば、神官戦士なのだろうと察しがつく。

「お前さん、何かいい仕事はないかといっていたな。自分を鍛きたえるためにと」

　店主の問いかけに、ゆっくりとドワーフは頷いた。

「うむ。神しん殿でんの仕事以外のことも、始めてみるようにと勧すすめがあっての。神殿の勤つとめをおろそかにするつもりはない、が……何か己おのれの戦いを探さがしてみるのもいいかと思ったんだがの」

　戦神マイリーの教きよう義ぎは、戦いである。人生を戦いになぞらえ、正面から挑いどみ、勝利することを教えていた。同じ五大神の神官という気安さからか、カウンターの傍にいたイリーナへと、ドワーフは何気なく目礼する。

「じゃあ、ちょうどいい仕事がある。ちょいと、この連中と一いつ緒しよに組んでみたらどうだ？」

　店主は努めて、陽気な声でイリーナとヒースの二人を掌てのひらで示しめし、ガルガドへと窺う視し線せんを向ける。

「期き限げん付きの護ご衛えいの仕事だ。どうだい？」

　ガルガドと呼ばれたドワーフの黒い瞳が、じっとヒースとイリーナへと注がれた。どうやら、店主とはすでに顔なじみの冒険者らしく、うろんげに年若い二人を見回して、もう一度店主をカウンター越ごしに見上げる。

「……押おし付けた、かの？」







[image: ]







「戦いの神の司祭様が、試練から逃にげちゃいけないねえ」

　むっつりとしていた店主が、はじめて不器用な笑えみを浮うかべた。片かた目めをつぶろうとしたのだろうが、両目が瞑つぶられてしまっている。

「お前さんたちもどうだ？　このガルガドに色々と教えてもらえ」

　ヒースとイリーナに、確かく認にんするよう店主は振り返る。ぱっと、イリーナは表ひよう情じようを輝かがやかせ、ヒースは不ふ敵てきな笑みを浮かべて応こたえた。

「はい！　よろしくお願いします！　ガルガドさんですね！　わたしはイリーナ・フォウリーと申します」

「ふふふ……まあ、俺様には役不足かもしれんが、どうしてもというのなら、野望の手始めとして手伝ってやっても……って、おーい、聞いてクレー」

　早さつ速そく、依い頼らいの詳くわしい内ない容ようを聞こうと店主へと身を乗り出すイリーナとドワーフの背はい後ごで、ヒースが少々寂さびしそうに声を掛かけるものの、反はん応のうがないと見るや、自分もと二人に倣ならって、カウンターに乗り出した。
















第三章　偶ぐう然ぜんでも最悪な少年










《青い小こ鳩ばと亭てい》から勧すすめられたのは、護ご衛えいの仕事だった。

　より正確には、モンスター退たい治じを主とした護衛である。

　どうやら期限付きの仕事ということで、詳しい依頼内容を聞くため、イリーナたちは街を横切り仕事場となる場所へと向かっていた。

「金持ちのお嬢じよう様のご旅行を護衛するとかか？」

「その場合は、もっと信用のできる人間にやらせると思うがの」

　ヒースに答えるのは、酒場で紹しよう介かいされた、ドワーフのガルガドだ。

「ファンの下水路拡かく張ちよう工こう事じの護衛だ」

　オーファンの、王都ファンには旧きゆう王国時代からのものである下水道設せつ備びが充じゆう実じつしていた。リジャール王の治世のもと、ますます発はつ展てんしていく街はそれに従したがい人を増ふやしていく。そのため、居きよ住じゆう区くの確かく保ほや、清せい潔けつな生活の維い持じには、かなり重点をおかれている。

「使った後の生活用水を、街の外へと流す水路を、新たに掘ほるそうだの」

「そこで、何な故ぜ護衛が必要なんですか？」

　イリーナが歩きながら首を傾かしげた。一度ファンの南の大通りに出て、街の北東へと向かう。大通りには様々な商店が軒のきを連ね、少しでも客の目を惹ひこうと競きそい合っていた。武ぶ器き屋の前を通りかかれば、自然とイリーナの目は、ぴかぴかとした鎧よろいや、剣けんを追ってしまい、前を歩くガルガドに蹴けつまずきそうになる。

「わ……っとと、すいません、ガルガドさん」

「いや、構かまわんよ。もう少し前を見て歩いてくれればの」

　ちょうどよいところにあった兜かぶとに手をつかれて、転びかけたイリーナを支ささえることになり、ドワーフは少々憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべていた。ドワーフの背せ丈たけは、人間よりもはるかに低い。

「で、何で護衛が必要なのかという話だが」

　歪ゆがんだ兜の角度を直しながら、何事もなかったかのように、ガルガドは続ける。

「はい」

「どうやら、地下水路にはしばしばモンスターが現あらわれるらしい。いや、モンスターというよりも、凶きよう暴ぼう化かした動物に近いものだが、それとて働く側としては十分な脅きよう威いだの」

「それで、護衛が必要なのか」

　ふぅん、とヒースは鼻を鳴らした。腕うでを組んで、考えこむように空を見上げる。

「あとは、監かん督とく的なことをして欲ほしいとある」

「わかりました。土木工事については、なんら詳くわしいことを知りませんが、望まれれば喜んでお手伝いをします！」

　イリーナは、ぐっとこぶしを握にぎっている。

「いや、それは本ほん職しよくの監督がおるじゃろ。わしらの監督というのは、脱だつ走そう防ぼう止しのようなもんだそうだの」

　ガルガドが、勢いきおいこむ少女を宥なだめるように、その背せを軽く叩たたいた。みっちりとした、服の上からでもはっきりとわかる鍛きたえた肉付きが伝わってくる。外見からはとても考えられない手ごたえに、ドワーフの神官は、首を微び妙みように斜ななめに傾かたむけた。

「……イリーナ、といったの。お前さん、どの程てい度ど鍛えとるんだ？」

「いっぱい鍛えています！　朝から晩ばんまでしっかりと！　でないと蔓延はびこる邪じや悪あくを成せい敗ばいできません」

　きっぱりと自じ慢まんげに言いながら、少女は軽く力ちから瘤こぶを示しめそうとする。さして、浮うき上がっているようには見えないのに、みしっと何かが軋きしむような気配がして、ガルガドは妙なものを見るように、眉み間けんに皺しわを入れた。

「おーい。あんたたち、《青い小鳩亭》から紹介されてきた、冒ぼう険けん者しやですかい？」

　ガラガラとした銅ど鑼ら声が、往おう来らいに響ひびき渡わたる。その声に、何人か関係のない人々が振ふり返ったほどだ。振り返れば、そこには背の低い、がっちりとした中年男が、荷車を引く馬の手た綱づなを取りながら歩いてきていた。

「わざわざ現げん場ばまで呼よびつけちまって、すまないねぇ。本来は、こっちから出向いて詳くわしい契けい約やくをしなくちゃならんのでしょうが、ちょいと納のう期きが厳きびしくてよ」

　馬の牽けん引いんに少々苦労しながら、男がイリーナたちのほうへと近づいてくる。

「俺おれは工事のまとめ役を任まかされてる、サンザってもんでさあ。よろしく頼たのみますよ」

　分ぶ厚あつい掌てのひらが握あく手しゆを求めて差し出された。イリーナとヒース、そしてガルガドは一いつ瞬しゆんだけ互たがいに目を見み交かわしてから、順にその手を握る。

「よく俺たちが、雇やとわれた冒険者だってわかったな」

　ヒースが不思議そうに、サンザと名乗る男の握手に応こたえながら問いかける。

「ああ、そりゃあ《小鳩亭》のほうから先に聞いてたんで。俺は朝はあの店の前を通って仕事場に行くんで、主人夫ふう婦ふとは顔なじみなんすよ。『今日の昼ぐらいに、お望みの冒険者が訪たずねていくはずだ。ファリスとマイリーの神官戦士だから、ちょっとばかり若わかいが信用できるだろう』ってね」

　自分のことは？　と問いたげに、ヒースが自分のことをこっそりと指差していたが、サンザは特に言葉を添そえる様子はない。

　イリーナが、珍めずらしそうにサンザの引いてきた荷馬車へと視し線せんを向ける。運ばれているのは、積み上げられた煉れん瓦がだ。サンザの荷馬車の後ろには、同じ荷車がもう一台停とまっている。ただし、こちらには馬は繫つながれていない。その代わり、ずいぶんとくたびれた衣服を着た男たちが二人荷車を引き、そして、もう二人が後ろで押おす手伝いをしていた。

　サンザが冒険者たちと立ち話をしているので一休み、といったところなのだろうか。荷車を引いていた二人のうちの一人は、ひどく若い。よくみれば、イリーナとあまり変わらない年とし頃ごろの少年だ。

　黒い髪かみに、よく日に焼けて浅黒い肌はだ。どことなく暗い紫むらさきの瞳ひとみをしている。視線に気付いたのか、睨にらむような視線が一度イリーナを捉とらえて、すぐにふいっと逸そらされた。

　彼らは一体、とサンザに問いかけようとしたところ、ほどなくイリーナの耳に、彼らの話が飛び込こんでくる。

「強きよう制せい労働の人員ですよ、彼らは。喧けん嘩かで人を傷きずつけたり、盗ぬすみの常じよう習しゆう犯はんだったりね。こうやって科かせられた日数、国からの労働力として奉ほう仕しすることが義ぎ務む付けられた連中でさ。連中が、 きっちりと働いてるか、 サボって逃にげださねえかってのも、見み張はっててくだせえ」

　どうやら、ガルガドやヒースへと答えているらしい、ちょうど同じように後ろの荷車の様子が気になっていたようだ。

「何しろ、街のなかを掘ほり進んでるわけだから、なるべく短い期間で仕事を終えなきゃなんねえってのに、なかなか進まねんすよ」
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　さあ、行くか。とサンザが後ろの荷車へと合図をする。ガタンと音がして、後ろの荷車が前の荷馬車を追うようにゆっくりと進みはじめた。

　イリーナたちも、それに合わせて歩みを取り戻もどす。

「しかし、そういった奉仕労働の見張りは、大たい抵てい国からの警けい備び隊がするものではなかったかの」

「ああ、普ふ通つうはそうなんですがねえ」

　後ろの荷車の様子を確かく認にんしながら、サンザはガルガドの問いかけに頷うなずいている。

「近頃、ファンの街に出しゆつ没ぼつしてる強ごう盗とう団だんのほうの警けい戒かいに出ちまってて、こっちに人手が回ってこねえんですよ」

　サンザの視線を何気なく追って、荷車を押す人たちの様子を見ていたイリーナが、少し歩みを速めて、ヒースの隣となりまで追いついた。

「強盗団？　っていうと、ファンの大きいお屋や敷しきを狙ねらって、金目のものをごっそりと持っていっちゃう？」

「そういや、俺も噂うわさを聞いたな」

　イリーナの隣で、ヒースも自分の顎あごをこすっている。

「門番や見張りが眠ねむらされてることが多いってんで、魔術師ソーサラーがいる可か能のう性せいが高いらしくてな。学院のほうに、最近不ふ審しんな夜間外出してる生徒はいないかって、警備隊が話を聞きに来たらしい」

　そういった形で、古代語魔ま法ほうが使用されていることが明るみに出れば、また世間から魔術師ソーサラーが白い目で見られかねない。そう言って、嘆なげいていた導どう師したちの様子を横目に見たことを思い出し、ヒースは眉み間けんに皺しわを寄よせた。そのことに気付くと、それを揉もみ解ほぐしながら一転陽気な声に変えて。

「ま、俺様は、魔術師ソーサラーなんざ、畏おそれられてナンボだと思うんだがな」

「それはお前さんだけじゃないのか」

　大げさに肩かたを竦すくめているヒースを振ふり返りもせず、ガルガドが言葉を挟はさんだ。

　やがて、二台の荷車と、三人の冒ぼう険けん者しやは、住じゆう宅たく地ちのはずれへと進んでいく。王都ファンの中心には勇者の丘おかと呼ばれるなだらかな丘きゆう陵りよう地ちがあり、そこには一ひと際きわ立りつ派ぱなシーダー城じようがそびえ立っていた。勇者の丘を取り巻まくようにして、貴き族ぞくや富ふ豪ごうの、広い屋敷が多く、それから離はなれるほど一いつ般ぱん人の店や住宅が軒のきを連ねるようになっている。そして、一番外側の、ファンの外がい壁へきに張り付くようにして、貧まずしい者たちがひしめく裏うら街まちが存そん在ざいしていた。

　彼らが進んでいくのは、その裏街にも近い場所だ。簡かん単たんな木組みで囲いを作り、住宅地の一角を占せん拠きよして工事を進めているらしい。サンザの案内によって、囲いの中へと招まねかれていくと、どうやら仕事をしているらしき男たちが、何人か小休止を取っていた。

　サンザの姿すがたを見ると、少しバツ悪そうにのそのそと立ち上がり、仕事へと戻ろうする。

「ここが、俺たちの仕事場だ。ここから、地下に裏街のほうへと掘り進んでるんだが、さっきも言ったとおり、警備兵がごっそりと強盗団の警備に引っこ抜ぬかれちまって、色んな警戒がスカスカの状じよう態たいだ。よろしく頼たのむぜ、冒険者さんたちよ」

　サンザが、にかっと白い歯を剝むき出して笑う。

「期間は十日。なんとか、その日までに俺たちも工事を終わらしてしまわねえと、お飯まんまの食いあげでしてね。俺たちも国から報ほう酬しゆうを減へらされちまうんですよ。あんたたちに頼む仕事は、その日までに工事が潤じゆん滑かつに行えるよう、護ご衛えい……ってことになるのかね。時々巨きよ大だいなねずみやこうもりが出てきて、仕事が中ちゆう断だんされることも少なくねえんで」

　あと、とちらりと仕事を始める男たちを横よこ眼めで見ながら、茶ちや目めっ気けめかして、少し声を低めた。

「特に、腕うで輪わをしてる奴やつらが、逃げ出したりサボったりしないように、見張っといてくだせえよ」

　からからとやはりよく響ひびく銅ど鑼ら声で笑いながら、サンザは自分を呼よぶドワーフの声に応こたえて、そちらへときびすを返していった。

「おい！　報酬は⁉　どーんと一万ガメルか⁉」

「冗じよう談だんいいなさんな！」

　ヒースの言葉に、慌あわてたようにサンザが足を止めて振り返る。

「全員まとめて、成功報酬で二千ガメル！　前金の四百は用意してあるんで！」

「お仕事が終わる前に、お金を払はらってもらえるんですか？」

　イリーナが目を丸くした。一度戻ってきたサンザが、ガルガドの手の中に皮かわ袋ぶくろを落とす。ちゃりんと、銀貨の触ふれ合う涼すずしい音が、中から聞こえてきた。

「ああ。大抵の場合は、前まえ渡わたしで二割わりほどもらえるの。どうする、そういった条じよう件けんで、この仕事を引き受けるかの？」

　中身を確かく認にんして頷いたガルガドが、新米冒険者たちを見上げる。

「がんばります！」

「ま、俺様の最初の一歩が下水というのは、何となく冴さえんが……小さなことからコツコツとな」

　元気いっぱいに挙手をする少女とは対照的に、ヒースは無む駄だに不ふ敵てきに笑った。







　初めての経けい験けんに、イリーナは目を輝かがやかせて、工事現げん場ばを歩き回っている。工事現場から助けを求められれば、すぐに駆かけつけられるよう、掘ほり進んでいる場所からなるべく離はなれないようにしつつ、珍めずらしそうに茶色の瞳ひとみを輝かせている。

「ねえ、その腕についてるのは、何なんですか？」

　イリーナが声をかけたのは、ここにくる途と中ちゆうで荷車を引いていた少年だった。自分に向けての声とは思わなかったのだろう。少年は無む反はん応のうのままで、荷車から機械的な動きで、煉れん瓦がを降おろしていく。

「その腕についているのは、何ですか？」

　無む視しをされていると思ったのか、イリーナは煉瓦を降ろす少年の腕を、がしっと摑つかんで動きを止めた。初めて、少年の目が丸くなってイリーナを映うつす。

「……オレか？」

　少し掠かすれた、低い声だ。眦まなじりが細く、丸くなっていても十分に鋭するどくイリーナを見返している。イリーナの捕つかまえた左腕には、継つぎ目のない金きん属ぞくの輪が嵌はめられており、一部には小さな出でっ張ぱりが刻きざまれている。装そう身しん具ぐにしては無ぶ骨こつすぎ、ここで働いているものたちの半分ほどが、それを身に着けていた。

「そうです」

「お前……サンザの親父おやじに雇やとわれた冒ぼう険けん者しやだろ」

「そうです。よろしくお願いします。色々教えてください」

　イリーナは笑え顔がおで挨あい拶さつを返した。少年はそれに目を眇すがめるように反応しただけだ。

「仕事が順調に運ぶように雇われたヤツが、仕事の手止めさせてどうすんだよ」

　そっけなく言い捨すてて、左腕を払はらおうとした。振ふり切って仕事に戻もどろうとしたのだろう。しかし。

　左腕が万力で固定されているかのように、動かない。

「…………？」

「説明に時間を食うものなんですか？　だったら、諦あきらめます」

　がっちりとして振り払えない腕を、少年はその間、二度三度、払おうとして力を込めていたようだが、動かない。イリーナはそれにも気を止めずに、しょんぼりと肩かたを落とした。

「じゃあ、名前。名前、教えてください、これなら一言ですみますよ？　本当は、どんなモンスターが出るかとか、サンザさんに詳くわしく聞き損そこねたことを、色々と伺うかがおうと思っていたんですけど……後でで、かまわないです」

　ぱっと表ひよう情じようを輝かせてイリーナが再ふたたび顔を上げたときには、少年は七度目の振り払いチャレンジに突とつ入にゆうしているところだった。

「おっさん！　こいつ何とかしてくれ！」

　どうやら無駄だと悟さとったらしい少年は、近づいてくるドワーフへとほとんど悲鳴のような声を上げる。その様子を見ていたガルガドが、わずかに苦く笑しようしてイリーナの背せ中なかをぽんと軽く叩たたいた。

「……その銅どうの輪は、強きよう制せい労働用の印だ、イリーナ。見たことがなかったかの？」

　ガルガドの説明に気を取られたイリーナの手が緩ゆるみ、少年は転がるように今度こそ手を振り解ほどいた。

「見たことありませんでした……」

「罪ざい人にんの印付けて、ファリス神しん殿でんなんかにいけるかよ！　だから見たことがねえんだろ、さもありなんだ」

　皮肉げな口調で言いながら、少年は手押し車に積みなおした煉瓦を運んで、その場から立ち去ろうとする。ゴトゴトと、車輪の音が響いていた。

　ガルガドが、腕うで輪わを示しめすようにして自分の太い手首を指し示す。

「あの輪は、印章のような窪くぼみがついていての。強制労働の罰ばつを喰くらった者は、きっちりと決められた日数分の労働を果たすまで、あれを付けておかねばならんという決まりだの。一日労働が終われば、その窪みにインクを付けて、監かん視しに当たる人間の扱あつかっている──この場合は、サンザになるかの──書類に、印を押すんじゃ」

「それが、強制労働を一日済すませた証あかしか」

　いつの間にか近くに来ていたヒースが、ガルガドの兜かぶとに肘ひじを置きながら頷うなずいている。うるさそうに首を振りながらガルガドはそれを払っている。

「そう。規き定てい日数分をきっちりと勤つとめ上げれば、腕輪は外してもらえる。熔よう接せつされとるからの、錠じよう前まえ破やぶりの腕では外れんよ。付けるときと外すときに、火傷やけどをするのがかなわん」

「詳しいな」

「まあ、わしも、昔はやんちゃだったということだの」

「強制労働喰らうくらいにか！」

　堅かた物ぶつそうなドワーフのマイリー神官を、上から下まで無ぶ遠えん慮りよに眺ながめて、ヒースは意外そうな声を出す。イリーナも、ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返していた。

「強制労働にも、ピンからキリまで種類があるからの。時間外には家に帰ることを許ゆるされる、罪つみの軽いものもいるし、それが重くなれば牢ろう屋やに返される。もっとも、そういった連中は、もっと厳げん重じゆうに見み張はられて、鉱こう山ざんなどの脱だつ走そうしにくい、厳きびしい環かん境きように置かれるのが普ふ通つうだがの」

　ここで労働を科せられているのは、喧けん嘩かやかっぱらいなど比ひ較かく的軽い刑けい罰ばつのものだろうと、ドワーフは働くものたちの背せ中なかを見ながら頷いている。

「腕輪をしていないのは、普通にこういった工事を仕事にしてる人たちですね？」

「そういうことだ」

　のんびりと頷き、ガルガドはゆっくりと歩き出す。指先でちょいちょいと、新米冒ぼう険けん者しやたちを呼よびつけて、現げん場ばの近いところへと連れて行こうとする。イリーナは少し足を速めて、ドワーフの隣となりに並ならんだ。

「王都は、旧きゆうファン時代から続いているだけに、街まち並なみも古い。下手に掘ほると、厄やつ介かいなものを掘り当てることも多いそうだからの、ちゃんと気を張れよ？」

「はい！　任まかせてください」

　びしっとイリーナが敬けい礼れいをする。

　もっとも、その日はイリーナの気合が伝わったのか。何事もなく一日が終わった。







「今日は、もう終わりですか？」

　地下からぞろぞろと上がってくる工夫たちの中にサンザを見つけて、何となく煉れん瓦がを運ぶ手伝いをしていた少女が元気よく声をかけた。

　すでに作業をするために篝かがり火びが必要になっており、作業員の顔にも疲つかれが見え始めている。地中を掘り進めていた男たちは、外の新しん鮮せんな空気を吸すいこんで、生き返ったと口々に叫さけんでいた。

「おう、今日は終わりだな。また明日も頼たのむぜ」

　サンザは若わかい冒険者の少女を見ると、機き嫌げんよく頷いてみせる。いつの間にか敬語が剝はがれ落ちているが、それも親愛の証かもしれないと思えば、くすぐったくも嬉うれしい。しかし、そのサンザはふと難むずかしげな表情を浮うかべて、眉まゆを顰ひそめた。

「もしかすると、最後の数日は夜を徹てつすることになるかも知れねえからな、そんときゃ頼むぜ」

「思い通りに進んどらんということかの？」

「まあ、早い話がそういうことだ。人員を補ほ充じゆうしてもらうのも手だが……いや、まあ、これはあんたたちに愚ぐ痴ちってもしょうがないことだな」

　難しい顔で顎あごを撫なでていたサンザが、慌あわてて表情に笑えみを取り戻もどした。気持ちを切り替かえるように、ぱん、と両手を威い勢せい良く打ち合わせた。

「今日はお疲れさんっした。また明日頼みますぜ」

　思い出したように丁てい寧ねいに言って、サンザは踵きびすを返し、仕事のためのテントへとどたばたと走っていく。そこには、腕うで輪わをした男たちが群むらがっており、責せき任にん者しやであるサンザは彼ら一人一人の名前を呼びながら、一枚まい一枚羊皮紙にインクをつけた腕輪の意い匠しようを押おさせていく。

「フェルツ、後十日だな。しっかりと働けよ。サボらずに来れば、ここの仕事場でお役ごめんだ」

　サンザの声に送られるようにして、人ごみの輪から出てきたのは、イリーナが声をかけた少年だった。ひょいと肩かたを竦すくめながら、振ふり返りもせずにサンザへと手を振ると、腹はらの辺りを押さえながら歩き出す。

「フェルツっていうんですね」

　年ごろの近い少年への気安さからか、脇わきを通り過すぎようとした彼へと、イリーナが屈くつ託たくなく声をかけた。

「お、イリーナ。早さつ速そくナンパか」

　がこ、ぐしゃ。

「……すいません、イリーナサン、どうぞ、ごゆっくりとお話されてくれなさい」

　イリーナが手にしていた煉瓦が、冷やかしたヒースの左耳を掠かすめて壁かべにぶち当たり、粉ふん砕さいされた。酸さん欠けつの魚のようになりながら、ヒースがその場からじわりと一歩下がる。

「それが何？」

　ちらりと少女を一いち瞥べつしただけで、フェルツという名らしい少年は、足早にその場から離はなれようとする。

「少しくらい、お話してくださってもいいと思います。お仕事のことを、色々聞きたいですし。どうして、無む視しするんですかっ」

　さすがに、その態たい度どは気分のよいものではなかったらしく、イリーナがその背中へと珍めずらしく少し怒おこったような言葉を投げる。

「サンザの親父おやじに聞けよ」

「忙いそがしそうだから、貴方あなたに声をかけたんですっ」

　びしっと、イリーナは囚しゆう人じんたちの印を書類に押すのに、てんてこ舞まいになっている責任者へと指を突つきつける。背の低いサンザはすでに人波に吞のみこまれて、姿すがたが見えなくなっていた。

「……まあ、なんだ少年」

　まだ、自分を掠めて砕くだけた煉瓦に冷や汗あせを残したまま、ヒースが立ち去ろうとする少年へと声をかける。

「お前さんは、そのサンザに名前が覚えられているくらいには、ここに馴な染じんでるわけだろうが。俺おれたちも円えん滑かつに仕事を進めるために、協力して欲ほしいわけだ」

「腹はらがへっとるのではないかの？　わしらはついさっき前金をもらったばかりで、懐ふところ具合は十分に暖あたたかいわけだが……」

　ガルガドが、ずっと腹をさすったままの少年の様子に目を細めた。声には笑えみが含ふくまれている。

「強きよう制せい労働では、最さい低てい限げんの食事はさせてもらえるが、賃ちん金ぎんは出んからの。食っても食っても足りん年とし頃ごろだろう」

「……──」

　フェルツが折れたのは、ガルガドの「懐具合が暖かい」という言葉でだろう。

　素す晴ばらしく不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようをして、少年は睨にらむような表情で冒険者たちについてきた。案内されたのは、青い小鳥の看かん板ばんの掛かかった店、イリーナたちが昨夜集つどった《青い小こ鳩ばと亭てい》である。

「……冒険者の店かよ」

「まあ、酒も食事もそこそこの値ね段だんで、しっかりとした量が出るからの。わしらのような商売をしているものにはありがたい店だ」

　初めてなのだろう。フェルツは店の前で躊ちゆう躇ちよするような様子を見せたが、店の中から流れてくる喧けん騒そうと美う味まそうな料理の匂においに惹ひかれるように、ガルガドの後から店の中へと入っていく。自分とあまり年の変わらないイリーナとヒースも、何食わぬ顔で店へと入っていくのを見て、みっともない態度をとりたくなかったのだろう。

「わたしも、この店でご飯を食べるのは、初めてなんです。昨日は、仕事を請うけただけで、すぐに帰っちゃいましたから」

　毛け並なみを逆さか立だてた猫ねこのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせるフェルツの背せ中なかに、イリーナがどことなく弾はずんだ言葉をかけた。

「いらっしゃいませー」

　一歩店に入った彼らを出で迎むかえたのは、華はなやかな女じよ性せいの声だった。昨夜は、威い勢せいのいい女将おかみの声だったように思う。何気なく、イリーナがその声のほうを視線で追うと、まだ少々ぎこちない様子で盆ぼんを持ってエールを運んでいる、金色の髪かみの娘むすめと目が合った。

　三さん角かく巾きんで髪をまとめ、きびきびとした動きではあるが、テーブルをすり抜ぬけるたびにどこかをぶつけそうになって、危あぶなっかしい。

「四人様ですね、こちらにどうぞ、今片かた付づけますから」

　汚よごれた食器を、まだ運び終わっていないエールのジョッキごと盆に載のせ、布ふ巾きんで汚れたテーブルを拭ふいて、そのまま次のテーブルにエールを運ぼうとして、女将に手順を叱しかられている。まだ、新しく入ったばかりのようだ。

　ちらちらと見える耳は、小さく尖とがっており、彼女がハーフエルフであることを示しめしていた。イリーナは、昨日ぼろぼろの姿で店へとやってきたハーフエルフのことを思い出し、ぽんと手を打つ。一いつ瞬しゆん目が合っただけだったのに、彼女もイリーナたちのことを覚えていたようだった。

「あ、昨日、たしか仕事を請けた人よね？　あたし、見てた」

　四人をテーブルに案内し、まずは冷えたエールのジョッキを運んできながら、ハーフエルフはイリーナへと笑いかけた。お互たがいに目があったときのことを覚えていたらしい。

「昨日、女将さんに世話を焼かれていたボロボロの人ですよね？　ここで働いてるんですか？」

　イリーナの真正直な言葉に、一瞬ハーフエルフは表情を引きつらせたようだったが、すぐに平静を取り戻もどす。何やら「客商売、客商売」と、呪じゆ文もんのように呟つぶやく声がヒースの耳には届とどいていた。

　さっさとテーブルに着いたガルガドが、フェルツに、何が好きだと問いかけている。

「あたしは、マウナ。マウナ・ガジュマよ。ヤスガルンから出てきたはいいけれど、ここに辿たどり着いたときにはほとんど一文無しだし、頼たよれるような身み寄よりはないしで、ないないづくしだったから、女将さんの厚こう意いでここで働かせてもらえることになったの」

　マウナと名乗るハーフエルフは、とんと自分の胸むな元もとを掌てのひらで叩たたいた。

「冒ぼう険けん者しやじゃなかったんですか？」

「んーまあ、興きよう味みないわけじゃないけれど、今はとりあえずの生活のことを考えないとね。その日も食べられないような状じよう態たいだったから」

　しばらくはこの店で給きゆう仕じの仕事を手伝わせてもらうつもりだと、マウナは意外と豊ゆたかな胸むねを張はる。

「というわけで、注文があったら、呼よんでね？　簡かん単たんな雑ざつ用ようもしてるから、何かあればどうぞ。チップは弾はずんでもらうわよ？」

　悪戯いたずらな視し線せんをイリーナへと向けて、マウナが機嫌よく身を翻ひるがえしカウンターへと戻ろうとしたところへ、ヒースの声が掛かる。

「おう、おばちゃん。この、川魚の空から揚あげのあんかけと、野菜スープと、お勧すすめサラダ。鶏とり肉にくの詰つめ物と……あと、この香こう草そう入りオムレツってのをくれ。それと、駕か籠ご入りパンな。これ、余あまったら持ち帰れるんだろ？」

　後ろを向いたままのマウナの動きが、ピタリと止まった。

「……今、何ていったの？」

　とてもとても優やさしい、穏おだやかな声がヒースへと問い返す。注文主は、深く背もたれにもたれて、椅い子すをがたがたと揺ゆらしていた。

「あ？　んじゃもう一回な。この、川魚の空揚げのあんかけと、野菜スープと、お勧めサラダ……それと」

「そうじゃなくって！　誰だれがおばちゃんよ！　このぴちぴちとした肌はだが見えないわけ？　アンタ目が悪いんじゃないの？　あたしはこれでも二は十た歳ちなんだから！」

　椅子の前足を浮うかせるほど、深くもたれていたヒースが、ふっと笑って肩かたを竦すくめる。

「おいおい、マウナとやら。サバを読むのも、一割わり程てい度どにしておいたほうがいいぞ。そんな所帯疲づかれが全身からにじみ出た二十歳がいるか。ハーフエルフだからって若わか作づくりにもほどがある」

「あたしのどこが所帯疲れしてるっていうの！　というか、今日の生活もわからない一寸すん先は闇やみ生活から、定てい職しよくをあっさり決めた自分の幸運に感かん謝しやしまくって、これから成り上がりサクセス生活をエンジョイしようとしてる、希望溢あふれたこのあたしが！」

　嚙かみ付くように、マウナが反はん論ろんし、その言葉にヒースはわざとらしく目をむいた。
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「そうだな……悪かった」

　少々申し訳わけなさそうな様子を作り、魔術師ソーサラーの青年はそっと自分の目め頭がしらを押おさえる。

「その、給仕仕事を決めただけでサクセスストーリーを夢ゆめ見みることができるという、単たん純じゆんにして慎つつましく、しかもおめでたい思考回路は、とても百年人生を積み重ねてる人間のものとは思えん。悪かった」

「わかればよろしい……って、それは、あたしの所帯やつれは百年分の重みがあるってこと⁉」

　マウナの声を半ば無視するように、ヒースは話の矛ほこ先さきを、目を白黒させている少年へと持っていく。

「というわけで、色々と腹はらを割わった話をしようじゃないか、少年」

　がっつん、と目の前にしぶきが飛ぶ勢いきおいで叩たたきつけられたエールのジョッキを手にして、ヒースは頰ほおに飛んだ白い泡あわを手の甲こうで拭きながら、小さく乾かん杯ぱいの仕草をした。

「別に、腹を割るほどのことはないだろ。現げん場ばのことを話すだけなら」

　幾いく分ぶん落ちつか無げに、フェルツはぶっきらぼうな言葉を返す。

「まあ、それはそうだな。……まあ、飯を奢おごってよかったと思える程度の情じよう報ほうをくれ」

「……難むずかしいぞ、それ」

「だろうな、俺様もそう思う」

　したり顔で、深く頷うなずいて同意を示しめすヒースに、少年は眉み間けんに皺しわを寄せていた。ハーフエルフの給仕が、がっつがっつと機き嫌げんの悪い動作で料理の皿を置いていくのを、横目で見ながら腕うで組ぐみをする。

「情報っつっても……サンザの親父に、聞かなかったのかよ」

「まあ、何かモンスターが出るとかは聞いた。こうもりとネズミ」

「……オレが知ってるのも、蝙蝠こうもりとか、ネズミだよ。でっかいヤツ」

　半分くらいエールを飲み干ほしたヒースが首を傾かしげる。

「しかしそれは、モンスターとは言わんのじゃないか？」

「言わないかも知んないけど、オレたち工夫にとっちゃ十分脅きよう威いだよ。蝙蝠だって、嚙かまれりゃ怪け我がするし、病気持ってるやつだっているんだぜ」

　勧められるままに魚の切り身を口に入れたフェルツはもごもごと反論している。

「だから、サンザが金払はらってお前たちを雇やとってんだろ」

「それはそうだの。悪かった。つまらんことを聞いて」

　ほれ、と駕籠に山やま盛もりのパンを差し出しながら、ガルガドが軽くわびた。その中から細長く焼いたパンを選んで、フェルツは一口齧かじると、さりげなく服の中へとしまいこむ。それから思い出したように、一言付け加えた。

「あと、時々人間」

「人間？」

　自分でもパンを駕か籠ごからとりながら、イリーナは目を丸くした。

「ああ。下水道は、ファンの地下を縦じゆう横おう無む尽じんに走ってるからな。時々、変な連中が行きかってることがある。お前たちみたいなネズミ退たい治じを依い頼らいされた冒ぼう険けん者しやだったり、目つきの悪い連中だったり。オレは見たことがないけど、ゴブリンが走ってったこともあるっていうぞ」

「妖よう魔ま退治は任まかせてください！　がんばります！」

　ぐっとこぶしを握にぎるイリーナに「オレは見てないって言ったよな」と、フェルツがヒースへと確かく認にんしている。その様子に、はっはっはと軽かろやかに笑って、ヒースは軽くいなすよう。

「まあ、気にするな、邪じや悪あくを見み逃のがせん、ファリス神官の特とく異い体たい質しつだ。イリーナは昔からああだ」

「……兄妹きようだいか？　確たしか『兄さん』って、呼よばれてたよな。神しん殿でんでも、何回か見たことあるぞ」

　何気ない口調でいいながら、首をかしげたフェルツの言葉に、意外そうにヒースが片かた眉まゆを上げる。

「何だ。意外だな、お前ファリス信者なのか？」

「べ、別に、そういうんじゃない」

　初めて、狼ろう狽ばいしたような様子を浮うかべながら、フェルツはふいと顔を背そむけた。

「あそこ……ファリス神殿は、たまに配給やってるだろ。それ目当てに時々通ってただけだ……でも、最近やってないよな」

「ああ、神殿長のイリーナの親父おやじが倒たおれたからな。そこまでの余よ裕ゆうがなくなったんだ。それが治れば、また再さい開かいするだろうさ」

　ヒースの言葉に、ふぅん、と気のない返事をしながらも、少年の表情には、どことなく安心したような色合いが浮かぶ。

「配給に来てたんですか。全然知りませんでした」

「……何十人も配給に並ならんでる一人一人の顔、覚えられてるほうが怖こえぇや」

「もう！　どうしてそういう言い方するんですかっ」

　そっけないフェルツに、イリーナはバンバンとテーブルを叩たたく。その度たびに、料理が微び妙みように皿ごと浮かんで、零こぼれそうになっていた。

「そういえば、フェルツは何をやって、強きよう制せい労働をすることになったんです？」

　何気なく、イリーナが少年へと問いかける。ほとんど搔かきこむようにしてスープを啜すすっていた少年の動きが、ぴたっと止まった。あまりにも直球な問いかけに、ヒースとガルガドが、ひっそりと目と目を見み交かわし、ため息をつく。

「──……何というか、天てん真しん爛らん漫まんというか。一歩間ま違ちがえると、無む神しん経けい寸すん前ぜんの娘むすめだの」

　ドワーフの神官戦士が、苦く笑しようを漏もらしながら、雑ざつ談だんにまぎらわせつつ兄あに貴き分へと囁ささやきかけた。魔術師ソーサラーとしても、ごもっともでと頷くしかない。

「何でも、明らかにしないとすまないというのは、ファリス神官らしいというべきかもしれんがの。悪意がない分、性た質ちが悪いということもあるぞ」

「まあ、そこら辺は周まわりがフォローしてきたようなもんだが……」

　言いかけて、ふとヒースは思い返す。子こ供どもの頃ころから、イリーナには無む鉄てつ砲ぽうさや突つっ走る癖くせがあった。小さなナイフ一本、投石だけで、熊くまに立ち向かおうとするような危あやうさを秘ひめた真まっ直すぐさである。

　そして、その頃にはイリーナの周囲には、結果的に彼女の無む茶ちやを和やわらげる役やく割わりを果たしていた実の兄、クリストファーがいた。厳きびしく暖あたたかく指し導どうしてくれる、父親のキリング司祭がいた。そして、傷きずつけば優やさしく包んでくれる母親のエリーゼもいただろう。

　今、イリーナの周囲には、誰もいない。

　盛せい大だいに転ぶかもしれない、足あし許もとの石に注意して警けい告こくを発してやれる人間は、誰も。

　何な故ぜか、冷たいものが喉のどの奥おくをつるりと滑すべり降おりたような気がして、ヒースはその感かん触しよくを消そうとするかのようにエールを呷あおった。

　半分固まったようにイリーナを暗あん紫しの瞳ひとみでにらみつけていたフェルツは、ふいと視し線せんを外して自分でもエールを呷る。奇くしくもヒースと同じ姿し勢せいになっている。

「ねえ、何でなんです？」

　重ねて問うように、イリーナはフェルツを覗のぞき込こむ。

「イリーナ、男に秘ひ密みつは付物……」

「──…お前さ」

　ヒースが茶化そうとしたところで、エールから口を離はなしたフェルツが、口許に付いた泡あわをぬぐいながら、口許をゆがめる。笑えみに似にた表ひよう情じようだが、決して笑っていない。

「人に無視されたことないだろ。あれ何、これ何って聞けば、何でもホイホイ教えてもらえた？」

　まるで、幼おさない子こ供どもに問いかけるような優しい声だった。

「な……っ」

「世の中、そういうのだけじゃないぜ。よかったな、おベンキョできてさぁ」

　頰ほおに朱しゆを昇のぼらせ、反はん駁ばくしようとして──イリーナは言葉が続かない。フェルツの指し摘てきは当たっていたようだ。テーブルの縁ふちを摑つかんで、ぎりぎりと小さな軋きしみ音をさせている。ひっくり返すのではないかと、ヒースとガルガドはさりげなく、自分の好きな料理の皿を手の中に確かく保ほする。

「あ、貴方あなたなんか、大ッ嫌きらいですっ！　そんなことを言われるいわれはありません！」

　びしっと人差し指を突きつけ、イリーナは顔を真っ赤にして声を荒あららげた。酒場の客たちが、何事かとちらほらと振ふり返り、給きゆう仕じのマウナも目を丸くして聞き耳を立てているようだ。

「そーかよ。別に痛いたくもなんともねえよ」

　口許を笑みに似た形に歪ゆがめたまま、フェルツは奢おごりのサラダを口へと運ぶ。頰の形が変わるほどに頰ばって、咀そ嚼しやくした。

「貴方は不良です！」

「見てわかんねぇのかよ」

　これ見よがしに、左ひだり腕うでの輪を、振ってみせるフェルツに、怒いかりでイリーナはわなわなと震ふるえている。

　至し高こう神しんであるファリスの教えは、正せい義ぎを尊とうとび、邪じや悪あくを憎にくみ、噓うそを忌いむ。神しん殿でんで生まれ育ち、純じゆん粋すい培ばい養ようのファリス神官として成長したイリーナは、まだほとんど外の世界を知らなかった。

　正直は美び徳とくだが、正直なだけでは時として世間を渡わたってはいけない。まず、最初に彼女へと吹ふきつけた世間の冷たい風は、紫むらさきの瞳の少年の姿すがたをしていたようだった。

「まあ、ゆっくりと世の中を学べ、イリーナ」

「なんで、フェルツの味方をするんですか、ヒース兄さん！」

　隣となりの席で、ぽんと肩かたを叩たたかれたイリーナは、今度は怒りの矛ほこ先さきを兄あに貴き分へと向けている。その様子に苦い笑いを浮うかべ、ドワーフがとりなすように手を振った。それは、ハーフエルフの給仕に、新しいエールを頼たのむ役目もあったらしい。

「まあ、仕事の話に戻もどろうではないか。それで、フェルツ。モンスター以外の仕事でわしらが頼たのまれているのは、お前さんたちのような強制労働者の見み張はり番も含ふくむんだが、実じつ際さいあの現げん場ばを逃にげ出す連中というのは、どのくらいいるもんなのかの？　暴ぼう動どうなんかに発はつ展てんする可か能のう性せいがあるのか？」

　新しいエールのジョッキと空になったジョッキを取り替かえて、機き嫌げんよく飲み干ほしながらガルガドが尋たずねる。フェルツは嫌いやな笑みを消して、考え込むように宙ちゆうを見た。ゆっくりと考えて、慎しん重ちように答える。

「オレが知ってる中では、そんな馬ば鹿かなヤツはいないよ。もっとも、オレも実じつ際さいにはその脱だつ走そうだの暴動だのを起こす側に入るんだから、あんた達にとって信しん憑ぴよう性は薄うすいかも知んないけどよ」

　食べる手を止めて、どうやら今までの作業のことを思い出しているよう、紫の瞳は遠くを見ていた。

「でも、サンザの親父おやじはあの通り、結けつ構こう気のいい人だから、無む駄だに厳きびしいことは言わないし、ちゃんと規き定ていどおりの休みをくれてる。……そのせいでか、ちっとばかし仕事が遅おくれてるのかも知れねえけどさ。だから、この仕事場で変な騒さわぎを起こして別の仕事場に飛ばされるよりは、真ま面じ目めに働いて、日数を稼かせごうってやつのほうが多いと思う。多分」

「なるほど、そういう仕事場だからこそ、優ゆう先せん的に警けい備び隊が、強ごう盗とう団だんの警備に徴ちよう集しゆうされたのかもしれんの」

　ガルガドが頷うなずきながら新しいエールに口をつけている。

「それに、一回来て逃げ出したら損そんだ。一日の労働が終わったって印を付けてくれるのは、一番最後だからな。逃げ損だよ……まあ、最後のほうに来て、ちょこちょこっと印だけ押おそうなんて狡ずるいヤツもいるけど、そういうのはオレたち真面目に勤つとめてるヤツの方が目め端はし利きかせて止めるしな。……何人かで組まれたら見み抜ぬけねえけどさ」

　スープのおかわりを欲ほしそうに、大皿を見ているフェルツに、誰だれかがそれを注ぎ足している。「ありがとう」と、ぎこちない礼をしながら小皿を受け取り、再ふたたび匙さじを握にぎった。

「そういや、強きよう制せい労働喰くらっても、無む視ししてしらばっくれているヤツとかはいないのか？」

　思い出したように、ヒースは首を傾かしげる。それに答えたのはガルガドのほうだった。手首を指差しながら、肩を竦すくめている。

「この銅どう輪わをしている限かぎりは、どこも雇やとってはもらえんよ。輪を切ろうにも、鍛か冶じギルドにも、王宮から通達がまわっとる。真面目に生きようと思えば、しっかりと規定の勤めを果たして、外してもらうことだの」

「──……人生経けい験けん豊ほう富ふだな、ドワーフ。おやっさんと呼よばせてくれ」

「わしはまだ若わかい。というか、外そうと鍛冶屋に駆かけ込んだこともない」

　腕輪を嵌はめられたことはあるらしい。ヒースが微び妙みように感心したような声を上げているが、ガルガドは迷めい惑わくそうだ。

「それで、その仕事場ってどこなの？」

「今日行ったばかりだろうが、西門に近い南西通りの……って、お前誰だ」

　気軽に応こたえようとしたヒースの言葉が途と切ぎれる。フェルツの小皿にスープをとりわけ、自分の分もついでに注ぎ足していたのは、額ひたい当あてに白い軽そうな革鎧レザー・アーマーを着た少年だった。

「あ、ノリス……でしたっけ？」

「うん。イリーナだよね。ずるいよ、ボクは仕事にあぶれてるのに、自分だけ仕事を見つけちゃうなんてー」

　こっくりと悪びれもせずに頷いたノリスと名乗る少年は、気がつけば四人掛がけの席に自分の分の椅い子すを引いてきて、ちゃっかりと腰こしを下ろして混まじりこんでいる。

「ねえねえ、ボクも混ぜてよー。まだ、全然仲間も仕事も見つけられてないんだよー」

　駄々っ子のように、テーブルにしがみ付いて、がたがた揺ゆすっているが、それはイリーナの時とは違ちがって、まったく料理に危き険けん性はない。

「ねえねえ、ボク役に立つよ？」

「どんな風にだの？」

　自分を売りこもうとしているらしい、少年にガルガドが値ね踏ぶみするような視線を向ける。少々厳しいドワーフの眼がん光こうにも怯ひるんだ様子なく、ノリスはにっこりと笑って小さな皮かわ袋ぶくろを取り出し、顔の横に振って見せた。ちゃりちゃりと、銀貨の音がする。

「これくらい」

　はっと何かに気がついたらしいガルガドが、自分の懐ふところをパタパタと探さぐりだした。

「わしの財さい布ふではないか、このたわけ！」

「わわわっ」

　がっつん。盛せい大だいな音がして、拳げん骨こつがノリスの脳のう天てんを直ちよく撃げきした。しばらく、テーブルに伏ふせていたが、ガルガドがさして力を入れていなかったのか、すぐにけろりとした顔を上げる。イリーナは、フェルツと並ならんでぽかんと口を開けていた。

「便利だ」

　フェルツの言葉に、ノリスはぱっと表ひよう情じようを輝かがやかせて、身を乗り出し彼の肩かたをぺちぺちと叩たたいている。

「そうだよね、便利だよね」

「すげー。いい腕うでしてるじゃねえか。オレにも教えろ、次は捕つかまらないように練習するからよ」

「いいよ、その代わりボクも雇やとってくれるように、みんなを説得してよ」

「盗ぬすみは邪じや悪あくです！」

　イリーナの両手がテーブルに思い切り叩きつけられ、空の皿が跳はね上がった。分ぶ厚あつい木のテーブルが、ミシッと不気味な音を立てるのを聞いて、ガルガドが心配そうにテーブルの脚あしを覗のぞき込んで眉み間けんに皺しわを寄よせる。男の友情を築きずきかけていた、ノリスとフェルツが、手を握り合ったままで硬こう直ちよくしていた。

「……というわけで、却きやつ下か。首。いらん。不用。何よりも、分け前が減へるだろうが」

　しっしとヒースがノリスに追い払はらうように手を振ふった。

「えーなんで？　絶ぜつ対たいに役に立つってば」

「盗賊シーフの技わざを持つものは、確たしかに冒ぼう険けんでは不ふ可か欠けつだがの。しかし、お前はいらん。仲間の懐を狙ねらうようなヤツは、何をしでかすかわからん」

　ガルガドが自分の財布をひったくるようにして取り返し、再ふたたび懐の奥おく深くにしまいこみながら、きっぱりと言い切っている。

「じゃあ、仲間のは狙わない」

「仲間のじゃなくてもだめです！」

　イリーナがノリスの首根っこを押おさえて言い聞かせようとした。

「ちょっと腕を見せてみただけじゃん。それに、もうそろそろ生活費が尽つきそうなんだよね。冒険者で仕事できなかったら、ボクだって自分でできることでお金を稼かせがなくちゃ生きていけないよ」

　思わず、イリーナもぐっと詰つまる。イリーナが冒険者になったのも、生活費に窮きゆうしてだ。おそるおそる機き嫌げんの悪いドワーフを振り返って、上目遣づかいに見上げようとする。今のところ、冒険者としての決定権けんは、最年長である彼が握にぎっているようなものだ。

「ガルガドさん……」

「そんな目をしても、いらんもんはいらん」

　つーん、とガルガドはそっぽを向いた。その様子を見ると、確かに言動は少々老成しているように見えるが、確かにまだ若わかいと思わせる稚ち気きも持ち合わせているようだ。

「ちゃんと、財布返したじゃない。けち」

「けちで結けつ構こうじゃくそがき。今度やったら警けい備び隊に突つき出すぞ」

「アー、宴えんもたけなわでございますが、そろそろ俺おれ様、寮りように帰るわ。おやっさん、ここの支し払はらい頼たのんでいいのか？」

　ふと、時間を気にするように、ヒースがジョッキに残ったエールを飲み干ほして、席から腰こしを浮うかせた。それにつられるように、イリーナも立ち上がる。ガルガドは、ノリスと言い争いを続けながら、構かまわないと言うように、軽く手を振った。

「わたしも、そろそろお暇いとまします。朝の鍛たん錬れんを欠かしたくないですし」

「……んじゃ、オレも。明日も、仕事あるし……なあ、残した分、持って帰っていいか？」

　遠えん慮りよがちに言い出したのは、フェルツだ。視し線せんは、まだ駕か籠ごに入ったままのパンへと注がれている。それを聞きつけたマウナが、ジョッキを片かた手てに少年の頭を撫なでている。

「食べ物を粗そ末まつにしない子、あたし好きよ。ちょっと待っててね、パンを切って中に残った惣そう菜ざいをつめてあげるから。まったく、飲むのが中心っていっても、料理を残すなんて何を考えてるんだか」

「言っとくけど、他の客の残り物はいらねえし」

　どうやら料理を残す客も少なくはないらしく、給きゆう仕じの娘むすめはそれが気に食わないらしい。フェルツの当然の申し出に、マウナはちっと舌した打うちをしている。

　店の外に出ると、すでに空はとっぷりとくれ、夜空には星が瞬またたいていた。

　往おう来らいを、機嫌のいい酔よっ払ぱらいが歌いながら通りかかる。風は夏の近さを感じさせる生なま暖あたたかいもので、もし彼らが酔いつぶれて寝ねてしまっても、風か邪ぜを引く心配はあるまい。風に乗って、吟ぎん遊ゆう詩人の歌声が聞こえてくる。

　外の空気の心地ここちよさに、ヒースは大きく伸のびをして、大通りをフェルツを加えた三人で歩くと、やがて広場に出たところで、イリーナに手を振った。広場からは路みちが反対らしい。

「んじゃな、イリーナ。おじさんとおばさんによろしくな」

「はい、ヒース兄さんも気をつけて下さい。寄り道して、寮から締しめ出されても泊とめませんからね」

「この時間なら十分余よ裕ゆうがある。もう一軒けんいけちゃうぜ、金さえあれば」

　からからと笑いながら、ヒースクリフは『賢けん者じやの学院』の方面へと歩き出す。その後うしろ姿すがたと、あっさりとした様子に、目を丸くしたのはフェルツだ。

「……おい、送っていかないのかよ、こいつを」

　機嫌よく歩き出していた魔術師ソーサラーが、肩かたに杖つえを担かつぐようにしながら心底不思議そうに振り返る。フェルツは、視線をヒースに向け、指をイリーナへと突つきつけている。

「なんで？」

「何でって……夜だし」

　むしろ、問い返される理由がわからんというように、答えるフェルツに、あっけらかんとヒースが首を傾かしげていた。

「一いち応おう、イリーナは神官だけどな。それ以上に戦士として親父おやじさんたちに鍛きたえられてるから問題ないだろ」

「だって……それでも、女だろ？」

　一応、と口の中で呟つぶやいたのは、自分が一生懸けん命めい彼女の手を振り切ろうとして、まったく動かせなかったことや、テーブルを叩たたいたときの軋きしみ音を思い出したからだ。イリーナの表ひよう情じようは複ふく雑ざつだ。

「……疑ぎ問もん形けいで言わなくても、女です」

「別に、疑問持ってねえよ！」

　ぼそっとしたイリーナの呟きに、フェルツが慌あわてたように言葉をかぶせる。ヒースは夜の中に滲にじんでいく。いつものことらしく、しばらくその背せ中なかに手を振ふっていたイリーナは、軽い歩調で歩き出した。鎧よろいと、腰こしに帯びた両刃剣バスタードソードの鞘さやが、歩くたびに触ふれ合って、かちゃかちゃと音を響ひびかせている。しばし、イリーナとフェルツは無言で歩いていた。

　街のあちこちに篝かがり火びが焚たかれているのは、最近横行している強ごう盗とう団だんを追いやすいようにだろうか。

　少し離はなれた二つの影かげが、ゆらゆら揺ゆれては、明かりの位置によって後ろに回り……そして、歩みに合わせてゆっくりと前へと出てくる。

「……こっちに家があるんですか？」

　無言で歩くのが気き詰づまりだったらしく、くるりとイリーナが振り返る。茶色の髪かみが篝火の炎ほのおの色を透すかして、金茶に見えた。

「ファリス神しん殿でんで、気楽に配給を受け取りにいけるくらいにな」

「……あ、そうでした」

　また少しの間、無言になる。

　意味もなく石いし畳だたみの数を数えたり、星を見上げたりしながら言葉を探さがしていたイリーナが、また、少し後ろを歩くフェルツへと声をかけようとする。しかし、口を開いたのは、少年のほうが先だった。

「……司祭、悪いのか？」

「え、あっ」

　思いがけない言葉に、イリーナは返す言葉を失う。そして、何と言葉を返していいのか、しばし悩なやむことになった。フェルツの目はじっとイリーナを見つめている。半分睨にらみつけるようなのは、もしかしたらもともとの目付きなのかもしれないと、イリーナは初めて思い至いたる。

　ヒースやエリーゼと、キリングの病びよう状じようのことを話すのは気にならない、彼らはすべて知っている。けれど、フェルツに話していいのかどうか。ファリス信者にとって、噓うそは罪ざい悪あくだ。しかし──。

「ええ、まあ……」

　結局、イリーナは初めて自分で歯切れのよくない言葉を選んだ。歯の奥おくで砂を嚙かむような、苦さが胸むねに広がった。

「早く、よくなるといいな」

「……はい」

　気がつけば自分の足の回転が鈍にぶっていたのだろうか、フェルツが隣となりに並ならんでいる。少し後ろを歩いていたはずなのに、と見上げれば自分よりも心持ち高い位置に、横顔が見えた。何だか盗ぬすみ見をしているような、妙みような気まずさを覚えて、イリーナは視し線せんを伏ふせる。自分のつま先と、石畳を見ながら、神殿までの道のりを歩いていく。カチャカチャと、自分の腰で揺れる剣の音がうるさく感じた。

「別に、配給目当てじゃないぞ。……貧びん乏ぼうだから、どうしても、当てにしちまうけどさ」

「わかってます。……礼れい拝はいには、出てるんですか？」

　一言答えるだけでは味気ないような気がして、イリーナは返事に問いかけをくっつける。

「たまに。悪いことしなければ、いつか幸せになれるってのは、やっぱり聞いてて気分がいいし。……いや、やっちまったけどさ」

　フェルツの視線が自分の手首に落ちた。絶ぜつ対たいに外れない枷かせのような輪が、鈍く篝火の光を弾はじいている。

「盗み、やったんだ」

　ぽつり、と少年は低い声で零こぼした。

「食いもん盗んで逃にげてた。オレはまだガキだし学がないから、どんなことしても賃ちん金ぎんは安いしさ。裏うら街まち育ちっていや、足あし許あとも見られる。けど、似にたような境きよう遇ぐうのガキってのはぽこぽこいてさ、それでも、なんとかぎりぎり食えたんだ。けど、ちょっと……自分だけの力で食うには、足りなくって。いや、まあ、気にするな……別に、関係ないし」

　歯切れの悪く、言葉を切る様子にイリーナは不思議そうに首を傾かしげている。自分を見ない横顔に、イリーナは何な故ぜか、ふと、喉のどの奥に何かが落ちてきたような気がした。

「……もしかして。……配給がなくなったからですか？」

　大きな茶色の目が、何度も瞬まばたく。フェルツは苦虫を嚙み潰つぶしたような、なんとも言えない表情をして、それを無む理り矢や理り飲みこんだようだった。ゆるゆると首を振る。

「関係ねえって。しゃべりすぎた、悪い」

「ファリス神殿の配給がなくなったから、フェルツは盗みをしないといけなかったんですね？」

　フェルツはむっつりと黙だまりこむ。視線を外して、イリーナを見ない。

「無視しないでください！」

「こんなことくらいで傷きずついてたら、世の中渡わたっていけねえぞ。返事したくないときくらいあるだろ」

「あるかもしれないですが、わたしは無視しません！」

　夜半の通りに、言い争う声が響ひびく。

「そうかい。オレは嫌きらいなヤツは無視しまくるけどね」

「わたしは嫌いじゃないですから、無視しません、絶対にしません！」

　力いっぱい宣せん言げんして、ふと、イリーナが固まった。フェルツの目が丸くなってイリーナを見ている。鋭するどい眦まなじりの中に、自分の間ま抜ぬけ顔が映うつっていて、それが何故かイリーナは猛もう烈れつに恥はずかしくなる。ぎゅっとこぶしを握にぎった姿すがたは、まるで戦闘姿勢フアイテイングポーズだ。

「──……わかった」

　なんだか、呆ぼう然ぜんとしたように、フェルツは頷うなずいていた。何がわかったのかは、お互たがいによくわからない。

　気がつけば、ファリス神しん殿でんの前だった。

　互いに視線を外し、じゃあ、と手を振ふって別れようとしたときだった。

「だれかぁああー！」

　悲鳴が、夜の中に響き渡わたる。

　ファリス神殿のある地ち域いきは、シーダー城じようのある勇者の丘おかに程ほど近ちかく、貴き族ぞくや裕ゆう福ふくな商人の家が軒のきを連ねていた。助けを求めていると思おぼしき声に弾はじけるようにして、イリーナが走り出す。鎧よろいの音を奏かなでながら、ほとんどフェルツを突つき飛ばさんばかりにして、だ。

　一いつ瞬しゆん、その勢いきおいにフェルツも啞あ然ぜんとするが、慌あわててその背せ中なかを追いかける。

「おい！　どこ行くんだあぶねぇぞ！」

「もっと危あぶないのは、助けを求めている人です！」

　即そく座ざに言い返し、イリーナは声のほうへと走っている。フェルツは俊しゆん足そくらしく、毎日鍛きたえて走っているイリーナに速度をあわせてきていた。

「どっちだかわかりますか⁉」

「わかるわけないだろ！」

　即座に言い返す速度は、フェルツも負けてはいない。

　やがて、辿たどり着いたのは一軒けんの商家だった。入口はぽっかりと招まねくように開き、すぐに見える商店の中は、ひどく荒あらされていた。同じくらいに、警けい備び隊も悲鳴を聞きつけていたのだろう。ばたばたと複ふく数すうの足音が近づいてくる。

「おい……！」

「誰だれがいるんですか？　助けに来ました！」

　警備隊を恐おそれてか、思わずイリーナを引き戻もどそうとするフェルツだが、彼女の腕うではやはりなかなか力では動かせない。荒らされた夜の商店へと、イリーナは慎しん重ちように踏ふみ込こんでく。

　金かね貸かしだったのだろう、店先には金利や貸し付けの利息が、細かく張はり出されており、質しち草ぐさとなっていた様々な商品らしきものが棚たなに並ならんでいたが、そちらに手を付けられた様子はなかった。

「……ふぇ」

　小さな嗚お咽えつが、奥から聞こえた。小さな子こ供どものようだ。

「おかあさぁん……おかーさぁああん」

　身なりの良い、四歳さいか五歳くらいの少女が、荒らされた店内に転がっていた。あわててイリーナが駆かけ寄よるが、すっかり恐こわがって、這はうようにして逃にげようとする。

「大だい丈じよう夫ぶです！　何があったんですか？」

　涙なみだに濡ぬれた大きな目が、じっとイリーナを見つめてくる。それでも、イリーナが腕を差し伸のべようとした時に、カチャリと鳴った剣けんの金きん属ぞく音に、少女はひゅっと息を詰つめて、そのままばたばたと後ずさりをする。見れば、少女の頰ほおには一ひと筋すじ赤い筋が入っている。

「剣が恐いんじゃないか？　見たところ、強ごう盗とうだろ、脅おどされたか、誰かが傷きずつけられるのを見たか……」

　差し伸べようとする手から、怯おびえきって逃げる子供に、イリーナは唇くちびるを嚙かんだ。

「最近、ファンに出しゆつ没ぼつする、強盗団だんですよね。……くやしい」

　おっとり刀で駆かけつけてくる警備隊は、彼らとは反対側の道から現あらわれる。十人に満たない小さな集団だが、手に手にランタンを持ち、腰こしには武ぶ器きを帯びている。フェルツが、今度こそ邪じや魔まをしないようにと、イリーナの首根っこをつかんで、思い切り引き寄よせた。思ってもみない負ふ荷かに、さしもの怪かい力りき娘むすめもよろけてフェルツのほうへと引き寄せられていく。

　飛びこんできた警備隊は、賊ぞくの姿を確かく認にんすることができなかったという。

　イリーナもフェルツと顔を見あわせ、首を傾かしげた。自分たちは彼らと反対方向から辿り着いたというのに、強盗団の姿は影かげも見ていない。

「どこに消えたんでしょう……ヒース兄さんに、相談してみないと」

　イリーナはきゅっと唇を嚙んだ。

　怯えきった少女は、おそらく強盗団が屋外に逃げるための人質にされたのだろう。家人に負ふ傷しよう者しやも出ているらしい。剣を突きつけられ、恐い思いをしたらしいと、警備隊が家人や使用人と話をしている。怯えて丸くなった瞳ひとみは、イリーナを真まっ直すぐに見て、全身で近寄らないでと訴うつたえていた。

「……許ゆるせないです。絶対絶対、許せないです！」

　ファリス神官の怒いかりが、大通りにこだまする。怒りのぶつけ場所がないせいか、ばしばしと自分の腿もものあたりをこぶしで叩たたいていた。フェルツはあきれたように肩かたを竦すくめている。

「……許せないって、しょうがないだろお前が怒おこっても」

「いいえ！　絶ぜつ対たいに、いつかファリスの鉄てつ槌ついをくだします！　ファリス神官の名にかけて！」

　雄お々おしい叫さけびとともに、イリーナのこぶしが夜空へと突き上げられた。弱いものを踏みにじるものへの真っ直ぐな怒りを、月が静かに照らし出している。
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「で、何な故ぜこいつがいるのかの？」

　次の日、微び妙みようにこめかみに青筋を浮うかせたガルガドが、工事現げん場ばに集つどった冒ぼう険けん者しや仲間に問いかけた。目の前にはヒースクリフと、イリーナが立っている。そして、その横に。

「後をつけてきたんだよー」

　白い歯をむいて、得意そうに笑ってるノリスが、親指をたてていた。

「朝何時に集合とか、言ってたでしょ？　どこで張りこもうか、ずいぶん考えちゃったよ。そういえばヒースが寮りように帰るとか言ってたしさ。魔術師の杖メイジ・スタツフも持ってることだし、賢けん者じやの学院前で待ってれば出てくると踏んでたんだけど……ばっちり」

「ふ……俺おれ様としたことが、こんな小こ僧ぞうに付けられるとは、不覚」

　得意満面なノリスの脇わきで、ヒースが芝しば居いがかった嘆なげき方をしている。

「帰れ、クソガキ」

「やだ」

　ガルガドの言葉に、打てば響ひびくようにノリスが反発した。いっそ楽しげだ。

「……手伝わせるのか？」

　肩越ごしにノリスを指で指しながら、ヒースが首を傾かしげている。ガルガドがなにやらしょっぱい顔をしていた。どうあっても、ノリスは帰らないつもりらしい。

「えっと、えっと、ノリスもやる気があるみたいですし、ちょっと手伝ってもらったらどうでしょう」

　イリーナが、遠えん慮りよがちに声をかけた。

「ほら、わたしたちだって新米ですし。ノリスのやる気を摘つみ取るのは、かわいそうです。お財さい布ふは、もうすらないって言ってますし。ためしに……」

「わー、イリーナ話せるー」

　はしゃいだ声で、ノリスが無む邪じや気きにイリーナの周りをぐるぐると回っている。行動の一つ一つが忙せわしないが、ばたばたと無む造ぞう作さに走り回っているように見えるのに、ノリスからは足音が聞こえなかった。その様子に気付いたのだろう、ガルガドが深く息をつく。

「……わかった。イリーナの口くち添ぞえに免めんじて、今日一日試ためしに手伝ってみてくれ。役に立てば、成功報ほう酬しゆうを日ひ割わりで渡わたす。もっとも、順調に仕事が終われば九日後のことだがの」

「うん、がんばって九日分の報酬をもらえるようにがんばるよ。飽あきたら帰るけど」

「……帰っていい、二度とくるな」

　ノリスの気楽さに、ガルガドの声が遠えん雷らいのように響いた。

　少年盗賊シーフの首根っこを摑つかんだドワーフが、作業場所の警けい戒かいをするといって地下へと潜もぐっていくのを見送る目の端はしには、作業用のテントの中で、今日の作業の打ち合わせをしているサンザの背せ中なかが見える。設せつ計けい図を広げているのはドワーフの技ぎ術じゆつ者しやらしく、他に何人かを加えて、難むずかしい顔で何かを話し合っている。

「しかし、イリーナ。お前がおやっさんにノリスのことを口ぞえしてやるとは思わなかったぞ、俺様」

　テントの様子を横目に見ながら、ヒースは妹分を何気なくからかった。

「てっきり『盗ぬすみをするような邪悪は許せません！』とか言い出すかと思ってたからな。いやはや、成長してくれたようで嬉うれしいぞ」

　からからと笑いながら、神官帽ぼうごとイリーナの頭を気安く撫なで繰くり回す。ファリス信者にとってだけでなく、スリや盗みは大たい概がい悪である。

「確たしかに、盗みはいけないことですけれど……」

　少し歯切れ悪く、言葉に迷まよいながらイリーナは兄あに貴き分を見上げた。

「でも、ファリス様はそれをいけないってわかって、それを悔くい改めることも、教えてくださっています。しないことばっかり、罰ばつすることばかり、考えてましたけど……」

　イリーナの視し線せんがさりげなく工事現場を彷徨さまよって、誰かを探さがすような表ひよう情じようを浮うかべたことに、ヒースはわずかに目を細めた。笑ったような、困こまったような、複ふく雑ざつな表情だ。

「原げん因いんとか、色々あるんだなあって思って。そうしたら、お父さんが倒たおれたことは、悪じゃないのに悪を産むことになるのかなあとか、昨日一ひと晩ばん、ぐるぐる考えてしまいました。寝しん台だいに入って、三十分も眠ねむれなかったのは、初めてです」

「それは、快かい眠みんを自じ慢まんしてるのか？　繊せん細さいな俺様、めっちゃうらやましいぞ」

　ヒースが首を傾かしげるのに、さりげなく足先を踏ふみつける。「おごげげげえ」と、奇き妙みような悲鳴が上がったが、イリーナは気にしないことにした。いつものことだ。

「だから、もし悪いことをしても、それを悔い改めて、やり直せるなら……それが、ファリス様のご意思かなあって、ちょっと思います。どうすればいいのかわからないんですけれど」

　自分でも、少々自信なさそうに、イリーナが呟つぶやく。ヒースは妹分を力づけるように、その肩かたを叩たたくと、ぱん、と大きな音がした。行きかう工夫たちの笑い声が聞こえている。

「まあ、何だ。何事も、俺様の野望に添そう形でがんばれ」

「女おんな塾じゆくの野望と、ファリス様のご意思がどんな形で添いあうのかさっぱりわかりません」

「おい」

　不意の呼よびかけは、小さな声だったが、イリーナは弾はじけるように振ふり返かえった。首どころか、身体からだ全体で振り返っている。びっくりしたのは、むしろ呼びかけたほうで、その様子を見ていたヒースが、微び妙みようににやにやと笑い出している。

「……よく聞こえたな」

　立っていたのはフェルツだった。イリーナの勢いきおいに吞のまれたように、きょとんとした表情を浮かべている。

「無視しないって、約束しましたから。ヒース兄さんともさっき話していたんですけど。悔い改める気持ちがある人を、ファリス様は見放したりしません」

「約束だったか？」

「約束しました。わたしが、勝手に」

　妙な表情をしている少年に、イリーナが胸むねを張はる。

「だって、貴方あなたは多分悪い人じゃないですから。態たい度どが悪くて、口が悪くて、素す直なおじゃなくて……」

　そこまで口にして、微妙な顔をしたのはイリーナだ。

「──……何だかまるで、ヒース兄さんみたいです」

「「一いつ緒しよにするな‼」」

　ヒースとフェルツの言葉が重なった。

「いや、そんなことを聞きに来たんじゃない」

　少し考えて、まあいいかと思ったらしく、フェルツは首を左右に振ってから表情を引き締しめる。

「昨日の夜、誰かが工事現げん場ばに入ったらしい形けい跡せきがあるんだってよ。さっきサンザがぼやいてた」

　地下を下水用に掘ほり進んでいる中を、周囲を整えるための煉れん瓦がを運んでいたらしく、空の持もち籠かごを降おろし、その上にまた新しい煉瓦を運ぶために積み上げながら、フェルツは中ちゆう腰ごしになって冒ぼう険けん者しやたちを見上げた。

「工事現場に入った？」

　意外そうに、ヒースが首を傾かしげる。

「ああ。テントと……地下だな。夜は板で蓋ふたをしてるはずなんだけどな。それが、微妙にずれてたんだってよ」

　カチャカチャと、手早く煉瓦を積み上げていく音がする。「よっ」と声を上げながら、フェルツはたっぷりとした重量感のありそうな持籠を、担かついで立ち上がろうとする。

「特に何かがなくなってたりは、してないみたいだけどな。サンザが相談するかしないか、悩なやんでたみたいだ」

　少しだけよろめき、肩越ごしに振り返りながら、フェルツは二人へと言葉を続ける。イリーナが腕うでを組んで首をかしげると、神官帽ぼうがずるずるとずれて、ヒースの手の中に受け止められた。

「何で悩むんですか？　汗あせ臭くさいです」

「汗臭いのはお前だ、イリーナ。それをいうなら水くさいだ」

　落ちた帽子をイリーナの頭に戻もどしながらヒースは、かつて家庭教きよう師しをしたこともあるはずの幼おさな馴な染じみへと、生なま暖あたたかい表情を向けている。自分の労力を返せといいたいらしい。

「誰が汗臭いんですか！」

「いや、そんな可哀かわい想そうなことは俺様には言えん。……多分、特に被ひ害がいがないってことと、単なる悪戯いたずらかもしれないだろうし、それを俺たちに報ほう告こくして、夜の見張りで報ほう酬しゆうを追加させられるのも困こまるってことなんじゃないか？」

　ヒースの視し線せんが、テントで話し合っているサンザたちへと一いつ瞬しゆんだけ向けられる。話している内ない容ようまでは聞き取れないが、卓たくに広げられた図面を覗のぞき込こんでいるものはない。

「まあ、一いち応おうおやっさんにも言っとくか。雇やとい主が何も言わないのに、俺たちがしゃしゃり出るのも変だろうしな」

「それに、近いうちに工事の追い込みで夜を徹てつして作業しなくちゃなんねえかもしれないから、そうなると夜の悪戯に気を払はらう必要もないだろうし」

　そういえば、そんなことも言っていたなと、ヒースは納なつ得とくしたように頷うなずいている。

「それにしても、詳くわしいなお前」

　工事現場へと戻ろうと、歩き出したフェルツに、ヒースはからかうような声をかけた。

「……強きよう制せい労働の前から、ちょこちょことサンザの親父おやじのところで働いてたからな。色々面めん倒どう見てもらったり、結けつ構こう気心知れてるんだ」

　その答えに被かぶさるように、不意にフェルツの脚あしが向かう先、下水工事用に掘った穴あなから、悲鳴のような声が響ひびく。

「うわぁああ！」

「出たーっ！　モンスターだぁあ！」

　穴の向こうからは、こもった悲鳴が聞こえてくる。テントで話し合いをしていたらしいサンザもその騒さわぎに慌あわてて跳とび出し、ヒースとイリーナは弾はじけるように走り出していた。

　ドクドクと、自分の心しん臓ぞうの音が大きく鳴りだしたのを、イリーナは感じとる。

　掘り進んでいる場所に続く穴からは、縄なわ梯ばし子ごを伝って工夫たちが次々に飛び出してきており、二人はなかなか中に入ることができない。ガルガドとノリスが先に中に入ってるはずだが、なかなか駆かけつけられず、かといってパニックを起こしながら縄梯子を登る工夫たちを踏ふみつけて降りるわけにもいかない。

「ヒース兄さん、ガルガドさんたちが、先に中に入っています！　早く手伝いに行かないと……折せつ角かくのお仕事なのに、現場に辿たどり着けないなんて間ま抜ぬけです！」

「わかってるわい！」

　妹分へと嚙かみ付くように返事をして、ヒースは流れに逆さからいながら、地下への階かい段だんを下りていこうとして……流れに押おし返されている。たまりかねたイリーナが、登ってくる男たちを搔かき分けて、縄梯子に取り付いた。

「すいません！　失礼なことだとは重々承しよう知ちしてますので、後で謝あやまらせて下さい！」

　そのまま、ぐいぐいと肉体労働に従じゆう事じする男たちから、縄梯子の権けん利りを主しゆ張ちようするよう、無む理り矢や理り押しのけ、両手に縄梯子を握にぎる。イリーナのこじ開けた路みちを、ヒースが気を取り直してついていく。

　赤い鎧よろいの少女は、登ってくる工夫の握る縄梯子を、ぐるっと反対にひっくり返した。バランスを崩くずして、落ちていく男の悲鳴や、恐きよう慌こうを起こした声がわんわんと穴から反はん響きようして聞こえていた。それを一いつ旦たん無視して、少女は縄梯子を降おりていく。背せ中なかを穴の壁かべに、体の前面を縄梯子に挟はさまれて、動けなくなってしまった逞たくましい工夫の足や手を踏まないようにしながら、程ほどなくイリーナは最後の数段は飛び降りて、下水の工事現げん場ばへと降り立った。

　円形に壁と天てん井じようを覆おおう下水路は、まだ、水を流していないので、単なる地下の通路と変わらない。しかし、すでに一部は他の下水につながっているのだろう、つん、と腐くさった残飯や汚お水すいの悪あく臭しゆうが、ここまで流れてきていた。

　天上を円形に整え、端はしに通路のための段がしつらえられているが、まだ水が流れていないため、そのまま広い水路を走っていく。まだ、何人か残った工夫が、道具を放ほうり出して縄梯子の場所へと走ってくる。

「おい！　何が出たんだ！」

　ヒースが鋭するどい声で問いかける。どうやらイリーナがはしごをひっくり返したときに落ちたらしい男が、腰こしをさすりながら起き上がってきた。

「……蟻ありだよ！　ものすごくでかい蟻が、掘ほり進んでた先から出てきたんだ！　いきなり、空くう洞どうが現あらわれて……」

「蟻？」

　ちっとヒースが舌した打うちをする。

「巨大蟻ジヤイアント・アントか？　さすがに、文ぶん献けんで読んだことしかないぞ。あいつら、確たしか〝眠りの雲スリープ・クラウド〟は効きかないんだよな」

　ヒースクリフは、『賢けん者じやの学院』で、魔術師ソーサラーとしての技わざだけでなく、賢者としての様々な知ち識しきも蓄たくわえている。そのなかの怪かい物ぶつにおける知識を総そう動どう員いんし、該がい当とうするものを見抜こうとする。怪物に対する知識、弱点や生せい態たいを知っているのといないのとでは、戦いに対する有利さがまったく違ちがう。

「ガルガドさんたちは⁉」

　起き上がった男の首根っこを捕つかまえるようにして、イリーナが問いただした。

「奥おくだよ！　オレたちを逃にがすために戦ってくれてる！」

「ヒース兄さん！」

　男がすべてを言い終わらないうちに、イリーナは彼を解かい放ほうすると、ヒースを振ふり返る。かなり掘り進まれている水路の奥は、ろくに光こう源げんがないため闇やみが濃こい。その向こうで、わずかに剣けん戟げきの音が響ひびいた気がした。篝かがり火びの燈とう台だいは、この混乱でほとんどが倒たおされ、踏まれて消えかけている。

「……今度は、俺おれたち用の灯あかりをあらかじめ用意しておくか。〝暗黒よ、光の前に立ちされ〟」

　舌打ちをすると、ヒースは自分の杖つえの先に手をかざし、聞き取りにくい声で呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

『古代語魔法ハイ・エンシエント』である。かつて、魔法の力によって大陸を支し配はいした、古代魔法王国が残した、遺い産さんの欠片かけら。マナと呼よばれる力を源みなもととする、魔法である。熟じゆく練れんすれば、巨きよ大だいな爆ばく発はつや鋭するどい冷気によって周囲をなぎ倒し、さらには星の力さえ借りることができるといわれている。もちろん、ヒースはまだ、そのさわりというにもおこがましい程てい度どの熟練でしかなかったが。

　詠唱とともに、杖の先に明るい光がともる。それによって、周囲も明るく照らし出された。その光の先……水路の方では、背中が二つ、かろうじて視し認にんできる。その頭越ごしに、巨きよ大だいな蟻が立ちふさがっていた。二匹ひき、いる。それぞれが一匹ずつを担たん当とうしているが、止めるのに精せい一いつ杯ぱいの様子だ。

　黒光りをする外がい殻かくに身を包んだ、六本脚あしの巨大な昆こん虫ちゆうの姿すがたは、ドワーフであるガルガドと、小こ柄がらなノリスの向こうで一ひと際きわ大きく不気味なものに見えた。

「この暗さで、よく戦えてるもんだな、あの二人。……まあ、ドワーフは暗視ができるとはいえ」

　杖で先を照らす手伝いをしながら、すでに走り出しているイリーナを追いかけ、ヒースも走り出している。

「ガルガドさん！　ノリス！　遅おくれてすいません加か勢せいします！」

　水路は横道もあるが、ドワーフたちの所まではほとんど一直線だ。彼らのやり取りが、かすかに聞こえてくる。一いつ瞬しゆんだけ、彼らは視線で振り返り二人を確かく認にんしたようだった。

「遅おそいよー！　上でサボってたんだろ、ボクの攻こう撃げきじゃさっぱりなんだ、手伝ってよ！」

　泣き言をいう割わりには、ノリスは軽けい快かいに巨大蟻ジヤイアント・アントの顎あぎとをかいくぐっている。ガチン、と頭上で嚙かみあわされる牙きばの音に、「ひぇえ」と情なさけない声がした。ノリスが手にしている得え物ものは、小さな短たん剣けんだ。その刃はでは、なかなか黒く硬かたい甲こう皮ひを貫つらぬけないらしく、イリーナたちの姿を見た瞬間、すっかりよけることだけに専せん念ねんし始めたようだ。

　一方ガルガドは、ノリスのように身軽に攻撃を避よけることはできない。しかし、しっかりとした鱗鎧ラメラーアーマーによって、傷きずを最さい小しよう限げんで済すませようとしている。握りこんだ戦棍メイスで、一撃を蟻の脇わき腹ばらへと加えていく、重い音が未完成の水路に響ひびき渡わたっていた。ガルガドの攻撃ならば、なんとか蟻に傷を入れることができているようだ。

「遅いぞ」

　ガルガドも一言だけ口にし、奔はしりこんでくるイリーナのために、わずかに自分の位置をずらす。

　イリーナは迷まよわない。手にかけた両刃剣バスタードソードを一気に抜ぬき払はらい、走りこんできた勢いきおいで、そのまま切っ先を巨大蟻ジヤイアントアントへと突つきこもうとする。

　その一瞬前に、後方で足を止めていたヒースの呪文が完成する。暗がりの中に、輝かがやく杖が複ふく雑ざつな軌き跡せきを描えがいていた。

「〝万能なるマナよ、戦士の刃やいばに力を与あたえん〟」

　それと同時に、イリーナのかざした剣に、ふわっと淡あわい光が宿る。

「や、ぁああああーっ！」

　どかん、と地面を抉えぐる勢いで光る刃が水路を震ふるわせた。

　小石と土が、ばっと煙けむりのように舞まい上がる。イリーナの一撃は空を切り、水路の床ゆかに突き立っていた。

「逃げるとは、卑ひ怯きようなりです……！」

　半分土に埋うまった切っ先を引き戻もどしながら、悔くやしげにイリーナが巨大蟻ジヤイアント・アントを睨にらみ付ける。ガチ、と牙を鳴らす蟻の複ふく眼がんが、戸と惑まどったように少女を映うつしていた。

「イリーナ！　当てなきゃ倒たおせないぞ！」

　まったく、肉体的な戦いに対して心得のないヒースが、後方から叱しつ咤たする。

「わかってます！　でも当たらないだけです！　だって、避けるんです！」

　避けるだろ、そりゃ。

　その場の全員が、心でそう呟つぶやいた。おそらく巨大蟻ジヤイアント・アントも言葉が通じさえすれば、言ったに違ちがいない。

「……丸太人形なら、一撃粉ふん砕さいするのは簡かん単たんなのに！」

「いや、動かなくても、それを一撃粉砕できるのはすごいと思うな」

　自分の脇を通り過すぎた蟻ありの顎あぎとを避けながら、ノリスが笑った。力の抜けそうな笑えみだ。イリーナが再ふたたび剣を構かまえて攻撃のタイミングを計る。正眼に構え、今度こそは外すまいと呼こ吸きゆうを整えた。

「褒ほめられると、照れます」

「褒めてねえ、むしろ馬ば鹿かにしてるんだイリーナ！」

「してないよ！」

　ヒースの声に、ノリスが反はん論ろんしている。やはり、鎧よろいの硬いところをわざと蟻に嚙ませ、被ひ害がいを最小限に抑おさえたガルガドが、隣となりへと確認するよう視線を走らせた。その視線は、すぐにヒースへと向けられる。

「……イリーナ、実戦は初めてかの？……おい、ヒース！　そこのクソガキにも、今の魔ま法ほうを頼たのむ」

「無理」

　緊きん張ちようもあるのだろう。硬い表ひよう情じようで蟻をにらみつけながら、頷うなずくイリーナの後方で、ヒースの答えはにべもない。

「何でだ！　〝魔力賦与エンチヤント・ウエポン〟があれば、あの小さな短剣でも十分に戦力になるんだがの」

　少々情なさけなさそうに、ヒースは自分の色の褪あせたような金きん髪ぱつを搔かきまわした。ひょいと光を帯びる杖つえを見せ付けるように掲かかげ。

「……限界だ。こいつと、今ので。あと、何か撃うったら、俺様倒れる」

　魔術師ソーサラーは精せい神しんの力で魔法を操あやつる。精神力が強ければ強いほど、様々な魔法を駆く使しすることができ、その魔法に熟じゆく練れんするほどに使う精神力の負ふ担たんは軽くなる。まだ、魔術師ソーサラーとしては駆かけ出しのヒースは、さらに、精神力もしっかりとあるとはいえず、むしろ普ふ通つうの魔術師ソーサラーよりも許きよ容よう量りようが少なかったのである。

　ガルガドの顎あごが、落ちそうになる。魔法二つで限界というのは、もともと生まれつき精神力が豊かなドワーフには、理り解かいのしにくいことだったのだろう。

「今度こそぉおおお！」

　再び振ふるわれる両刃剣バスタードソードの軌き跡せきが、銀色に杖に宿った〝光〟の灯あかりを弾はじく。ガキン、と金きん属ぞくを擦こするような嫌いやな音が響ひびき、それとともに黄色い汁しるが巨大蟻ジヤイアント・アントの頭部から噴ふん出しゆつした。

　イリーナの狙ねらい澄すました一いち撃げきが、ようやく巨大蟻ジヤイアント・アントに食い込んだようだ。

　キシャアアァアアア、牙きばの間から軋きしるような音がほとばしるのは、巨大蟻ジヤイアント・アントの悲鳴だろうか。少女が片かた腕うでで振るう剣が、巨きよ大だいな蟻の頭部に深々と食い込んでいる。

　もともと、生まれつきイリーナの力は常じよう人じん離ばなれしていた。

　至し高こう神しんファリスの恩おん寵ちようと、言うものもいたが、神はその分をきっちりと別のところで帳ちよう尻じりを合わせていた。イリーナは力は強い。しかし、その攻こう撃げきを当てるための細やかな動きが、普ふ通つうよりも苦手なのだ。はっきりといえば、不器用なのである。

　そのため、一撃が当たれば強力だが、その攻撃が当たりにくい。

「……うう、剣が軽すぎて、手ごたえがいまいちです」

　悔くやしそうに歯は嚙がみをする少女が握にぎり締しめている両刃剣バスタードソードは、普通ならば大の男でも簡単に振るえないほどに重いものだ。冒ぼう険けん者しやの店でガルガドが何気なく触ふれたときでも、彼の手には余あまるほどの重さだった。実じつ際さい、振るえば腰こしが泳いでしまうことだろう。

「お金をためて、それでお父さんが元気になったら……絶ぜつ対たい、特注の大剣グレートソードを買うんです。こんな、小さな剣けんじゃなくて、ずっしりとした手ごたえのある、剣」

　自分を鼓こ舞ぶするように呟くイリーナの肩かた当あてに、避よけ損そこねた巨大蟻ジヤイアント・アントの顎が牙をつきたてる。しかし、十分に傷きずは入らない。

　ぼんやりとした光を放つ刃やいばが再び同じように、蟻の頭部を砕くだきに掛かかる。切るというよりも、叩たたきつけ、砕くといった力ちから任まかせの剣だ。勢いきおいに任せたガルガドの戦棍メイスも叩きつけられる。

　何かが砕ける音がして、ゆっくりと前のめりに倒たおれこみ──一体の蟻が動かなくなった。動かなくなる巨大蟻ジヤイアント・アントの身体からだに、イリーナの膝ひざから力が抜ぬけるような心地ここちがした。

「イリーナ、代わって！」

　しかし、蟻はもう一匹ぴきいる。ノリスがイリーナに鋭するどい声をかけて、一歩下がった。忙せわしく周囲を見回して、何かを見つけると、ひとつ頷く。そして、小さな盾たてを捨すてて、指先を巨大蟻ジヤイアント・アントへと突つきつけた。

「〝貫け、火の精霊サラマンダー〟！」

　ノリスが鋭するどく何かに命じる。通路の端はしに転がって、今にも消えそうだった篝かがり火びから、一直線に炎ほのおが飛んだ。それは、それることなく巨大蟻ジヤイアント・アントの喉のど元もとに弾はじけて、甲こう皮ひを焼いた。

「やった！　こっちのほうが効きくみたいだ！」

　会心の出来だったらしく、ぐっとノリスがこぶしを握る。

「精せい霊れい魔ま法ほうか⁉」

　その様子を見ていたヒースが驚おどろいた声を上げた。

『精霊魔法サイレント・スピリツト』とは、火や水、そして風や緑の中に存そん在ざいするという精霊に語りかけ、その力を借りて様々な効こう果かを及およぼす魔法だ。精霊の存在する場所でしか使用できないという欠点はあるものの、精霊魔法の素そ養ようを持つものは周囲の精霊を見ることによって、暗くら闇やみを苦にすることがない。

　なるほど、暗闇で戦えていたのも道理であると、ヒースは納なつ得とくして、一人頷うなずいた。

　自分の頭上で火線が弾ける様子に、一いつ瞬しゆん驚いたように動きを止めていたイリーナだったが、それがノリスからの援えん護ごだと理解すれば、緊きん張ちようもほぐれたか、薄うすく笑えみを浮うかべて剣を握る手に力を込める。

「意外な芸があるではないか、クソガキ！」

　ドワーフのマイリー神官も、賞しよう賛さんの声を上げた。

　親指を立てて応こたえるノリスの得意げな様子を背せに、イリーナとガルガドが残った巨大蟻ジヤイアント・アントに挑いどみかかる。

　一対三となった勝負は、すぐに決着が付いた。
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　彼らの冒険の初めての、勝利であった。
















第四章　通る下げ水すいは鬼おにばかり










　目の前には、巨大蟻ジヤイアント・アントの身体からだが二つ横たわっている。

　戦いの緊きん張ちようと高こう揚ようが去り、イリーナはその場にへたり込みそうになった。周囲を見回して、今いま更さらながら逃にげ損そこねた工夫はいないかと、確かく認にんする。振ふり返れば、ヒースの杖つえの灯あかりに照らされた先、縄なわ梯ばし子ごが掛かかる場所には人の姿すがたがなくなっている。

　誰だれもいないということは、皆みなが無事に逃げたということだ。肩かたに入った力を抜ぬいて、両バス刃剣タードソードを鞘さやに収おさめる。仕し舞まい際ぎわ、刃はの状じよう態たいを確認するも、硬かたい敵てきだったが刃こぼれも特にないようだった。

「勝ちました」

　隣となりで、やはり戦棍メイスを腰こしに戻もどしているガルガドへと、笑いかける。へにゃり、と表ひよう情じようが緩ゆるんだ。

「まあ、一いち応おうだがの。……正直色々と課題の残る戦いだったと思うが」

「まさか、ノリスが魔ま法ほうを使えるとは思いませんでした」

　くすぶっていた篝かがり火びを丁てい寧ねいに踏ふみ消していたノリスが、イリーナの言葉に振り返る。

「うん。ボクの家、お呪い屋ウイツチドクターをやってるんだよね。そのせいか、子こ供どものころから精せい霊れいを見る方法は、厳きびしく教わってたよ。……正直合わなかったけどさ」

　少々照れたような笑えみを浮うかべて、ノリスは鼻先を指で搔かいている。

　近づいてきたノリスとぱちんと掌てのひらを合わせ、ガルガドへと視し線せんを向ければ、ドワーフも無ぶ骨こつな掌を合わせてきた。ささやかに、健けん闘とうを称たたえあう。

　その様子を横目に、ヒースが、イリーナたちをすり抜けて、掘ほり進んでいた水路のさらに奥おくを確認しようと脚あしを進めた。

　まだ壁かべや天てん井じようを煉れん瓦がで整えていない、掘ったばかりの場所の一部に、こぽりと大きな穴あなが開いている。

「……あれだけ大おお騒さわぎして、二匹ひきしか出てきてねえんだ……巣ってことはないよな」

　呟つぶやきながら、ヒースはまだ明るく輝かがやく杖の先を、その空くう洞どうへと差し入れた。

「何かありますか？　ヒース兄さん」

　ヒースの動きを何気なく眼めで追っていたイリーナが立ち上がって、その隣へと向かう。少々興きよう味み深げに。

「いや、念のため、あの蟻ありどもが出てきた場所も調べとかないとな。じつは巨大蟻ジヤイアント・アントの巣をぶち抜いたってのなら、掘り進むルート変えないと、まとめて死ねる」

　巨大蟻ジヤイアント・アントは、巣に巨きよ大だいな女王や戦士を擁ようしている場合が多い。一匹二匹ではすまない場合が多いのだと、ヒースは簡かん単たんに説明した。

「さっきのは、多分雑ざ魚こだ。でかいやつらが出てきたら、騎き士し団だんに泣きつかんと……」

　光る杖の先せん端たんで、穴の向こうを丹たん念ねんに照らし出し、足あし許もとの状態を調べる。興味深そうにその様子を見ていたノリスが、ちょろちょろと近づいていく。

「……別に、他にでっかい蟻がいるような様子は見えないけど。他に、変な精霊が動いてる様子もないし」

　精霊使いシヤーマンの視力で、周囲を見回す。その言葉に、ヒースも慎しん重ちように頷うなずいた。

「だな。もしかしたら、巣分けの移い動どう最中だったのかもな。幸運だったが……そうすると、ファン近きん郊こうのどこかに、巨大蟻ジヤイアント・アントの巣があるってことだよな……一いち応おう、警けい備び隊に届とどけておくか」

「わたしたちで何とかならないでしょうか？」

「無理。その日を、自分の命日にしたいのなら、とめんが」

　暗い横穴を興味深そうに覗のぞきこむイリーナの言葉を、ヒースは一いつ蹴しゆうする。もう一度慎重に、穴の中を覗き込んでから、指の動きでノリスを呼よびつけてその場から離はなれた。体に付いた土を、手で払はらう傍かたわら、やってきたガルガドがやはり確認するように、穴を覗き込んだ。

「掘り進めるなら、周囲をしっかりと補ほ強きようして、巨大蟻ジヤイアント・アントが出てこれないようにしろということだの。サンザには忠ちゆう告こくしておこう」

　騒ぎが収まったと気付いたのか、地上へと上がる縄梯子の周囲に、工夫たちが三々五々下りてきているようだ。もっとも、まだ近くまでは寄よれないようで、ざわめきながら冒ぼう険けん者しやたちの様子を窺うかがっている。

「あれ？　誰か近づいてくるよ」

　穴の縁ふちで、まだ耳を澄すませていたらしきノリスが、ふと首を傾かしげた。

「まだ、蟻がいたか？」

　慌あわてて杖を小こ脇わきに穴から離はなれるヒースに、少年盗賊シーフは首を横に振っている。へたりこんでいたイリーナも、慌てて立ち上がろうとした。彼らの様子に、ノリスは少し慌てて首を横に振る。

「ちがうよ。人だよ、この足音。蟻のじゃない」

「は？」

　ノリスの言葉に耳を澄ませば、やがて、小さな足音ははっきりと聞こえるようになった。人波とは別の方向から、走る足音が聞こえてくる。真まっ直すぐ水路の奥おくに見える、縄梯子のほうからではない。その手前に見える、横道の水路を、誰かが走ってきているのだ。手に灯あかりを持っているようで、オレンジ色の光が、足音のリズムに合わせて、近づいてくる。

「おい……大だい丈じよう夫ぶか⁉」

　そこから跳とび出すように姿すがたを現あらわしたのは、浅黒い肌はだの少年だった。同時に、手にした松明たいまつで周囲を照らし、すでに騒ぎが収おさまっているのを確かく認にんすると、少し気まずそうな、照れたような表ひよう情じようを浮かべている。

「フェルツ」

　横道の水路に隠かくれるように一歩、下がってしまった少年に、緊きん張ちようを解といて座すわり込こみなおしたイリーナが、声をかけた。

「……一体誰かと思いました」

「お、い……怪け我が、したのか？」

　座りこんでしまっているイリーナに、水路の陰かげの少年が、焦あせったような色の滲にじむ言葉をかける。イリーナはぱちくりと目を瞬まばたかせ、ふるふると首を横に振ふる。

「してないです。ありがとう」

　イリーナが座ったまま、水路に伸のびた影かげを見つめて、頭を下げた。隠れているつもりなのだろう、けれど彼が手にした松明が、下水道となる地面に、影を浮き上がらせている。

「何が」

「心配してくれたんでしょう？」

「してねえよ、ばか！　あ、いや……どんな風に冒険者してんのか、気になったから、ちょっと見に来ただけだ」

　水路の奥でたいまつを振り回したようで、影が不安定に、大きく揺ゆれた。

「それって、心配って言うよねえ」

「まあ、一いつ般ぱん的にはな」

　こそこそとヒースとノリスが囁ささやきあっている。一いち応おう慮おもんぱかっているのか、小声ではある。

「しかし、フェルツ、お前さんよくここまでこれたの。縄なわ梯ばし子ご以外でも、ここに辿たどり着けるのか」

　ガルガドがイリーナに立ち上がるための手を貸かしながら、やはり少々遠い水路の奥へと問いかける。身長差に、あまり役には立たなかったが、イリーナはドワーフの低い位置の手をありがたく借りて、立ち上がった。

「……大体、下水路は把は握あくしてるよ。言ったろ、サンザのところでは、強きよう制せい労働を喰くらう前から働いてるって。縄梯子が使えなかったから、別の場所から降おりてきた。地図がなくったって、それくらいのことはできる」

「いや、大したもんだの。──おおい！　こっちは片かた付づいた！　危き険けんはないから作業を続けてもらって大丈夫だ」

　気楽に言いながら、ガルガドがその縄梯子のほうへと声をかけた。その声に応こたえるように、工夫たちがざわめきながらもゆっくりと戻もどってくる。放ほうり出した持もち籠かごや、つるはしを拾い上げ、少々不安げな様子を見せながらも、近づいてきた。

　巨大蟻ジヤイアント・アントの死体を見て、工夫たちはほっと雰ふん囲い気きを和やわらげていく。その波は次々に広がり、再ふたたび地下道に活気が満ちてきた。

「よう、お嬢じようちゃん。結けつ構こうやるじゃないか」

　工夫の一人が、イリーナの肩かたを強く叩たたいて通り過すぎる。同じ場所を何人かに続いて叩かれて、鎧よろい越ごしのせいで痛いたみはなかったものの、くすぐったさを感じてイリーナは頰ほおをうっすらと赤く染そめた。

「ありがとよ、助かったぜ」

「まさか、あんなデカい蟻ありが出てくるとはなあ」

　無ぶ骨こつな男たちが、ヒースやノリスの背せ中なかを叩いて、通り過ぎていく。ヒースはそのたびに咳せき込まされていたが、ガルガドは手を上げて応え、それを打ち合わせることで回かい避ひしていた。

「頼たよりにしてるぜ」

　工夫たちがガルガドから穴あなに対する忠ちゆう告こくを受け、それに対して頷うなずいている間に、フェルツもいつの間にか水路の陰から出てきていた。手にしていた松明を、燭しよく台だいへと挿さしているその背中を、イリーナは、声をかけるでもなく見守っているようだ。

　ふと、その視し線せんに気付いたかフェルツが振り返り……目を細めたかと思うと、ふい、と目を逸そらす。

「多分大だい丈じよう夫ぶだろうとは思うが……うっかりと、また連中が出てきたら厄やつ介かいだしな。しばらくは俺おれたち全員で、休みなしで作業を見み張はるぞ」

　再びつるはしの振るわれる音が、暗い通路に響ひびき渡わたり、全員に意思を伝えるためには、ヒースは少し大きな声をださなければいけなかった。

「あ、はい」

　視線を兄あに貴き分へと慌あわてて引き戻し、イリーナはこくっと、首全体を揺ゆらすようにして大きく頷く。ヒースはまだ明るく輝かがやく杖つえを肩にかけて、苦く笑しようしながら鼻の頭を親指で擦こすった。

「雛ひな鳥どりが巣立つ時の親鳥ってのは、こういう気分なもんかねえ」

「なんだ、いきなり。何か育てておったのか？」

　イリーナの視線の先を見ていないガルガドが、消えてしまった篝かがり火びをつける手伝いをしながら、首を傾かしげている。

「あれだよ、ヒース。定番のアレ、やんないの？　『妹が欲ほしければ、俺の屍しかばねを越えていけ』ってやつ」

　意外と早くにぴんときたらしいノリスが、冷やかすようにヒースを肘ひじでつついている。少し考えて、魔術師ソーサラーはゆっくりと大きく頷いた。ふふふ、と低く不気味に笑ってみせる。

「ふむ、それも悪くないか。何しろ、親父おやじさんは人事不省。実の兄貴は、行方ゆくえ不明と来ている。今こそ、俺様の出番と言うものだ。ぜひとも、あの若わか造ぞうには、俺様の屍を乗り越えて……」

「ヒース兄さんの屍がどうしたんですか？」

　いつの間にか近づいてきていたイリーナが、不思議そうに声を掛かけた。思ったよりも間近で聞こえた妹分の声に、偉えらそうに胸むねを張ろうとしていたヒースは、その姿し勢せいのままで横っ飛びに、壁かべに張り付く。

「いえ、なんでもないです、イリーナさん。俺を、屍にしないでください」

　出しっぱなしに握にぎっていた両刃剣バスタードソードを腰こしの鞘さやに収おさめようとしていた仕草が、今にも抜ぬくようにも見えたのだろう。ヒースはそのまま、カサカサとした横歩きで、すばやく距きよ離りをとる。その動きが面おも白しろかったのか、ノリスも真ま似ねをして壁に張り付いた。様子に首を傾げつつも、イリーナは真ま面じ目めに仕事の様子を見守っているガルガドのほうへと駆かけていく。

「いよぅ、フェルツ。お前さん、さっきどこから降おりてたんだ？」

　搔かき出した土砂を運び出す作業をしていたフェルツは、同どう僚りように話しかけられて振ふり返っていた。イリーナは何気なく、その話を耳にしていた。盗ぬすみ聞きのようで、失礼だとは思いながらも、何な故ぜか声を耳が追ってしまう。

　フェルツに話しかけた中年に近い年頃の男は、腕うで輪わをしていない。給料をもらっての労働者なのだろうと察せられた。

「通り二本向こうの広場の脇わきにある、排はい水すい口からだよ。あそこの人ひと避よけの鉄てつ柵さくは、ぐらついてるんだ」

「なんだ、そんなところがあったのか。お前もよく知ってるなあ。今度、遅ち刻こくしそうになったら使ってみるかな」

　カサカサとした笑う声が聞こえる。フェルツも、小さな笑えみを返したようだった。言葉の雰囲気が柔やわらかくなっている。

「ダスター、アンタのねぐらは北東の職しよく人にん通りの外れなんだろ。そこからなら、地下を歩いてくるよりも地上のほうがよっぽど早い」

「まあ、念のためっていうヤツだ」

　フェルツの頭を搔き回し、ダスターと呼よばれた男は少し猫ねこ背ぜに、土砂を盛もった持籠を背負って歩き出す。少年は穴の向こうへと、土砂を搔き出しにいき、中年男はイリーナたちの前を通って、縄なわ梯ばし子ごの元へと歩いていく。重い持もち籠かごを背負って、よろよろと通り過すぎた時、ふと、イリーナと視線が合った。

　灰はい色の目が、ちらりと値ね踏ぶみするようにイリーナの風ふう体ていを視線で嘗なめ回し、それから何事もなかったようにすれ違ちがっていく。

　やはり、同じようにその様子を見ていたノリスが、ふと眉み間けんに皺しわを寄よせた。微び妙みように首の後ろがちりちりとするような不ふ快かい感を感じ、それを振り払はらおうと左右に首を振っていたイリーナが、ノリスの様子を見て不思議そうに問いかける。

「……どうしたんです？　ノリス」

「あ、ううん。何でもない」

　イリーナの声に、はっと顔を上げて、ノリスも首を横に振る。

「何でもないよ」

　首の動きに、両手の動きを追加して「何でもない」と強調する少年の肩かた越ごしに、持籠を担かつぐ男の姿すがたが見える。足音もなく、縄梯子へと向かう姿は、土砂を詰つめた持籠を穴あなから垂たらしたロープへと繫つなぎ、それを引き上げる合図を送ると、自分も縄梯子を登っていった。
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　懸け念ねんしていた巨大蟻ジヤイアント・アントの来らい襲しゆうもなく、それから三日の間、イリーナたちは順調に下水路工事の護ご衛えいという仕事を勤つとめ上げていた。

　工事の手を止めさせるのは、精せい々ぜい巨きよ大だいなネズミの大たい群ぐんくらいのもので、それはヒースクリフの〝眠りの雲スリープクラウド〟によって、丸ごと眠ねむらされ、事なきを得た。もっとも、仲間ごと眠らせてしまったので、騒さわぎが収まるまで下がってみていたフェルツや工夫に起こされるまで、全員仲良く眠りに付いてしまうという失敗も起こしている。それが一番長く仕事を中ちゆう断だんさせた理由だったので、あとでガルガドにみっちりと説教をされたが。

　気がつけばノリスもすっかり輪に打ち解とけ、周囲の足音に耳を澄すませ、異い常じようがないかを確かく認にんする役として、重ちよう宝ほうされている。

　暗い穴倉から今日も解かい放ほうされた雇やとわれ人は、給料を手にして現げん場ばを後にし、また強きよう制せい労働者はサンザのところへと労働の終しゆう了りようを申しん告こくしに向かっていた。現場を囲うテントは、この時間はひどく混こみ合う。

「あと、五日ですね」

　今日一日の労働の申告をいち早く終えたフェルツに、イリーナが声をかける。振り返ったフェルツも、ここ数日でずいぶんと人ひと馴なれしたのか、睨にらむような視し線せんはずいぶんと柔やわらかくなった、と、イリーナは思っている。少年は浅く、かろうじてわかる程てい度どの頷うなずきを返した。

「そうだな」

「フェルツは、ここでのお仕事が終わったら、どうするんですか？　また今度はちゃんとサンザさんに雇ってもらうんですか？」

「……まだ、考えてねえけど。多分、そうなると思う。結けつ構こう、ここの雰ふん囲い気きは性しようにあってるしよ、サンザの親父おやじもそれを勧すすめてくれてる。ここが終わって、次の仕事場がどこかは、わかんねんけど……って、何でそんな顔してんだよ、お前」

　まだ少し、インクの付いた腕輪を袖そで口ぐちでぬぐいながら、フェルツはイリーナの表ひよう情じように思わず一歩下がりそうになる。眉まゆが、微妙なハの字を描えがいていた。フェルツの指し摘てきに、イリーナが不思議そうに自分の眉み間けんを押おさえて、揉もみ解ほぐすようにする。

「あ。気にしないでください。最近、何だか微妙にこんな風になるんです。変なんです」

「何か見るのに、気合を入れ過すぎるんじゃないのか、イリーナ。んー？」

　からかうように、脇わきからにゅっと伸のびてきた腕が、イリーナの鼻を摘つまんだ。ふがふがと、急の呼こ吸きゆう困こん難なんに、ばたばたとパニックを起こしかける少女の様子に、摘んだヒースが楽しげに笑う。

「何を見てるのに、気合が入ってるっていうんですかぁああ！」

「あ？　俺様にそれを言わせる気か？　おお？」

　イリーナの頭を抱かかえこむようにして、ヒースは少々意味ありげに、フェルツを見み遣やった。

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどったように、少年はぽかんとして、それから抱え込こまれてじたばたと暴あばれる、表情の見えない少女を見下ろして……少し慌あわてて視線を逸そらす。

　逸らした視線は、しばし遠い空を見つめてから……ひた、とヒースを見返した。

「いいです。何だか、とんでもない勘かん違ちがいをされそうな気もしますから」

「なんだと、イリーナ」

　妹分の反はん抗こうに、ヒースが口調に少々凄すごみを利きかせようとする。

「やめとけよ」

　兄妹きようだいのじゃれあいを、フェルツが止める。

「痛いたがってるじゃないか」

　何かを言い返そうとしたヒースの舌したが回るよりも先に、フェルツはイリーナの手をとって、引ひっ張ぱった。その動きにあわせるようにして、ヒースが手を緩ゆるめ……そのまま、半分前によろめきながら、少年に引かれていくイリーナの後うしろ姿すがたを見送ることになる。にやつくような笑えみを浮うかべようとして、どうも上う手まくいかずに、ヒースはぺちっと自分の片かた頰ほおを軽く張る。

「……攫さらわれちゃったねー」

　見ていたノリスが気楽に笑っていた。少し離はなれたところに、つんのめりながら歩いているイリーナに、引っ張りすぎたかと足を止めて、彼女の姿し勢せいが直るまで待っているフェルツの後姿が見えた。時折行きかう工夫たちの姿すがたにまぎれながら、お互たがい気付いているのかどうか、互いの手はしっかりと結び合わされている。

「うむ。見所があると、思っておいてやろう。……まあ、少々悔くやしさもなくはないが」

「悔しいんだ」

　にやつきの行方ゆくえをヒースへと切り替かえて、ノリスが茶々を入れていた。

「そりゃそうだ。ああしてイリーナの手を引いて歩くのは、一番年の近い、俺様の役目だったからな」

　ヒースクリフの視線がわずかに遠くなる。ヒースには小さな弟妹もいたが、彼らが森歩きを始めるよりも前に、ファンの街へと出てきたため、ヒースは実の弟妹たちと頻ひん繁ぱんに歩くということがなかったのだ。

「でも、ずっとイリーナの手を引いてたら、お金持ちのお嬢じようさんの手を握にぎってられなくなるよ」

「うむ、もちろんそうだ。それは大問題だな。というわけで、今回のことは、まあ良いタイミングだったということだ。俺様もいつまでもイリーナのこぶしを受けていたら、女おんな塾じゆく設せつ立りつ前に顔がボコボコになっちゃうところだぜ」

　魔術師ソーサラーの杖つえに顎あごを乗せながら、うむうむとヒースは頷うなずいている。微び妙みように空くう虚きよな笑い声を響ひびかせていた青年の背せ中なかに、ドワーフが声をかけた。現げん場ば責せき任にん者しやのサンザもいる。

「楽しげなところをすまんが、ヒース。……ん？　イリーナはどうした」

「いや、若わかいもんは瑞みず々みずしい果実の青春を送っているよ、おやっさん」

「わけわからん」

　あっさりと切り捨すてながら、ガルガドはサンザを促うながすよう、掌てのひらを動かした。話があるということか、ヒースとノリスが表情をそれなりに引き締しめた。

「イリーナには、後で話すさ。んで？　仕事に何か問題でも出たか？」

　ヒースの言葉に、サンザが首を左右に振る。

「そんなんじゃねえよ、むしろ逆ぎやくだな。毎日しっかりと働いてもらって助かるぜ。特に、最近じゃお嬢じようちゃんまで持もち籠かごを背負って土砂運びしてくれるんで、申し訳わけねえくらいだ。いっそ転てん職しよくを促うながしたいが……」

「まあ、引き抜ぬきは当人同士の話し合いでよろしく頼たのむ」

「それもそうだ。あと、五日で作業を全部完かん了りようしなきゃなんねぇが、どうも微妙に間に合いそうにねえんだ。悪いが、明日から夜中仕事に入る。作業の人員はその都度入れ替えるが……」

「夜間だけ、余よ分ぶんに冒ぼう険けん者しやを雇やとうことはできないってことだよな。つまり、俺たちも夜中続けて護ご衛えいに立てと」

　ヒースが、サンザの言いたいことを先回りする。恐きよう縮しゆくしたように中年男は頭を搔かいた。節ふしくれだった短い指先が、ばりばりと髪かみを搔きまわしている。

「まあ、今までが夜間は自じ宅たくで休めるという、破は格かくの待たい遇ぐうだったんだしの。普ふ通つう、隊商などの護衛といえば、朝から晩ばんまで休みなしが普通だ。休きゆう憩けいを順にとりながらな」

　ガルガドが言葉を挟はさんだ。まあ、そういうことなら仕方がないかと、ヒースは曖あい昧まいに頷いた。

「わしはマイリー神しん殿でんに断ことわりを入れれば問題ない。しかし、お前さんは賢けん者じやの学院だし、イリーナは親おや御ごさんが病気だと聞いておるからの」

「いや、俺は問題ない。イリーナも問題ないだろう……看かん病びようは、相変わらずさせてもらえていないわけだし。ま、あいつの看病なんぞ受けたら、治るもんも治らんから、外で適てき当とうに扱こき使ってくれと、おばさんも言ってくれていたしな」

　気を使ってくれていたらしいドワーフに、ヒースはからからと笑って見せた。

「ボクはね、ボクはねー」

　ヒースの背中越ごしに、まったく都合を伺うかがう数に入っていないらしいノリスが、注意を引こうと、ぴょんこぴょんこと跳はねている。その様子を肩かた越ごしに見み遣やり、ガルガドはあっさりと頷いた。

「ああ、都合が悪いならこんでもいいぞ、くそがき」

「ええっ、行くよ！　仲間はずれにしないでよ！」

　あっさりとしたガルガドの言葉に、ノリスが慌あわてて参加を表明している。おやっさんのノリス使いも堂に入ってきたものだと感心しながら、ヒースは妹分の行方を、視し線せんで確たしかめた。

　移い動どう式のテントの片かた隅すみで、木箱に並ならんで腰こし掛かけながら何事か話しているイリーナたちの姿は、すぐに見つかった。工夫たちの中で、イリーナの白い神官帽ぼうは、はっきりと目立つのだ。一度繫つながれていた手は、今は離はなされているが、イリーナは何だか不思議そうに、自分の掌を見つめている。その頰ほおが微妙に赤い気がするのは、夕日の色が映はえているせいだろうか。

「──……だから、もともとお父さんはオーファンの人じゃなくって……ファリスの聖せい騎き士しとして、邪じや悪あくを倒たおす旅をして、神殿長の娘むすめだったお母さんと出会ったんです」

「ふーん。神殿の娘って、やっぱり、ファリスの偉えらいやつと結けつ婚こんするんだ。それが普通なのか？」

　木箱で脚あしをぶらつかせながら、フェルツはイリーナの言葉に相あい槌づちを打っている。視線は、余よ所そを向いていても、ちゃんと話は聞いているらしい。こんなところも、ヒース兄さんにちょっと似にているなと、イリーナは思う。

「別に、普通というわけじゃないと思いますけど、やっぱり信じる教きよう義ぎが同じだと、気心知れているというか……あ、でも、わたしのお父さんがお母さんにプロポーズするとき、なんていったか知ってます？　『自分の〝病気治療キユア・デイジーズ〟を、これからずっと君のためだけに唱えさせてくれ』って。神殿長のおじいちゃんに、即そつ刻こく蹴けりだされたらしいですけど」

　くす、と小さな笑い声が聞こえて、イリーナは視線を隣となりの少年にへと、おそるおそる移うつす。背を丸めて、フェルツが笑っていた。その肩が小さく震ふるえている。

　それに気付いて、イリーナの目が丸くなった。

「そ、それでね、それでね。諦あきらめなかったお父さんは、次の日に言ったんです。『君に何があっても、〝輪廻転生リーンカネーシヨン〟を唱えて、もう一度人生をやり直せるようにするから、一いつ緒しよになってくれ。そのためだけに、修しゆ行ぎようする』って。今度は、お母さんがお父さんを蹴りだしたそうです。〝輪廻転生〟っていうのは、生まれたときからもう一度人生をやり直せるようにする、すっごく難むずかしい魔ま法ほうで……」

「あははは。そりゃ縁えん起ぎが悪わりぃや、馬ば鹿かだな、司祭」

　フェルツが、今度は腹はらを抱かかえて笑いだした。

　意外と軽かろやかな笑い声に、イリーナの頰が思わず赤くなる。少年が、嘲あざ笑わらうのでもなく、苦く笑しようするのでもなく、純じゆん粋すいに楽しそうに笑ったのを見るのは、初めてだった。

　頰だけではなく、何だか胸むねまでほんわりと暖あたたかくなる。

「それでも、ちゃんと結婚して、お前ができてるんだもんな。すげえや」

「あ、はい。私もそう思います」

　うっかりとかくかく頷うなずいてしまい、さらにフェルツは笑えみを深めた。

「お前が、思っちゃだめだろ」

　笑いの余よ韻いんを残しながら、フェルツは木箱から軽く立ち上がる。こちらを見ているヒースの視線に気付いたようだ。ざわめきながら通り過すぎる工夫や、一仕事をおえて通り過ぎる人々の川が、間に流れている。

　フェルツの手が何気なく伸のばされて、ぺちゃんとイリーナの額ひたいを叩たたいて、離はなれていった。

「じゃあ、俺おれもまた礼れい拝はいに出るようにするか。ちゃんと、お勤つとめ終えたらだけどな。正せい義ぎの至し高こう神しんの礼拝に、こいつを付けて出る勇気はないけど……そんな無む茶ちややってる司祭の話聞いたら、ちょっと勇気でた」

　左手の輪を撫なでながら、フェルツはイリーナを振ふり返って、軽く手を振った。

「ファリス様は、悔くい改める心があれば、絶ぜつ対たいに見放されたりしません。わたしだって、フェルツを見放したりしないです」

　きっぱりと請うけ負いながら、イリーナは赤い鎧よろいに包まれた胸を叩く。

　何かを言おうとしたフェルツは、工事現げん場ばの隅すみに視線を止めて、少し焦あせったように駆かけ出した。何事かと、視線を追わせたイリーナの視界に、汚よごれた風ふう体ていの小さな子こ供どもが二人立っている様子が映うつった。フェルツは彼らに走りよると、屈かがみこんで話しかけ、子供たちは少年へと抱だき付いている。

　兄弟だろうか、とイリーナは首を捻ひねった。

　少年の横顔から窺うかがえる表ひよう情じようは、いつになく優やさしく見える。

『……似たような境きよう遇ぐうのガキってのはぽこぽこいてさ』

　ふと、昨夜の言葉がイリーナの脳のう裏りに蘇よみがえった。

　フェルツには、自分が食べるだけではなく面めん倒どうを見る相手がいたのだと、その横顔で理り解かいした。《小こ鳩ばと亭てい》の残り物を持って帰ったのは、あの子供たちのために違ちがいない。

「おーい、イリーナ！　そろそろ帰るぞ！」

　妹分を呼よび寄よせ、撤てつ収しゆうを告げる声が聞こえて、イリーナは少し慌あわてて仲間たちのところへと戻もどる。

　兄あに貴き分が、自分たちを邪じや魔ましないように、計らっていてくれたのを、イリーナは気付いていない。







　気がつけば、食事を取るのは《青い小鳩亭》と決まっていた。

「知ってる？　南西の職しよく人にん通り近くにある、宝ほう石せき商に、また強ごう盗とうが入ったって」

　すっかり顔なじみになったマウナが、慎しん重ちようにシチューを運びながらイリーナたちへと声をかけた。ちら、とイリーナを窺うように視し線せんで追ってから、ヒースは何事もないように、問い返している。

　相変わらず《青い小鳩亭》は行きかう冒ぼう険けん者しやたちで賑にぎわっているが、なかなか見た顔には巡めぐり合わない。それだけ、旅に出て仕事を請うけ負う渡わたり鳥が多いということなのだろう、毎日のように顔を出しているイリーナたちは、むしろ珍めずらしい。

「ああ、例の神出鬼き没ぼつのか？」

　パンを齧かじりながら、ヒースが頷く。みしっとイリーナのジョッキが何やら不気味な音を立てたようだったが、ガルガドは、そ知らぬ顔をしている。

「そうそう。襲おそわれた家のことは、あんまり広めないようにしているみたいだけど……ほら、信用とかあるしね。やっぱり人の口に戸は立てられないというか、特に、酒場では口が軽くなる傾けい向こうもあるみたいだし」

　マウナは数日前よりも格かく段だんに慣なれた動きで、料理を卓たくへと届とどけている。彼女の動きを見み張はっていた女将おかみが、注意をすることが少なくなったようで、つまらなさそうにしていた。

「……邪悪、許すまじです。絶ぜつ対たいに、絶対に、ぜええったいに！　見つけたら許しません！」

　がつがつとテーブルにジョッキを打ち付けるイリーナに、マウナが目を剝むいた。数日前に、イリーナが出会った強盗団だんの被ひ害がいのことを聞いていたヒースが、気にするなと手を振っている。

「あんな小さな子に、あんな怯おびえた目をさせるなんて！」

　あんな、と言われても見ていないのだから他の連中は反はん応のうし辛づらかったものの、かろうじてヒースが妹分の肩かたを叩いて宥なだめようとした。

「あの頃ころのロッテと、同じくらいの年ねん齢れいだったんだよな」

「……そうです。あの時のロッテと同じくらい、ちっちゃくて、黒い邪悪に恐こわがってたんです」

　イリーナが、ぎこちなくヒースの言葉に頷うなずいた。

「あの時も、わたし、助けられませんでした……助けたのは、結局クリス兄さんでした、わたし、なんにもできなかったんです」

　そうでもないだろ、と言いかけたヒースの言葉は、結局口から出なかった。妹が熊くまに襲われたとき、何もできない無力感に襲われていたのは、ヒースクリフも同じだったのだ。その代わり、口にしたのは別のことだ。

「イリーナ、あの黒い邪悪は『熊』という動物だ」

「そんな邪悪に名前など必要ありません！」

　ばちっとイリーナがテーブルにジョッキを叩きつけた。その拍ひよう子しに、木でできた杯さかずきの部分が底を抜ぬかし、金きん属ぞくの取っ手が取れた。幸い、中身は残っていなかったようで、テーブルを汚よごすことはなかった。マウナが「古くなってたのかしら」と呟つぶやきながら、ばらけてしまったジョッキを手に取って、新しいものと取とり替かえに行く。

「気持ちはわからんでもないがの。わしらの仕事は下水路工事の護ご衛えいだ。それをおろそかにするでないぞ」

　我われ関せずとばかりに、順調にジョッキを干ほしていたドワーフが、比ひ較かく的静かな声をイリーナへと向けた。

「わ、わかってます。……わかってます、けど」

　剣の音に怯おびえる小さな子こ供どもの丸い瞳ひとみが、イリーナのなかでぐるぐると渦うずを巻まいている。

「そんなに気になるなら、この仕事が終わってから、警けい備び隊にでも志し願がんするがよかろう。自分の役目ではないことに気をとられて、目の前の仕事を疎おろそかにしているようでは、冒険者失しつ格かくだの」

　ドワーフの静かな低い声が、淡たん々たんと語る。その穏おだやかな口調が、ささくれかけたイリーナの感かん情じようを柔やわらかく包んでくれたようだった。マウナから新しいジョッキを両手で受け取り、うつむいて、エールの表面を見つめる。

　ぎこちなく頷いて、ジョッキへと唇くちびるをつけ、冷たいエールの泡あわが、喉のどの奥おくを滑すべり落ちれば、少し感情も冷えたようだった。

「でも、許しちゃだめだって思うんです」

「いや、イリーナ。その心根は、尊とうといものだ。しかし、警備隊ではなく、冒険者としての仕事を選んだのであれば、与あたえられた戦い……いや、役目を疎かにするのは、けして正せい義ぎとは思えんがの」

　ゆっくりと、嚙かみ砕くだくようにして諭さとす言葉に、すこし目を丸くして、イリーナはガルガドをまぶしげに見つめる。

「──……ガルガドさん、神官っぽいです」

「神官だ！」

　今度激げつ昂こうしかけたのはガルガドのほうだ。

　それを横目に、ヒースが何気なく指先でジョッキの縁ふちをなぞっている。その動きにマウナが不思議そうに、「何？」と目線で問いかけた。

「……俺様の役目が、どんどん少なくなる。イリーナの説教は俺様の役目だったのに」

　ぐて、とテーブルに顎あごを乗せ、ヒースが少々気落ちした様子を浮うかべている。ノリスはその傍かたわらで、空のジョッキが頭に何個こ載のるかを試ためしている。話を聞いている様子はない。

「いいじゃない、野望に生きたら？　あのろくでもない私し塾じゆく造づくり」

「……何な故ぜ、俺様の夢ゆめを知っているのだ、見るからに貧びん乏ぼうったらしいハーフエルフ」

　がっつん、とヒースの頭に盆ぼんを叩きつけてから、ハーフエルフの給きゆう仕じはくるりと踵きびすを返そうとする。その背せ中なかを、呼よび止めたのは頭と両手で、合計七つのジョッキを載せてぐらついているノリスだ。

「ねえねえ、マウナ。ここって、お弁べん当とうの配達とかやってもらえるの？」

　ハーフエルフは、自分の胸むな元もとで親指と人差し指で、小さな円を作って見せた。

「これによるかしら」

　ようするに、お金ということだろう。

「じゃあさ、少し弾はずむから、明日からお弁当届とどけてくれない？　簡かん単たんなものでいいからさ。下水路工事の現げん場ばでも食事はくれるんだけど、あんまり美お味いしくないんだよね。それが一日中続くのは、ちょっと勘かん弁べんだよ」

　ノリスは、やだやだというように首を振ふっている。給仕のマウナは、少し腕うで組ぐみをし考えて頷いた。

「いいわ、あとでおばちゃんと相談してみる。ただ、混こみ合ってる時間は抜ぬけ切れないから、いつ届けてくれっていう指定はできないわよ」

「十分十分！」

　ジョッキを落としそうになりながらも、ノリスはちょこまかと踊おどっている。ついでに、ガルガドもその食事の出前の恩おん恵けいにあずかることにしたらしく、マウナへと色々と注文をしていた。苦手な漬つけ物ものが料理の中に頻ひん繁ぱんに出るらしく、それは抜いてくれと言っているらしい。了りよう解かいと応こたえているマウナは、機き嫌げんがよさそうだ。

　その様子を見て、何となくイリーナはマウナを見上げた。そのもの言いたげな視し線せんに気付いたらしく、ハーフエルフは軽く首を傾かしげた。

「なぁに？　サービス過か剰じようって思う？」

「あ、別にそういうわけじゃないんですけど」

　慌あわててイリーナが首を横に振る。ぶんぶんと勢いきおいよく。その様子にくすりと小さく笑いながら、マウナは自分の髪かみを包んでいた三さん角かく巾きんを取った。ふさりと金色の髪かみが肩かたへと落ちてくる。

「……いいじゃない。ちょっとくらいあんたたちの手伝いみたいなことをしても」

「お金は取るけどね」

「うるさい」

　少々照れ混まじりに、ハーフエルフはノリスの言葉を軽く盆の動きで封ふうじた。マウナの言葉に引っかかったか、イリーナの目が僅わずかに丸くなる。

「てつだい？」

「そ。……まあ、まったく興きよう味みがないって訳わけじゃないし……それに、あんたたちは、お金をもらって不安がってる人を守って、安心と、安全を提てい供きようするのが仕事なんでしょ？」

　外した三角巾の結び目を指で解ほどきながら、マウナは少し遠い目をした。酒場の壁かべを透すかすように、青い色の視線が遠くなる先は、彼女の故こ郷きようがあるというヤスガルンだろうか。

「村からここにくるまで、けっこう怖こわいこととか、不安なことがあったから……その、不安を取り除のぞいてくれるって人たちの仕事って、うらやましく感じるのよ」

　イリーナはふと、ここに辿たどり着いたばかりのマウナの姿すがたを思い出した。髪にも、肌はだにも泥どろが付いて、この季節には合わない煤すすけた色の外がい套とうには、焼け焦こげすらあった。

「だから、あんたたちみたいに、誰だれかを安心させられる仕事は、ちょっとうらやましい」

　そう口にして、マウナは少し恥はずかしそうに口くち許もとを押おさえる。

「安心させられる仕事……」

　イリーナは、彼女の言葉を繰くり返すように呟つぶやいた。

「……あたし、変なこと言ったかな。こうして、まともに話してくれるような人、故郷にはなかなかいなくって……もしかして、変なこと口走ってたら、ごめんね？」

　マウナの言葉に、イリーナは慌てて首を横に振る。短く切りそろえた髪が、顔の横で大きく広がるほど、強く振る。「ま、とにかくがんばって」と、軽く背を叩たたき、給仕の娘むすめはノリスとガルガドの弁当のリクエストを受けている。

　その様子を見ながら、イリーナも思わず、頼たのもうかと心を動かしたが……少し考えて、やめる。自分は、今はどれだけ切り詰つめても足りないくらいなのだ。

「贅ぜい沢たくは「素す」敵てきです」

　イリーナの呟つぶやきを読んだらしく、間かん髪はついれずにノリスが一言付け加え、テーブルには微び妙みような沈ちん黙もくが落ちた。







　イリーナ対ノリスという、微妙な対決が《青い小こ鳩ばと亭てい》で巻まき起こりそうになっていた頃ころ、遅おそくなった職しよく人にんや、家路を急ぐ物売りたちの行きかう夜の通りを、少年が歩いていた。

　やはり今夜も篝かがり火びが焚たかれ、街路を明るく照らしている。警けい備び隊らしき男たちが何人か行きかう、その度たびに、左ひだり腕うでの輪を隠かくすように服の中に入れていた。

　フェルツである。

　普ふ段だんどおりに、適てき当とうな安い食事を必要な人数分手に入れ、とっととねぐらで眠ねむってしまおうと思っているらしく、足は速い。辿り慣なれたファンの裏うら道みちへと滑すべり込こもうとして……何気なく、その足が止まった。

　ファンは、シーダー城じようのある勇者の丘おかを中心に、放ほう射しや状じように街路が巡めぐっている。ちょっとした、蜘く蛛もの巣のように見えるかもしれない。勇者の丘に近いほど、貴き族ぞくや商人などの豊ゆたかな者たちの邸てい宅たくが多く、外れにいくほど貧ひん民みん街になっている。そして、フェルツは限かぎりなく裏街に近い場所にねぐらを構かまえていた。何人かの子こ供どもが、フェルツにくっついて食べ物をほどこしてもらっている。一人で食べるにも窮きゆうしている彼が、それを振り払はらえないのは、彼自身、そうやって裏街の大人たちの恵めぐみにすがって生きてきたからだ。

　ファリス神しん殿でんは、勇者の丘に近い。

　何気なく、視し線せんを向けて……慌あわてて首を振ふる。

　オーファンのファリス神殿はあまり大きくはない。数人の司祭と、神官戦士を擁ようするだけのむしろ小さな神殿だ。時折、雨あま漏もりがするという。そんな中でも、貧まずしい者たちに配給を行ってくれるのが、どうしても食べられない日が月に何日かできてしまうフェルツたちには、とてもありがたかった。

　その中で、大口を開けて笑いながら、食事を配る少女がいたのを、フェルツは少し前から気付いていた。神殿長の司祭に頭を気安く撫なでられて、失敗しては叱しかられている姿を、何の気なしに眼めで追っていたこともある。

　腕輪に視線を落とし、何かを振り切るように首を振った。

　──……ファリス様は、見放したりしません。もちろん、わたしもです。

　イリーナの言葉が耳に蘇よみがえり、唇くちびるに無む意い識しきに笑えみが浮うかんだ。

　何だか頰ほおが熱くなったような気がして、それを冷ますために、街を流れる河かわへと足を向ける。普段は夜に沈しずむ流れも、今は灯ともされた篝火が映うつりこみ、蛇だ行こうしながら街を横切る水の流れを、遠くまで明るく照らしている。水辺を渡わたる風が心地ここちよい。

　この河の水は飲み水としては使用されていないが、洗せん濯たくや洗あらい物用として、ファンの人々の生活を潤うるおしていた。そのまま、ファン外周の堀ほりに流される水は、なるべく汚よごれないようにと下水路とは分けられている。

　下水路は、堀に流されるのではなく、もう少し掘ほり進んでファン外周の河へと注がれる。そのための工事のひとつを、フェルツはサンザのところで行っている。

　その下水路があるからこそ、かろうじて裏町でも最さい低てい限げんの衛えい生せいを保たもてている。下水路が完成しないままに夏が来れば、その一帯には、疫えき病びようが流は行やるかもしれない。

　川岸から少し離はなれた場所に、降おりるための穴あなが隠れるように開けられていた。

　下水路の整せい備びや、何年かに一度の掃そう除じのために中に入れるようになっている、入り口である。

　フェルツは何気なく、そちらへと近づいていく。そういえば、この入口から蟻ありと戦うイリーナたちを気にして、下水路を駆かけたのだと思い出した。鉄てつ柵さくは子供や酔よっ払ぱらいが入り込まないためのものだが……。

「……れ？」

　近づけば、下水の臭しゆう気きが強く漂ただようため、普段はあまり人が近づかない。フェルツは慣れてしまったが。その入口を塞ふさぐ柵が、妙みように軽い。ぐらついている、という程てい度どのものではなく、軽く押おしただけで倒たおれる、見せ掛かけだけのものに変わっていた。

　数日前にフェルツが通ったときには、少し重くずっしりとしていたはずだ。

　その下……地面が妙にしっかりとしている。何人も人が行き交かったかのように。

「……まさか？」

　その疑ぎ問もんに答えるように、いくつかの慌あわただしい足音が、迫せまってくる。それは、目の前の下水路を通ってきているようだった。咄とつ嗟さに隠れようと、思い立つも、周囲に身を隠せそうなところはない。むなしく辺りを見回すだけだ。

「うわ……！」

　目の前に、数人の男たちが飛び出してきた。せめてその場から遠ざかろうと、方向を転てん換かんしかけたフェルツに、そのうちの一人がぶつかる。ガチャン、と金きん属ぞく音がして、男の抱かかえていた袋ふくろが落ちる。ザラッと、銀貨が転がり出て、月光に煌きらめいた。

「フェルツ……！」

　もんどりうって倒れた少年を見て、男の一人が名を呼よんだ。男たちは六人。全員が顔を隠すように布ぬのを巻まいているが、その声には聞き覚えがある。

「……ダスター……？」

　そう言えば。

　ここの鉄柵がぐらついていることを、工事の時にダスターに話した。何気なく、ダスターは自分に下水路のことを頻ひん繁ぱんに聞いていた気がする。サンザではなく。

　ちっと舌した打うちの音が聞こえた。

　強い衝しよう撃げきが後頭部を走り、フェルツはそれから何も、わからなくなる。

　最後に残ったのは、明るい少女の言葉だった。

　──……ファリス様も、わたしも、見み捨すてたりはしません…──

　繰くり返し。繰り返し。
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　冒ぼう険けん者しやたちは、すっかり馴な染じみとなった場所に、いつもの時間に示しめし合わせて集合していた。

　大きく囲いで覆おおわれ、掘り進めた下水路を整えるための石や煉れん瓦ががひっきりなしに運びこまれる、活気付いているはずの下水路工事現げん場ばである。

　しかし、現場はすでにごった返しているにもかかわらず、ろくに作業も始められない様子だった。

　行き交う姿すがたの中には、工夫たちだけでなく、現場には警けい備び隊の姿も見える。右う往おう左さ往おうする中、サンザが警備隊へと文もん句くをつけているようだが、なかなか埒らちが明かないらしい。

　今朝は途と中ちゆうで出くわしたらしいヒースとイリーナが、互たがいに顔を見合わせた。

「……何があったんでしょう」

「サンザに聞いてみるか」

　頷うなずきあった二人に明るい緊きん張ちよう感のない声が割わり込んだ。

「例の、強ごう盗とう団だんが出たんだってさ。すぐそこの角の、リゥム商会に」

　ノリスである。すでに、騒さわぎを聞きつけて、詳くわしい話を拾ってきていたらしい。

「ほら、そこ」

　ノリスが示しているのは、ほんの数メートル先の店てん舗ぽだ。よく見れば騒ぎはそこを中心としており、工事現場は巻まき込まれているだけらしい。早く工事を再さい開かいさせろと、サンザが警備隊に食って掛かっているのが、遠目からもよく見えた。煉瓦を運んだり、土砂を運び出したりと、下水路の工事は往来をよく使う。強盗に入られた商会の被ひ害がいをよく調べるために、警備隊が、王宮の調ちよう査さ団まで率ひきいてきているので、道が上う手まく使えないようだ。

「う、うう～～～」

　イリーナが悔くやしげに唇くちびるを嚙かんでいる。強盗団への悔しさを思い出したのだろう。やり場のない怒いかりを、自分の帯びた剣けんの鞘さやへとがっつがっつとぶつけている。

「絶ぜつ対たい絶対、許ゆるしません！」

　半分吼ほえるように、イリーナは宣せん言げんした。

「わかったから、ほれ、中に潜もぐるぞ。今夜中に、今の通路をもとあった通路と繫つなげてしまう予定らしいからの。そうすれば、高級住じゆう宅たく区くからの下水路を裏うら町まちのものとつなげて、勢いきおいで外の河かわに滞とどこおりなく汚お水すいを流してしまえるそうだ」

　ガルガドが、ぽんぽんと宥なだめるようにイリーナの背せ中なかを叩たたいている。

「わ、わかりました……」

　悔しそうに、頷きながらイリーナは工事のための穴あなへと、縄なわ梯ばし子ごを降おりていく。ふと、イリーナの動きが止まり、何かを気にしたように周囲を見回した。視し線せんが何かを探さがすように彷徨さまよう。

「どうした、イリーナ」

「……あ、いえ、何でもないです、ヒース兄さん」

　慌あわてて首を振ふりながら、イリーナはそのまま不安定な縄梯子を降りていく。

「お、フェルツが来た。今日はちょいと遅ち刻こくだな、めずらしい」

「来たんですか⁉」

　自分でも思いがけないほどに声が弾はずんで、思わず赤くなった。穴の上から、ヒースがにやにやと笑いながら見下ろしている。何かを言い返そうとして、ぱくぱくと口が動くが、結局何も言葉が思い浮うかばなかったらしく、ぷいっと顔を背そむけそっぽを向いた。

「か、関係ありません！」

　そのまま、残りの梯子を一気に飛び降りる。がっしゃんと派は手でな音が響ひびいたが、特に怪け我がはなかったようで、鎧よろいの音を立てながらイリーナは掘ほり進むべき場所まで走って行ったようだ。ノリスも続いて飛び降りて、身軽に受身をとった。

「……にしても、あいつ顔色悪いぞ」

　ノリスの後に続こうとしたヒースが、眉まゆを顰ひそめる。視線の先には、確たしかにフェルツがいる。何事かをサンザと話そうとして……少し顔をしかめた。何か、痛いたみを感じたような表ひよう情じようだった。

「腹はら具合でも悪いのか……まあ、それはイリーナには言わないでおいてやろう、俺おれ様も理り解かいある兄あに貴き分、妹の憧あこがれに水を差すことはあるまいいぃいいぎゃあぁっ」

　はっはっは、と明るく笑うヒースの背中が、いきなり蹴け飛とばされる。そのまま穴に落ちそうになり、ヒースは慌てて縄梯子に取り付いた。

「何をする、おやっさん！　今一いつ瞬しゆん殺意がひらめいたぞ！」

　背中を蹴飛ばしたドワーフはひょうひょうとしてヒースの後に続いてくる。

「なかなか降りんからだ。後がつかえていたのが見えんのか」

　平静なドワーフの後から、工夫たちが次々と降りてこようとしていた。仲間の情の薄うすさを愚ぐ痴ちるヒースを無視して、ガルガドたちは通路を進む。

「いや、しかし……まだ、昨日でよかったぜ。今日、強盗があの商会に入っていたら、こっちが鉢はち合あわせしていたかもしれんからなあ。何しろ、今日から夜っぴて仕事なんだ」

　掘り進む方向を、図面で確かく認にんしながら近づいてきていたサンザがしみじみと呟つぶやく。

「そしたら、わたしたちが捕つかまえます！」

　イリーナのムキになったような声が、つるはしとシャベルの振るわれる音の合間に挟はさまった。ざくっと尖とがった切っ先が、音を立てて深く土にめりこんで、そのままその周囲をたやすく崩くずしていこうとする。

「そりゃ、頼たよりになるなあ。頼んだよ、お嬢じようちゃん」

「はい！」

　怒りのぶつけ場所を、見つけたイリーナは、いつのまにか一心不ふ乱らんにつるはしを振るっている。ザクザクと、一ひと際きわ大きな音とともに、少女の周りに土ど砂しやの山が築きずかれていった。サンザはその様子に、目を瞠みはっている。

「……いい、仕事人になると思うんだがなあ。アレで神官とは……もったいない。他に力の振るいようはねえのか」

　実に残念そうに、サンザは溜ため息いきを吐ついている。

　ヒースとガルガド、そしてノリスはこっそりとイリーナに見えない場所で深く頷うなずいていた。その視線を何気なく上げると、煉れん瓦がを運ぶフェルツの姿すがたが見える。ヒースは何気なく手を上げるようにして合図を送る。少年は、一心不乱につるはしを振るう少女の背中を見て……視線を背そむけた。

「……うむ、気の毒なりイリーナ」

　女を踏ふみ越こえかけたそのパワフルな背中に、圧あつ倒とうされたのだろうと判はん断だんし、ヒースはそっと目め頭がしらを押おさえた。







　工事現場では、少しずつ、交代で休きゆう憩けい時間が与あたえられる。

　もちろん自由に出かけることはできず、大たい抵ていの場合は地上に上がって、テントの中で体を休める程てい度どが精せい一いつ杯ぱいだ。

　テントには入らず、その脇わきで片かた膝ひざを抱かかえているフェルツへと、休憩時間をもらったイリーナが近づいていく。

「フェルツ、元気ないです」

　憎にくまれ口のひとつも返してくるかと、視し線せんを上げた少年に、イリーナは少々身み構がまえたが、予想に反して、視線を背けただけだった。何の感情も篭こもっていないような仕草に、心の奥おく底そこがちくりと何かで引っ搔かかれたような気がした。

「……わたし、何かしましたか？」

「…………」

　別に、と彼の唇くちびるは動いたようだ。声は聞こえない。

　イリーナは、何気なく隣となりへと座すわろうとする。フェルツは、少し距きよ離りをあけるように体をずらせた。僅わずかな距離だったが、それを詰つめるタイミングを逸いつし、イリーナはそのまま腰こしを下ろした。

「──……」

　沈ちん黙もくが気持ち悪い。何か、話さないと。笑ってもらわないと、と何な故ぜか焦しよう燥そう感を感じて、イリーナが話題を探さがそうとする。

「あっ、あのね、フェルツ。お父さんの、三回目のお母さんへの求きゆう婚こんがどんなだったか、まだ話してませんでしたよね⁉」

「──……強ごう盗とう」

　ぼそ、とイリーナの明るさを装よそおった声を遮さえぎるようにして、フェルツが少々しわがれたような声で呟いた。

「どうしたんですか、フェルツ。声が変です」

「なんでもねえ。……強盗団だん、そこの、リゥム商会、襲おそったって……」

　イリーナの言葉に反はん応のうすることなく、フェルツは言葉を続ける。ちゃんと反応が返ってきたのが嬉うれしくて、イリーナは大きく頷いた。

「はい。ご主人と使用人の方が切りつけられて、重じゆう傷しようらしいです。許ゆるせません！」

　イリーナがまた強くこぶしを握にぎる。それを横目に、フェルツは掠かすれを帯びた声で呟いた。

「……もし、やむにやまれぬ事じ情じようとか、あっても……許せねえ、のかな」

「何を言ってるんですか！」

　握ったこぶしが、地面に叩たたきつけられる。茶色の瞳ひとみは、きつい視線で、フェルツを見返した。

　イリーナの瞼まぶたには、まだ怯おびえて目を見開いている、小さな女の子の姿がはっきりと残っていた。自分から怯えて後じさる少女に、そんな恐こわがらせる目に遭あわせたという強盗団に、はっきりとした怒いかりを覚える。きり、と歯を食いしばる音が響ひびいた。

「フェルツみたいに、どうしても生きていけなくて、困こまって盗ぬすみをしてるんじゃないです、あいつらは！　ファリス様だって、わたしだって許せません！　見つけたら絶ぜつ対たいに成せい敗ばいします‼」

　大きな茶色の瞳の中に、ちらちらと炎ほのおが燃もえているようだった。それを正面から見返すことができずに、フェルツは視線を逸そらす。なかなか出会わない視線に、焦じれたように、イリーナはフェルツの両りよう頰ほおを手の中に捕とらえて、無む理り矢や理り自分のほうへと向けようとした。

　その力に逆さからえず、フェルツはイリーナの顔を間近で正面から見返すことになり……それでも、視線は合わせようとしない。

「何か、悩なやみ事があるんですか？　困ったことがあったりするんですか？　わたしでよければ話してください、絶対に……えっと、ファリス神官として、力になります」

　一いつ瞬しゆんだけ、言いよどんで付け加える。

　──ファリス神官として──

　フェルツの表情が、笑えみに似にた表情にゆがんだ。初めて出会った頃ころに、よくみた表情だった。

「……そうだよな。お前、ファリス神官だもんな」

　至し高こう神しん、正せい義ぎを尊とうとび、邪じや悪あくを打ち滅ほろぼそうとする五大神の、長。

「そうですよ」

　イリーナが自じ慢まんげに胸むねの聖せい印いんを示しめした。至高神の象しよう徴ちようである、光十字が刻きざまれている。それは、彼女の身を長く守ってきたのだろう、鎖くさりが幾いく分ぶんくすみを帯びていた。

「……あのさ」

　フェルツは、自分の乾かわいた唇くちびるを舌したで湿しめした。

「──…話を聞いたんだ。強ごう盗とう団の、次の目もく標ひよう……」

　強こわ張ばった表情を浮うかべながら、フェルツはイリーナに低い声で告げた。少女の目が丸くなる。少年は誰だれにも言うなと、唇の前で指を立てる仕草をした。

「どこで聞いたんですか⁉」

　イリーナの顔色が変わるのを、フェルツは静かに見守る。両手を地に付いて、少年のほうへと身を乗り出すようにして、問い詰つめようとした。

「……あいつら、地下水路や下水道を使って、移い動どうしてたんだ」

　だから。最初にイリーナが襲われた商会に駆かけつけた時、反対側から警けい備び隊が駆けつけたにもかかわらず、誰も強盗団の姿すがたを見なかったのだと、イリーナも思い当たる。

「覚えてるか？　昨日、現げん場ばの小屋を荒あらしてたのも、あいつらさ。水路の地図が欲ほしかったんだ。どこから地下に潜もぐって、どのルートを辿たどればどこに出ることができるかを知りたかったんだろうな。でも、サンザはそんなもん置きっ放しにしていないし、頭の中に入ってるから、必要ないって、知らなかったのさ」

　フェルツの声はかすれて聞きにくい、唇の端はしに血が付いていることを、身を乗り出して顔を見つめて、初めて気がついた。

「フェルツ、怪け我がして……」

「恐こわいよ、オレは……俺が聞いたことを、連中は気付いたみたいだった。追いかけてくるかもしれねえ」

　片かた膝ひざを抱えたフェルツの表情が見えなくなる。黒い髪かみが頰に落ちかかり、目が伏ふせられて瞳の色も見えなくなった。

「……だから、様子が変だったんですね」

　色を失い精せい彩さいを欠いたフェルツの様子に得心がいったように、イリーナは深く頷うなずいた。そのまま、少年のほうへと膝を乗り出す。

「どこなんですか？　次の強盗団の目標は。教えてください、警備隊にも知らせて……」

「強きよう制せい労働喰くらってるオレの話なんて、警備隊が信用するかよ。だれも、守ってくれるヤツはいない、ねぐらには面めん倒どう見てるガキどもがいるんだ」

　ガキどもがいるんだ、と。フェルツはもう一度、強調するように繰くり返した。

「オレが帰れなかったら、食うにも困るんだ」

「大だい丈じよう夫ぶです、絶対に大丈夫」

　ぎゅっと、落ち着かせようとするように、イリーナはフェルツの手を握にぎる。強い握あく力りよくに、手が軋きしむような気がしたが、痛いたみは感じない。けれど、今は手てつ甲こうをしているせいだろうか、フェルツにはイリーナの手のぬくもりも感じられなかった。

「守りますから、絶対に守りますから。何があっても」

　くす、と目の前で小さな笑みが零こぼれ、イリーナは不思議そうに首を傾かしげる。

「何で笑うんですか？」

「──……普ふ通つうは、さ。反対だよなあ、これ」

　泣き笑いに似た表ひよう情じようで、フェルツが呟つぶやいた。男女の役やく割わりが反対だといいたいのだろう。意味を考えて、思わずイリーナが赤面している。

「ファリス神官の役割に、男女の区別はないんです！」

　握った手を慌あわてて離はなしながら、イリーナは立ち上がった。ちょうど、上がってこようとしていたヒースの頭が、穴あな越ごしに見えて、そちらへと駆けていく。

　フェルツは、じっと自分の手を見つめる。離された手は、ぬくもりを感じていなかったはずなのに、妙みように冷えていくような気がした。

「よっ、イリーナ。なんだ、接せつ吻ぷんのひとつもしてるかと思ったぞ、俺様……ひぎゃあぁああ⁉」

　どうやら少し前から、生なま暖あたたかく二人の様子を見守っていたらしい。軽口を叩たたくヒースの背せ中なかを、イリーナが蹴ける。

　縄なわ梯ばし子ごから落ちていくヒースの声が、現場にこだました。
















第五章　遅ち刻こく少女










　すでにとっぷりと、日は暮くれて、今日も往おう来らいのそこかしこに篝かがり火びが焚たかれていた。強ごう盗とうに対する警けい戒かいのためだが、街路が明るいせいだろう、普ふ段だんは夕方で家に引っこむはずの子こ供どもたちが、はしゃいで駆かけ回っている姿すがたも時々見かけられる。

　まだ、人の行き交かいは多い。時折馬車も通る。

　それを避よけながら、イリーナは駆け足で大通りを横切っていく。

「……少しだけ、少しだけです」

　呪じゆ文もんのように唱えながら、イリーナはフェルツから聞き出した、強盗団だんが狙ねらう店──宝ほう飾しよく店てんだという──へと、向かっていた。

　イリーナは、フェルツからの情じよう報ほうをヒースたちに話した。けれど、ヒースたちは警けい備び隊へとその情報を話すだけで、後はそちらに任まかせれば良いと、動こうとはしない。焦じれたイリーナは、休きゆう憩けいの隙すきを見計らって、警備の状じよう況きようを確かく認にんするためにファンの街を斜ななめに突つっ切ろうとしていたのである。

「負ふ傷しよう者しやも、死者も出ている強盗団です。邪じや悪あくです、なのに……警備隊に任せるだけなんて……」

　一歩ごとに、腰こしの剣けんが揺ゆれている。

　息を弾はずませながら、イリーナは大通りを見回した。強盗団は夜よ更ふけに活動している。そろそろ、人通りも少なくなる時間帯だ。

「えっと……あとは、南の通りを横道五本分、下って……その先に、下水路からの上がり口が」

「イリーナ⁉」

　聞き覚えのある声が、通りを下ろうとしていたイリーナにかけられた。目を丸くして、振ふり返れば、大きな手て提さげ籠かごを持ったハーフエルフが、こちらへと手を振っている。目の前の通りを、金物屋の荷車が横切っていった。

「何やってるの、もしかして、ノリスがお弁べん当とう受け取ってこいとか言った？」

　荷車が通りきったのを確認して、笑いながら、気安く手を振り、金色の髪かみのハーフエルフは近づいてきた。いきなりのことに、イリーナは心しん臓ぞうを跳はねさせながら、近づくマウナを見上げる。

「そ、そうじゃないんですけど……」

　マウナが近づいてくれば、籠からふんわりと焼きたてのパンの香かおりがする。昨日ノリスとガルガドが注文していた夜食を届とどけにきたのだろう。

「まあ、いいわ。案内してよ、まだ行ったことがないし、ファンにも不案内だから、ちょっと心細かったのよね。イリーナがいれば安心だわ」

　明るく笑いながら、マウナがイリーナの手を引くように歩き出そうとする。そのごく自然な様子に、思わずたじろいでしまう。

「あ、その……わたし、ちょっと用があって……」

「用？　何か忘わすれ物でもしたの？」

　きょとんとして首を傾かしげ、マウナは青い瞳ひとみで真まっ直すぐにイリーナを見み据すえてくる。

「忘れ物じゃないです、ただ……フェルツに、強盗団のことを、聞いて、警備隊の人たちだけじゃ、心配で、何かわたしにもできないかと思って、駆けつける最中なんです」

「……は？」

　マウナの目が丸くなる。首を傾げながら、イリーナの言葉を整理しようとしていた。

「えーと、強盗団って、昨日言ってた連中のこと？　その手がかり？　でも、警備隊の人たちに、連れん絡らくしたんでしょ？」

「はい！　でも、わたしにだって、何かできることがあるんじゃないかと思って……」

　しっかりと拳こぶしを握にぎって、大きく頷うなずく。その真っ直ぐな視し線せんに、マウナが確認するように疑ぎ問もんを口にする。

「で、これからその現げん場ばに駆けつける、と」

「はい」

「工事の人たちを、置いて、と」

「でも、それは……！」

　勢いきおいこんで身を乗り出す、その瞬しゆん間かん。

　マウナの手が勢いよく振り上げられ、撓しなった。

　パン！　と乾かわいた音が響ひびく。

　マウナの手は、力いっぱいイリーナの頰ほおへと振り下ろされていた。

「……え」

　イリーナは、呆ぼう然ぜんとマウナの表情と、振り下ろされた手を見て、そして、じんわりと熱くなる自分の頰を指で触ふれる。しびれるような感覚が残っていた。

「……あんた、もしかして馬ば鹿か？」

　問いかける低い声の持ち主が、目の前のマウナだとは、イリーナは咄とつ嗟さには結びつかなかった。マウナの声は、いつも軽かろやかで明るく、店の中で華はなやかに響いていたはずだ。

「……イリーナ。あんた、何で冒ぼう険けん者しやになったの⁉　お金がなかったって、言ったわよね？　お金を稼かせぐ手しゆ段だんだって、それで、正せい義ぎを広めるんだって！」

　街の篝火を透すかして、青いマウナの目が、黒く見えた。静かに見えても、石炭のように、呼こ気きを吹ふきかければ奥おく底そこでメラメラと怒いかりの炎ほのおが燃もえたつようだ。

「そ、そうです！　正しいことを、したかったんです！」

　負けじと、イリーナも叫さけび返す。マウナは一歩も怯ひるまなかった。

「じゃあ、今あんたがしてるのは、正しいことなの⁉」

「……え」

　虚きよを突つかれたように、イリーナの動きが止まる。

「お父さんの病気を治すために、お母さんを楽にさせてあげるために、お金を稼ぎたいって言ってたわよね！　そんなにまでして必死で必要なお金を稼ぐ手段を、あんた馬鹿にしてるじゃないの⁉　あんたは、工事現場に現あらわれるモンスターをやっつけるのが仕事でしょ！　強ごう盗とう団だんをやっつけることじゃないでしょ！　あんたが、本当に喉のどから手が出るほど欲ほしいって思ってるお金を払はらう人たちは、その、大事なお金を払ってまで、確かく実じつな安全が欲しいのよ！　命も体も大事なのよ！」

　耳を隠かくしていた三さん角かく巾きんをむしりとり、マウナはそれをイリーナに叩たたきつけた。平手一発では足りなかったらしい、軽い布ぬのは、イリーナにダメージを与あたえることなく、ふわりと風に乗って地面に落ちていく。

　マウナの尖とがった耳が、月の夜にはっきりと照らし出された。
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「あたしだって、そうよ！　故こ郷きようの村からここに来るまで、どれだけ不安だったか、恐こわい思いをしたか！　もし、あったなら、お金を払ってでも安全にファンまで来たかったわよ。ないからこそ、山さん賊ぞくに追われて、恐い思いだってしたわ。あんなこと、もうたくさんよ！」

　何を思い出したのか、マウナの目じりにはうっすらと涙なみだが溜たまっている。イリーナは言葉もなく、ハーフエルフを見つめていた。




　──村からここにくるまで、けっこう怖こわいこととか、不安なことがあったから……その、不安を取り除のぞいてくれるって人たちの仕事って、うらやましく感じるのよ──




　不意に、イリーナの脳のう裏りに、少し照れたようにそう言っていた、マウナの表ひよう情じようが蘇よみがえる。

　頰が、じんと熱い。

「お金がなかったから、そういう恐い目にあうのよ。そりゃ、お金の問題だけじゃないってわかってる、でもね、あんたが必要としているお金を払う側は、すがりつくような思いで、安全を……安心を欲しがってるのよ！　それを、ちょっと別のことが気になったからって、役目を放ほう棄きするなんて……それこそ、詐さ欺ぎじゃないの！」

　マウナの言葉には容よう赦しやがない。イリーナは、思わず一歩後ろに下がる。まるでよろめくように。

「……わたし、そんなつもりじゃ」

「じゃあ、どんなつもりだったの！　強盗団を捕つかまえるのは、あんたを頼たよる工事の人たちを守るよりも、上？　あんたを頼ってる人たちは、下なの⁉」

「違ちがいます！　上とか、下とか……そうじゃなくて」

　自分が冒険者になったのは、両親のためだ。そして、それがファリスの御み心こころに適かなう行いができると思ったからこそだった。

　いつの間にか、イリーナは自分が自分の正義に順列をつけていたことに気がついた。

「……わたし、わたし。……どうしても、強盗団が許ゆるせなかったんです。あんな小さい子こ供どもを、恐がらせて、人を傷きずつけてまでお金を奪うばっていって……」

「イリーナ！」

　震ふるえる声で、イリーナはマウナへと呟つぶやいた。まだ言うのか、と、白い手が振ふり上げられかける。

「わたし……」

　イリーナは、それを受けるために、きゅっと目をつぶった。避よけることはしない。

「わたしは……？　自分がしなくちゃいけないことと、したいことを、取り違えていたんです……！」

　マウナの平手を待ち、目を閉とじながらイリーナは軋きしるような声で懺ざん悔げした。マウナの手が、振り上げられた位置で止とまっている。

「フェルツ、不安がっていたのに、工事現げん場ばに置いてきちゃいました。……大だい丈じよう夫ぶだからって、兄さんたちがいるからって……わたしに、不安を打ち明けてきたのに。わたしが守るって、約束したのに。噓うそをついてしまいました……噓なんか、つくつもりじゃなかったのに、自分で……わたしが自分で、噓にしちゃったんです……」

　歯を食いしばり、イリーナはいつまでも落ちてこないマウナの手に、訝いぶかしがりながら目を開けた。イリーナの言葉が、しゃくりあげるような奇き妙みような途と切ぎれ方をする。茶色の瞳ひとみに、手を振り上げたままのマウナの姿すがたが映うつった。その姿が奇妙に揺ゆらぐのは、瞳が潤うるみを帯びているせいか。

「モンスターだって、しばらく出ていないからって、油ゆ断だんしました。気持ちが緩ゆるんでいたんです。どっちが大事なのかって……大きいことと小さいこと、どっちも大事なのに、ううん、わたしを頼りにしてくれている、工夫の人たち……置いてきて……」

　イリーナの口が、真横に引き結ばれる。泣くのを我が慢まんしている小さな子供のように。

　マウナが、ぱちん、と。今度は軽くイリーナの頰ほおを張はる。

　音だけの、軽いものだった。そのまま、ハーフエルフが少女の手をとって歩き出す。まるで引っ張るような早足に咄とつ嗟さに付いていけなくて、イリーナは何歩かたたらを踏ふんだ。

「だったら、あんたのするのはここで、叱しかられてしょげてることじゃないでしょ！」

　手を引きながら立ち止まり、マウナが肩かた越ごしに振り返る。

「……はい！」

「もう、間違うんじゃないわよ！」

「はい！」

　涙で滲にじんで曇くもりそうな視し界かいを、拳こぶしでぬぐって。

　イリーナは迷まよわずにマウナの背せ中なかを追いかけた。

　本来の自分の居い場ば所しよへと向かって。







「イリーナのヤツ、どこに行ったんだ」

　地下の通路で、目の前の通路を行き交かう工夫たちを横目に、ヒースは溜ため息いきをついた。

「……まさかと思うが、本当に、強ごう盗とう団だんに狙ねらわれてるっていう店に向かったんじゃないだろうな」

　ありえる。

　一人にするんじゃなかったと、ヒースは今いま更さらながらに臍ほぞをかむ。呟きを聞きつけたガルガドが視線を合わせ、小さく頷うなずきあった。

「帰ってきたら、じっくりと説教をかましてやるがいい」

「そうする……と、おい、フェルツ、お前イリーナがどこに行ったか見なかったか？」

　何人かと休きゆう憩けいを交代をして、縄なわ梯ばし子ごで降りてきたフェルツに気付き、ヒースが少し大きめの声をかける。

　その時、背中でわっと明るい歓かん声せいが沸わきあがった。

　振り返ってみてみれば、どうやらようやく、繫つなぐべき下水路との路みちが繫がったようだ。工夫たちのつるはしを振るう動きが忙せわしくなり、煉れん瓦がで整えられていた向こう側の壁かべを崩くずし……はっきりと、水路の姿が篝かがり火びに映うつし出される。

「くさっ！」

　それと同時に、もともと壁の向こうを流れていた、下水の悪あく臭しゆうにその場の全員が鼻を押おさえることになった。まるで、重量を伴ともなうような悪臭が漂ただよってくる。それも、ようやく水路を開通させることのできた工夫たちにとっては、喜ばしいものらしい。歓声を上げながら、互たがいに肩を叩たたきあい、抱だき合っている。

「どうやら、今日の目標は達せたようだの」

　鼻を掌てのひらで覆おおいながら、ガルガドが安あん堵どした表ひよう情じようを浮うかべた。

「だな。おい、フェルツ……」

　鼻を塞ふさいでいるために、少々フガフガとした声になってしまうが、ヒースは強きよう制せい労働の少年へと振ふり返った。その後ろには、何人かの男たちがいる。一人には、覚えがある。フェルツと時折話していた雇やとわれの男、ダスター……といっただろうか？

「おい、フェルツこの向こうで間ま違ちがいないんだろうな。ミュラー家のすぐ傍そばに出るっていう出口は」

「ああ。間違いない。オレは、下水路をサンザの次の次くらいには知ってる……だから、俺おれに近づいてきてたんだろ」

「フェルツ？」

　言葉のやり取りに不ふ穏おんなものを感じ取り、ヒースは訝しげに眉まゆを顰ひそめた。その間に、ダスターが隣となりにいた男に、簡かん単たんに合図を送る。男は、初めて見る顔だったと思う。しかし、人の出入りの激はげしい雇われ人であれば、顔を覚えていないだけかもしれない。

　男は、指輪をしていた。

「……何」

「〝万ばん能のうなるマナの力よ、速すみやかに眠ねむりをもたらせ〟」

〝眠りの雲スリープ・クラウド〟か！　とヒースが声をあげようとした瞬しゆん間かん、男の詠えい唱しように呼こ応おうするよう、白い雲が周囲を包み込こむ。初級の古代語魔ま法ほうである〝眠りの雲スリープ・クラウド〟は、ヒースも使える。包み込んだものを速やかに眠りに落とす、使いようによっては非ひ常じように強力な呪じゆ文もんだった。

「まずい！」

　ガルガドもそれに気付いて、息を止めようとするも、間に合わない。その場で作業に従じゆう事じしていた工夫たちも、サンザも。そして、水路を覗のぞき込んでいたノリスも、ばたばたとその場に倒たおれていく。

「……やべ。……くそ、寝ねるな！　俺！　レポートの提てい出しゆつで三日完かん徹てつして、授じゆ業ぎように出たときのことを思いだ、せ……」

　ヒースも自分を叱しつ咤たして、眠るまいとするがどうしても瞼まぶたが落ちてしまう。

「これで、いいんだろう！　ガキどもを返せよ……」

　フェルツがダスターに向かって食って掛かかっている。

「仕事がきっちり終わってからだ！　何で、あのファリス神官を遠ざけた、一いち網もう打だ尽じんにしておけたものを、いつ引き返してくるかわかったもんじゃないだろう！」

「戻もどってこねえよ！　絶ぜつ対たいに！」

　反はん抗こう的な目が気に入らないと、蹴けりを入れられている音が、ヒースの最後の知覚だった。







「兄さん！　ヒース兄さん！」

「起きてよ、ガルガドさん！」

　意い識しきが途と切ぎれていたのは、一瞬だったような気もするし、ひどく長い時間だったような気もする。

　最後と思っていた記き憶おくの上に、妹分の元気な声が上書きされ、安堵したようにヒースはゆっくりと目を開いた。

「……ぁー、生きてる」

「何を馬ば鹿かなこと言ってるんですか！　しっかりしてください、ヒース兄さん！　現げん場ばの上でも下でも人が眠っていて……一体何があったんですか！」

　ばちばちと、手て加か減げんはしているものの強きよう烈れつな平手が、両りよう頰ほおに炸さく裂れつし、ヒースは慌あわてて顔をかばうように両手でガードした。

「やめて、やめて。繊せん細さいな俺様、壊こわれちゃう……って、どうしたイリーナ。俺は殴なぐり返すなんて恐おそろしいことはしてないはずだぞ」

　目を開けて、はっきりとイリーナを見返せば、その頰の片かた側がわがくっきりと赤く腫はれ上がっていることに気付いた。ヒースの視し線せんに、そんなにひどいのだろうかと、イリーナは自分の頰を確たしかめるように指で撫なでる。

「……ひっぱたかれちゃいました。痛いたかったです」

　ちょっと照れ笑いを浮かべながら、イリーナは腫れた頰を、手のひらで押さえて、ちらりとドワーフと盗賊シーフの少年を蹴り起こしているハーフエルフを見み遣やった。

「ちょっと、正しくないことをしでかしそうになって、慌てて戻ってきたら、皆みんな寝てるんです。一体何があったんですか？」

　ガルガドとノリスが起き上がろうとしている間に、ヒースは新しく通じた下水路の穴あなにすばやく視線を走らせた。すでに、人の気配はない。ダスターも、魔術師ソーサラーらしい男も、そしてフェルツの姿すがたもない。

「厄やつ介かいなことになったぞ、イリーナ」

　歯は嚙がみをしながら、ヒースは、自分が眠りに落ちるまでの出来事を、かいつまんでイリーナに話した。

「多分だが、あの男──フェルツは、例の強ごう盗とう団だんに弱みを握にぎられてる」

「え……」

　イリーナの顔色が白くなる。

「弱みって、一体なんで？　それに、一体何があったんですか！」

「ダスターとかいう、工夫を覚えてるか？　あいつが強盗団の一味だったらしい。本当の狙ねらいは、お前に教えた店じゃなくて、さっき新しく下水路が開いた先の……高級住じゆう宅たく街がいだ。そこまでの道みち筋すじを、フェルツに案内させてた。ガキがどうだかってのは、多分人ひと質じちをとられたかしたんだろう」

　ヒースの言葉に動どう揺ようしながらも、イリーナは最後に紫むらさきの瞳ひとみの少年と話した時のことを思い出す。ほんの少し前のことなのに、何だか随すい分ぶんと昔のことのように感じられた。

　──……ガキどもがいるんだ。

　フェルツは、そう繰くり返していたような気がする。

　──……だれも、守ってくれるヤツはいない。

　小さく呟つぶやいていた言葉が、イリーナの耳に蘇よみがえる。そして、倒れていた仲間と、工夫たちのことを思い出した。

「もしかしたら……」

　もしかしたら、フェルツは自分のことを守ってくれたのかもしれない。

　強盗団に巻まき込まれないように。偽にせの襲しゆう撃げき場所を、教えて。

　そして。

　イリーナは、そこまで考えて、心しん臓ぞうをひやりと氷で包まれたような気がした。

「そして、わたしは、フェルツの思惑おもわく通り、フェルツを裏うら切ぎったんだ……」

「イリーナ？」

　イリーナの呟きに、ヒースが訝いぶかしげに声をかける。

　絶ぜつ対たいに守る、なんて。

　見み捨すてない、なんて。

　フェルツは無理だとわかっていて、笑ったのかもしれない。役やく割わりが、あべこべだと。

「……噓うそを」

　少女の声が揺ゆらぎを帯びた。

「噓をつくつもりじゃ、なかったんです。……でも、わたしが、自分で噓にしてしまいました」

　その言葉の調子に気付いて、ヒースはいつものじゃれあいよりも、少し深めにイリーナの頭を小こ脇わきに抱だき寄よせようとした。

　ぐっと唇くちびるを引き結び、イリーナはそのヒースを押しのける。

「ヒース兄さん！　行きます！　邪じや悪あくを倒しに行きます！　この向こうです、それで……フェルツを叱しからなくちゃいけなくて……」

　自分を鼓こ舞ぶするように、工夫たちが新たに開けた水路への穴へと、びしっと指を突つきつける。

「ごめんなさいって、言わなくちゃいけないんです！」

　声が、震ふるえそうになるのを我が慢まんする。ぽっかりと、地下通路の奥おくには、イリーナの見たことのない黒い穴が開いていた。新しく貫かん通つうした下水路だろう。その間に、何人かの工夫が倒たおれていた。眠ねむらされているのだ。

「でも……」

　ついでに何人かの工夫たちを叩たたき起こしていたガルガドとノリスが、イリーナを見ていた。マウナも、気き遣づかうように彼女を見ている。

「でも、今しなくちゃいけないのは、ここの皆を守ることで……」

　無む防ぼう備びのままに、魔ま法ほうによって眠らされている工夫たちが倒れていた。しなくちゃいけないのは、彼らの安全を守ること。

「……おおい、お嬢じようちゃんたち。何があったんだ、一体」

　ノリスに起こされて、ようやく身を起こしたサンザが、大欠伸あくびをしながら周囲を見回した。まだぼんやりとしながらも、ぱちんと自分の頰ほおを張はって頭をしゃんとさせようとする。

「フェルツと、ダスターが一いつ緒しよにいたな。あと、得体の知れないヤツが一緒だったが……ありゃなんなんだ、あいつは、あと四日で、強きよう制せい労働が終わるんだ。万が一でも問題起こすようなこと……」

　視し界かいのどこにも、少年がいないことに気付いて、サンザが眉み間けんに皺しわを寄よせる。強制労働を喰くらう前から、下水路の仕事においてはフェルツの面めん倒どうを見てきた男だ。何かあったと、すぐに感じ取ったのだろう。表ひよう情じようを曇くもらせる。

「大だい丈じよう夫ぶです。仕事を続けていいです。わたしは、ここで皆みんなを守るのが仕事です！」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、イリーナはサンザへと笑えみかける。ヒースが、軽くその肩かたを支ささえるように、掌てのひらを置いた。

「──……じゃあ」

　現げん場ば監かん督とくは、ぎこちなく立ち上がり自分の衣服を探さぐろうとしていた。

「確たしかに、あんたたちに依い頼らいしたのは、オレたち現場の人間の安全だ。だから……その現場の人間の中に、あと数日で強制労働を終える、若わかいのの安全を含ふくめていいか？」

　サンザは真しん剣けんな表情で、自分の雇やとった冒ぼう険けん者しやたちを見返す。

　冒険者たちが、視線を見み交かわした。イリーナの背せを支ささえるようにして立っていたヒースが、妹分を軽く押おし出してやる。

　振ふり返ったイリーナが、何かを言おうとして唇くちびるを震わせた。

「追加の依頼だそうだ。しかし、これは、別料金だな」

　ヒースは顎あごに手を置いて、頷うなずいている。わざとらしい言葉を紡つむぐ口もとは、軽く笑みの形に歪ゆがんでいた。

「まあ、それは成功報ほう酬しゆうでいいとするかの。前金をもらっとる間に、その保ほ護ごせねばならん若いのの行方ゆくえがわからんようになっては困こまる」

　ドワーフの口調は生き真ま面じ目めだ。

「……それは、追いかけていいって、ことですか？」

　イリーナが、確かめるように小さく呟つぶやいた。

「追いかけて、がっちり捕ほ獲かくして来ないとダメなんでしょ？」

　少し離はなれて成り行きを見守っていたマウナが口を挟はさみ、頷く。

「うし、追いかけるか」

　魔法の杖メイジ・スタツフで一度ほぐすように肩を叩たたいて、ヒースはイリーナの言葉に頷いた。ノリスは暗い水路を駆かけるためのランタンを準じゆん備びして、にっと白い歯を剝むき出しにして笑う。ノリスには精霊使いシヤーマンとしての視力が備そなわっているため、明かりは必要ない。

　その気き遣づかいが嬉うれしくて、イリーナの萎しぼみかけた心に小さな火種を落としてくれる。

　ちなみに、それは俺のだ、と、ランタンを奪われたヒースが呟いている。

「足あし跡あとを見るなら、ボクに任まかせてよ、どこで外に出たか、ばっちりわかるよ……多分、きっと、もしかしたら」

「ええい、どうでもいいところで弱気になるな、クソガキ。わしの財さい布ふを掏すったときの自信満々とした様子を思い出せ」

　自信なさげな盗賊シーフを、戦いの神に仕つかえる神官戦士が、軽く蹴け飛とばした。

「あたしは、武ぶ器き持ってきてないから、戦えないけど……場所がわかれば警備隊を呼よんでこれるわ！」

　マウナが手を上げる。その言葉にヒースが意外そうに、ぽかんと口を開けた。

「え？　くるのか赤せき貧ひんハーフエルフ」

「うるさいなあ、危あぶなくなったら逃にげるわよ」

　五人は走り出した。

　ノリス、イリーナを先頭に、次々にぽかりと口を開けた暗い通路へと飛び込こんでいく。

　壁かべから天てん井じようまでを円形に整えられた下水路には、すでに汚お水すいが流されていて、水路の脇わきに狭せまい路みちが設しつらえられているだけだ。天井にも、狭い通路にも、臭しゆう気きが満ちてすぐに嗅きゆう覚かくはだめになった。

　ノリスの案内は少々たどたどしく、時折しゃがんで足跡を調べているだけに、少々まどろっこしい。けれど、蟻ありの巣のように入り組んだ下水路で、イリーナたちはすぐに方向を見失いそうになる。足跡を辿たどれるノリスの案内は必ひつ須すだった。

　そうでなければ、一ひと晩ばん中出るべき場所に辿り着けずに、下水路の中を彷徨さまようことになっただろう。

「こっちだよ！　ここで足跡が途と切ぎれてるから……うん、ここ！　ここを登るんだ」

　細い階かい段だんが地上に続いている。臭においがもれないように、しっかりとした蓋ふたがしてあるのが、ヒースの手にしたランタンがはっきりと照らし出している。

「高級住じゆう宅たく区くのあたりだの、あれだけきっちりと蓋がしてあるということは」

「垂たれ流すものは、同じなのにね」

　ガルガドの見けん解かいに茶々を入れているノリスが、「下品」とマウナに後ろから拳げん骨こつで殴なぐられている。

　殴ったマウナから逃にげるように、小走りに地上に続く階段を駆かけ上がり……かけて、途中で首を傾かしげた。

「ねえ、この向こうで騒さわぎが起きてるみたいだ。騒がし……うわああっ⁉」

　地上に出るための蓋の様子を観察し、振り返って報ほう告こくしようとしたノリスの頭上に、いきなり当の蓋が落ちてきた。どうやら、軽く被かぶせてあっただけのようだ。

「な、なにするんだよ、この……！　ぎゃう！」

　驚き文もん句くをいおうとしたノリスを踏ふみつけるように、二つの姿すがたが穴あなから飛び込んでくる。顔を隠かくすようにして、布ぬので覆おおっている男たちだ。

　幸いノリスも一人は上う手まくかわしたが、もう一人に力いっぱい踏まれている。

　驚おどろいたのは、踏んだほうも同じだった。肩かたに大きな布ぬの袋ぶくろを担かついでおり、冒険者たちの姿を見つけると、一いつ瞬しゆん、引くか戦うかを逡しゆん巡じゆんしたようだった。ノリスが倒たおれたまま、短たん剣けんを引き抜ぬき、それを布袋へと投げた。

　ビッと布の引き裂さける鋭するどい音とともに、その中に収おさめられていた宝ほう石せき類が転がり落ちる。

　それとともに、次の一いち団だんがすでに蓋を開けられた降おり口から、跳とびこんで来た。ノリスは今度こそ、踏まれないように転がったまま、その場から離はなれようとする。白い革鎧レザー・アーマーが汚よごれるが構かまっている余よ裕ゆうなどない。

　男たちが、立ちふさがる冒険者たちを確かく認にんし、腰こしに帯おびていた剣を抜いた。どれもさして大きな刃やいばではなかったが、訓練された動きだということは一目で理解できる。

「お前ら……！」

　一番外側に近い姿が、声を上げた。

　誰だれの声かは、その場の全員が理解できた。一人だけ顔を隠すことなく、袋を担いでもいない。浅黒い肌はだの少年だ。

「……貴方あなたたちが、例の強ごう盗とう団だんですね」

　イリーナが低い声で確認する。

　片かた手てはすでに、剣の柄つかにかかっていた。

「たくさんの人を傷きず付つけて、怖こわがらせて、フェルツまで……」

　男たちも腰に帯びていた剣を抜く。

「油……」

「正面から戦ったらダメだよ、イリーナ！」

「油ゆ断だんするな」とガルガドが掛かけようとした声を、少し慌あわてて遮さえぎったのはノリスだった。

「右のやつ。ダスターって名乗ってたヤツだけど、あいつすごくできる！　手て錬だれの盗賊シーフだよ、盗賊シーフギルドで手配書見たから間ま違ちがいない、と思う」

　最後だけは、ちょっと自信がなさそうに付け加える。

「あいつ、ギルドで暗殺の懸けん賞しよう掛かってるんだよね。協定破やぶりだって」

「……そっ、そういうことは早く言わんか、クソガキ！」

「だって、思い出したのついさっきだし、手配されてた名前と違うから、自信なかったんだよ。最初は何かの仕事中の仲間かと思ってたし」

　ガルガドの言葉に、少年盗賊シーフは泥どろを払はらい落としながら舌したを出した。「偽ぎ名めいというものの存そん在ざいを教えてやる」とドワーフに詰なじられているが、ノリスはちらっと舌を出しただけだ。

「なんで、労働者やってるんだろうって不思議に思ったけど、そういう時の同業者に声を掛けないのは、暗あん黙もくの紹しよう介かいってやつだし」

「暗黙の了りよう解かい。黙だまって紹介してどうするの」

　マウナが後ろから、ノリスの間違いを訂てい正せいしている。

　自分の脇わきでのやりとりに、イリーナは気を払っている余裕はなかった。イリーナは自分の剣を鞘さやから抜き払う。シャラ……と涼すずやかな音とともに、ランタンのオレンジの光を反はん射しやする刃が現あらわれた。対たい峙じするのは五つの刃。

　ガルガドも、後方で戦棍メイスを構える気配がした。

　前に踏み出してきたのは右に立っていた男だった。顔は布に覆われて見にくいが、さすがにそこだけは晒さらされた鋭するどい視し線せんは、ダスターと名乗っていた男と視線を合わせたときに感じた、首くび筋すじの毛の逆さか立だつような感覚を思い出させる。

「…………」

　ダスター──他に名前があったらしいが──は、無言で手の動きだけで自分の後ろの人間たちだけに何かを合図する。四人は浅く頷うなずいた。そのうちの一人が、輪からはじき出されていたフェルツの肘ひじの辺りを摑つかんでいる。

　じりじりと、イリーナの内側から、焦あせりのようなものがこみ上げてくる。

「言いたいことがあるんです。……ううん、言わなくちゃいけないことだと思うんです」

　目の前に構えられた剣に臆おくすることなく、ダスターは仲間よりも前に出る。その動きは、滑すべるようになめらかで、足音ひとつ立たない。

「あまり時間がないのでな」

　短く、顔を覆う布の奥おくからくぐもった声が響ひびく。それとほぼ同時に、閃ひらめくような銀の軌き跡せきが一瞬だけイリーナの瞳ひとみに映うつって──鎧よろいの継つぎ目に吸すいこまれた、のがわかった。

　いや、ひやっとするような痛いたみが訪おとずれてから理解できた。

「きゃぁあう⁉」

　初めての痛みに、イリーナは声を上げた。そこだけにすべての感覚が集中している、痛みだけが自分のもつ感覚であるような錯さつ覚かくすら訪れる。

「イリーナ！」

　木剣での打だ撃げきは何度も経けい験けんしたことがある。しかし、刃を身体からだに突つき立てられたのは初めてのことだった。

　赤い革鎧レザー・アーマーの継ぎ目に、寸すん分ぶんたがわず突き立てられた小剣シヨート・ソードは、すぐに同じ速さで抜ぬかれて間合いを取る。鎧と同じ色の、いやそれ以上の鮮あざやかな赤が、イリーナの脇わき腹ばらに滲にじんで、滴したたり落ちる。

　十分な手ごたえ──普ふ通つうならば、一いち撃げきで命を奪うばわれていたはずのダスターの一撃は、しかしイリーナの命を奪うまでには至いたらなかった。そのことに、覆ふく面めんから垣かい間ま見える瞳ひとみの表ひよう情じようがかわる。感心したような、不ふ快かい感を覚えたような歪ゆがみを帯びたのだ。

「イリーナ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　咄とつ嗟さに後ろから飛んできたヒースの声は、裏うら返がえっていた。

「……ッ、い、たい、に決まってます！」

　一いつ瞬しゆんは冷たさを感じた傷きずは、次の瞬間には爆ばく発はつしてしまうような熱さを伴ともなった激げき痛つうへと変化した。腹を抱かかえてのた打ち回りたい、その衝しよう動どうを握にぎりこんだ剣けんに紛まぎらわせる。

「痛いじゃ、ないですかぁあっ‼」

　そして、その激痛に対する、怒いかりとともにイリーナはダスターに切りかかる。両刃剣バスタードソードの豪ごう快かいな軌跡が今度はダスターを捉とらえようとしたが、それはほとんどすり抜けるような動きでかわされてしまう。

　ひやっとイリーナの首筋が冷たくなる。

　自分の武ぶ器きを当てられる気がしない。全くだ。

　渾こん身しんの一撃を、ダスターに振ふり下ろしたとしても、それが彼を捉えるイメージを、どうしてもつかめなかった。

　──この人、強い。

　体の奥おく底そこが冷たくなる。

　初めてこの男を見たときの感覚は、圧あつ倒とう的な力の差を無む意い識しきに感じ取っていたのかもしれない。

　ダスターの刃が同じように繰くり出されれば、次の一撃で自分が助かるとは到とう底てい思えなかった。一いつ拍ぱく遅おくれて、ノリスが短剣を振るうも、やはりすり抜けるような鮮あざやかさで避よけられていく。

「〝マイリーよ。戦士に再ふたたび立つ力を〟」

　低い声の呪じゆ文もんの詠えい唱しようとともに、イリーナの脇腹の傷が仄ほのかにぬくもりに包まれる。激痛による熱とは違ちがう、包み込むような暖あたたかさだ。ガルガドの癒いやしの術じゆつだと、すぐに理解した。

　礼を言いたかったが、そんな余よ裕ゆうはない。

　ガルガドの術でも一度では傷は全ぜん快かいせず、じくじくと血が脇腹から滲み出し、不快と痛みで唸うなり声を上げたくなる。

「……しょうがない、焼け石に水かもしれんが」

　ヒースが呟つぶやきながら男たちを確かく認にんし、首を振る。詠唱を始めたのは〝盾プロテクシヨン〟の呪文だ。それをイリーナの身へと張はり巡めぐらせる。淡あわい光のような魔力は、僅わずかなりとも彼女の身を守るはずだった。

「本当なら〝抗魔カウンター・マジツク〟したかったところなんだけどな」

〝眠りの雲スリープ・クラウド〟を唱えた者がいたということは、魔術師ソーサラーがいるということだ。再び眠ねむらされて意識を失うという失しつ態たいを防ふせぐためにもそちらに精せい神しん力を割さきたかったが、イリーナの傷の深さにヒースは咄とつ嗟さに方ほう針しんを転てん換かんした。

　再びダスターの刃やいばが煌きらめく。

「……あぐっ！」

　それはイリーナの傷の、全く同じ場所を的確に抉えぐり出す。ガルガドの治ち癒ゆの術の効こう果かを霧む散さんさせ、それ以上の衝しよう撃げきに足あし許もとが萎なえそうになった。

　イリーナの目の前が暗くなる。

「いやー、無理っぽいなあとは思ったけど……やっぱ、無理」

　ノリスが乾かわいたように笑っている。おそらく、イリーナと同じようにダスターの強さを感じ取っていたのだろう。

　いやだ。

　力の抜けそうな自分自身を叱しつ咤たして、イリーナは思い切り剣を握り締しめる。

　もっと力が欲ほしい。

　自分の意い志しを貫つらぬくためには、力が要いる。

　こんな、軽い剣じゃなくて。ずっしりとして自分の身体からだに合った大きな剣が欲しい。

　こんな、薄うすくて軽い鎧よろいではなく。あんな小さな剣の刃を通さない、がっしりとした厚あつい鎧が欲しい。

「やめろ！　そいつらに……現げん場ばの連中に手を出さないって、約束したろう！」

　剣を交まじえる最前線から離はなれたところから、声が上がる。

「フェル……」

「それ以上何かしてみろ！　オレは、警けい備び隊の連中の警備してるど真ん中にお前たちを誘ゆう導どうすることだってできるんだからな！」

　フェルツの声が、必死にダスターの動きを抑よく制せいしようとする。

「今回は潜せん入にゆう先の……サンザの現場から、出ることはできないんだ！　だから地下から警備をすり抜けるために、オレが必要なんだろう⁉」

「だめです！」

　イリーナが叫さけび返す。

「そんなことを言ったらダメです！　わたしたちはフェルツを守りにきたんです！　言ったじゃないですか、絶ぜつ対たいに見み捨すてたりしない、無む視ししないって！」

　言いながらも、二度刃を埋うめ込こまれた傷きず口ぐちからは、鼓こ動どうに合わせて血が流れる。まだ、命の危き険けんはない。けれど、ガルガドの治癒の力がダスターの殺さつ傷しよう力を超こえられない以上、そしてイリーナとノリスの剣けんがダスターを捉とらえられない以上、あとどれだけがんばっても、二合は刃を打ち合わせられない。

「動くな」

　一番後ろから、枯かれた声が響ひびく。

　脇わきに控ひかえていた男たちが左右に割われて、フェルツの喉のどに刃を当てた男を前に押おし出した。剣を持つ手の中指には指輪がはまっている。

　自分たちに〝眠りの雲スリープ・クラウド〟を撃うった魔術師ソーサラーだと、ヒースやガルガドには悟さとることができた。

「道を空けてもらおうか。……お前の腕うででも手間どるんだな」

　魔術師ソーサラーの言葉の前半はイリーナたちへと向けて。後半はダスターに向けてだった。

　微び妙みように荒あらい息いき遣づかいと、その覆ふく面めんから垣かい間ま見える倦けん怠たいを浮うかべた瞳ひとみの表ひよう情じように、同じ魔術師ソーサラーであるヒースは、男の精神力が尽つきかけているのだと看かん破ぱした。だから、邪じや魔ま者ものの排はい除じよに、今度は魔ま法ほうを撃たなかったのだろう。
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「見かけよりも腕があるのか。まあいい、おい」

　今度はダスターへと顎あごをしゃくるようにして、指し示じを出す。指の動きで付いて来いとしめし、冒ぼう険けん者しやたちを恫どう喝かつするように、フェルツの喉へと少し強く刃を当てた。

　ぷつ、と喉に小さな赤い血の珠たまが浮うかび、少年は僅かに眉まゆを顰ひそめたようだ。声は、漏もらさない。視線は真まっ直すぐに冒険者たちを見ていた。

「──……」

　視線は、鋭するどい。

　けれど、彼の瞳は今までにないほど穏おだやかだった。

　何かを言おうとして、口を開け……途と中ちゆうで止やめる。

　止めなければと思うが、だれも身体からだが動かなかった。

　為なす術すべもなく道を空けて、フェルツと魔術師ソーサラーを通すしかない。その二人が無事に冒険者たちの間を抜ぬけたことを確認し、次はダスターが通る。

「だめです、フェルツ」

　何もできない自分に悔くやしそうに、イリーナは脇わき腹ばらを押さえながら魔術師ソーサラーに連れられる形となったフェルツへと声を掛かけた。

「……行ったら、だめです」

「うん、ダメなんだろうな」

　離れていても、フェルツの声がはっきりと聞こえた。困こまったような、なのに笑えみを含ふくんだその響きに、イリーナは追いかけようと、二三歩踏ふみ出して……まだ、背はい後ごに残る二人の気配に、動けなくなった。

「ファリス様に、見捨てられてもしょうがねえな」

　かろうじて動かすことを許ゆるされる範はん囲いで、望んで人ひと質じちになった少年は冒険者たちを振ふり返った。

　配給に並ならんでたときに垣間見ていた顔は、笑った顔ばっかりだったのに。

　今、フェルツを追いかけようとよろめくファリス神官は、傷の痛いたみと悔しさで涙なみだぐんだようになっている。

　ごめんな。でも、嬉うれしかった。

　声に出さずに、フェルツは呟つぶやいた。

　オレを守るって言いながら、偽にせの情じよう報ほうに突つっ走っていった後うしろ姿すがたは、裏うら切ぎられたようで寂さびしくて。悔しかったけれど、安あん堵どもした。少なくとも、これで彼女は安全だと。

　戻もどって来てくれたとわかったときには、もっと嬉しかった。

　そのせいでイリーナが負った傷。それを見ても、そう思ってしまう自分を、申し訳わけなく思うほどに。

「変な場所に案内するなよ、フェルツ。あいつらを解かい放ほうするのは、俺おれたちが無事に逃にげ切ってからだからな」

「わかってる」

　力の尽きた魔術師ソーサラーの言葉に、視線を前方へと戻したフェルツは、無表情で頷うなずいた。

「だめです！　フェルツ！　だめ！」

「バカ！　イリーナ、動くな！」

　後ろにいたイリーナが耐たえられず、弾はじけるように前に出ようとして……慌あわててヒースに羽は交がい絞じめにされた。ガルガドがそれを手伝い、ノリスはすばやく、まだ残っていた二人が動かないように、警けい戒かいの姿し勢せいをとる。イリーナが駆かけ出してしまえば、背せ中なかががら空きになってしまう。

「行ったら、だめ……行かないで──……‼」

「…………！」

　悲ひ痛つうな声が暗い下水路に木こ霊だまする。

　ヒースは歯を食いしばって、妹分を押さえつけていた。

　遠ざかる足音に、まだ二人の覆ふく面めん男が残っている。

　完全にダスターたちが姿を消した後で、追う術じゆつを残しているのだろう。

　下水路では、足音が反はん響きようする。

　ばらばらと聞こえるどの足音が、少年のものかはわからない。途と中ちゆうでわき道へと入ったのだろう、彼らが掲かかげていた灯あかりも、やがて途切れて見えなくなった。

　そして、足音も途切れる──。

「…………」

　沈ちん黙もくの時間が長かったのか、短かったのかわからない。けれどややあって、初めてイリーナは、自分がひどく息苦しいことに気がついた。

　地下の闇やみに目を凝こらすイリーナの襟えり首くびを、半ば猫ねこの仔このようにヒースが摑つかんで支ささえている。彼女がその場に、へたりこんでしまわないように。

「……ヒースにいさん」

「こんなことぐらいで、へこむな阿あ呆ほう。俺様が、何回往おう来らいでナンパに失敗してると思うんだ。そのたびごとに膝ひざを突いてたら、そのうち歩けなくなるぞ」

　反はん応のうは、一いつ拍ぱく遅おくれだった。

「一いつ緒しよに、しないでください」

　ぼそりと言い返しながらも、唇くちびるが強こわ張ばったように笑みを浮うかべる。

　しっかりと、自分の足で立とうとしてイリーナは力を籠こめる。両足にはっきりと地面を感じて、また立てる、歩けると、確たしかめるように足踏みをした。

「それとも、嫁いき遅れる可か能のう性せいトップクラス筆頭を自覚しているせいか？　たった一人逃がしただけで、そこまでがっくりとくるのは」

「アンタ、なんて言い方してるのよ！」

　脇わきに引いて、成り行きを見守るしかなかったマウナが、ヒースの軽口に食って掛かる。

「おおう。すでに嫁き遅れてる人」

「だれが嫁き遅れてるですって！　聞いたところ、あんたのお姉さんだってまだ独どく身しんだっていうじゃない、それってどうなのよ！　あたしにそれを言うよりも先に、言う身内がいるんじゃないの⁉」

　大げさに肩かたを竦すくめて、ヒースはイリーナの襟首をゆっくりと離はなす。

「う～ん、残念。俺様のオネエサマはじっくりと吟ぎん味みしている途と中ちゆうだ。選せん択たく肢しがあるところが、君とは大きく違ちがうのだよマウナ君」

　わざと軽かろやかな笑い声を立て、マウナの神しん経けいを逆さか撫なでている間に、イリーナの襟首が離されている。ガルガドがイリーナの傷きずをもう少し癒いやそうとしている。その動きを、残された二人の男たちが剣けんで牽けん制せいしようとするが、ドワーフにそれを気にした様子はない。

　そろそろ、動き時だと思ったか、残った二人の覆面たちが、剣を振ふるようにして道を空けさせようと仕草を送る。

「……どこで、落ち合うつもりですか？」

　その仕草を無む視しし、傷を癒してもらったイリーナが、再ふたたび拳こぶしに力が戻もどったのを確かく認にんすると、残された二人を見上げた。仲間たちが背中でバカなやりとりをしている。その様子が萎しぼみそうになる感かん情じようを柔やわらかく照らしてくれているように感じた。

　ダスターに他愛なくやられた冒ぼう険けん者しやたちを甘あまく見ているのだろう、覆面の男たちはバカにしたような、くぐもった笑えみを漏もらしただけだ。もう一度、道を空けろと剣を振る。

「どんな風に、道順を追いかけるのかのヒントでもいいです」

「ヒントじゃなくて、しっかりと教えてもらえばいいじゃない。ボクだって、がんばって足あし跡あと見られるけど」

「……フェルツのことを、無む理り矢や理り働かせたと証しよう言げんしてもらわねばならんでの。一人は上う手まく捕とらえんと」

　ノリスの言葉にも気負いはない。ガルガドがイリーナの傷の癒いえ具合を確かめて、満足そうに頷うなずいていた。

「人ひと質じちもとってない、大たい将しようもいない、魔術師ソーサラーもいない」

「しかも、これだけ離はなれてしまえば、ボクにだって足音や異い変へんを聞きとれないからね。あいつらが戻もどってくる気き遣づかいは無いよ」

　耳に手を当てて、遠くを聞き取るような仕草をしながら、ノリスが白い歯を見せる。イリーナがそれに頷きで応こたえる。

「貴方あなた達からは、ダスターほどの威い圧あつ感を感じません！」

　マウナが、勢いきおいを取り戻す冒険者たちから、僅わずかに距きよ離りをとる。覆面の男二人は、小剣シヨート・ソードを構かまえ冒険者たちに備そなえようとした。

「巨きよ悪あくを逃にがして、それにくっついているだけの小悪と戦うしかないのは。口くち惜おしいです、口惜しいですが……」

「自分の、今の実力を認みとめるのはつらいことだろうがの。一いつ戦せんに拘こだわるよりも、これから先の百戦に備えよイリーナ」

　心を蝕むしばむ無力感によって歯は軋ぎしりをするイリーナに、その傍かたわらから戦神の神官戦士が言葉を添そえる。

「そうすれば、いつかは、その最初の一戦に手が届とどく」

「はい！」

　イリーナは両刃剣バスタードソードを握にぎり締しめ、一度大きく振り回し、ピタリと構えた。剣の勢いに身体からだが流されることはない。この剣は、彼女の力を受け止めるには、誂あつらえが軽すぎる。

「一人、引き受けるね」

　姿し勢せいを低くしたノリスが、イリーナの剣けん尖せんの軌き道どうを確認してから、隣となりへと並ならんだ。

　その二人の後ろを、ガルガドとヒースが支えるように立つ。マウナは巻まき込こまれないように、さらに後ろだ。

「小さなことからこつこつと、邪じや悪あくを倒たおしていくことにします！　貴方たちがいなくなったらちょっとはダスターも困こまるでしょう！」

「イリーナ。気持ちはわかるが、ものすごくみみっちい宣せん言げんだぞ」

「ヒース兄さんうるさいです！」

　後ろから茶々を入れているヒースに、答えるイリーナの声は張はりが戻っていた。

　覆ふく面めんの男たちは、力の差に悄しよう然ぜんとしているはずと思っていた冒険者たちの変化に、戸と惑まどいを浮かべる。頭とう領りよう格かくであるダスターたちを追うには、イリーナたちを通り過すぎなければいけない。人質を取り返すために、背はい後ごから弓ゆみや魔ま法ほうを使われることを恐おそれ、挟はさむような位置に立っていたのだが、こうなっては冒険者たちを排はい除じよして下水路を進むしかない。

「この……」

「汝なんじらは、邪悪なり！」

　二つの刃やいばが、先頭に立つノリスとイリーナへと振るわれようとする。

　早い動きだが、全く見切れないほどの速さではない。ダスターとの力の差は歴然だった。この男たちであれば、とチラと計算が心を過よぎった。それでも、もちろん相手は戦いの経けい験けんの少ない新米冒険者たちよりも、遥はるかに経験を積んでいる。

　覆面の男の小剣シヨート・ソードが、イリーナの腕うでを掠かすめた。かすかに血が滲にじむが怯ひるむことはない。逆ぎやくに、追い詰つめる勢いで、さらにイリーナは一歩踏ふみ出す。ヒースの呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終わるとともに、振りかぶる刃が光を帯びる。〝魔力賦与エンチヤント・ウエポン〟だ。イリーナの刃がさらに力を得た。

「……アレだけ接せつ近きんして戦われると、俺様の出番はコレくらいだ」

「拗すねるな。すぐに、出番を戻してやるからの」

　肩かたで息をしながら、ヒースはイリーナの武ぶ器きに魔法の加か護ごを与あたえる。それだけで。あと〝光ライト〟の呪文一つ唱えただけで、倒たおれこみそうな倦けん怠たい感が押おし寄よせてくる。

「くそ、もうちょっと真ま面じ目めに授じゆ業ぎよううけてりゃよかったぞ、ハーフェン導どう師し。もっと強い魔法を教えろ」

　恩おん師しに愚ぐ痴ちを零こぼすのと、イリーナの剣が男の剣と打ち合わされるのは、ほぼ同時だった。

「ダスターたちと落ち合う先はどこですか！」

　顔を隠かくした男は、身軽にイリーナの剣を受け止めた。当たれば骨ほねを砕くだく渾こん身しんの一いち撃げきも、受け止められてしまえば意味はない。

　その間に、ノリスもイリーナと男の戦いをすり抜ぬけて、もう一人の覆面男の急所を狙ねらって刃を突つき出す。反撃とばかりに、剣で薙なぎ払はらう覆面男の刃に、イリーナの髪かみが数本、はらりと削そぎ落とされた。

「ちょっと、あそこで戦ったら、あたしの出来ることないじゃない！」

　下水道での戦いは、出口へと通じる路を塞ふさぐ形で、始まってしまった。隙すきを見て外へ応おう援えんを呼よびに行こうとしていたマウナは、目もく論ろ見みを外して地じ団だん太だを踏んでいる。

「ヒース、できる限かぎりの援えん護ごを頼たのむぞ。わしの精せい神しん力を分けてやるからの」

　まだヒースの傍そばに踏みとどまっていたガルガドが、ヒースの腕うでに触ふれ小さく囁ささやくように呪文を唱えた。それと同時に、ふらふらになりかけていたヒースの精神が安定を取り戻した。

　神しん聖せい魔法の〝精神力賦与トランスフアー・メンタルパワー〟だ。神官は、神の力によって己おのれの精神力を、他者に分け与えることができる。

「ありがたい」

　あと何回か呪文が唱えられる精神状態を確かく認にんし、ヒースはふたたび魔術師の杖メイジ・スタツフを握りしめた。

「突とつ貫かん娘むすめ、思う存ぞん分ぶんやれ。ついでに、ノリスお前もだ。〝マナよ、己おのが身を守る光こう壁へきと化せ〟！」

　ヒースが続けて魔法を唱える。

　イリーナとノリスの周囲を、ぼんやりと光るものが取り巻く。先ほどもヒースが唱えたその光は〝盾プロテクシヨン〟。確実に二人に積み重なる傷きずを軽けい減げんしているようだった。

　自分の力を存分に発はつ揮きできない軽い剣を振ふるい、イリーナは覆ふく面めんの男を追い詰つめていく。

　がきん、と激はげしい音と火花を散らしながら、イリーナの剣が下水路の壁かべを叩たたく。

「よけるなぁああ！」

　至し高こう神しんの神官戦士が吼ほえる。

　戦いは一いつ進しん一いつ退たいだった。

　一いち撃げき当たれば大きいイリーナの剣の勢いきおいに気付いたのだろう、覆面の男は侮あなどることをやめていた。

　イリーナの剣は、なかなか男に当たらない。火花が出るほどに強く叩きつけても、切り払はらっても身軽な訓練された動きで、避よけられてしまうのだ。それは、ノリスも同じだった。盗賊シーフとしての同じ戦法同士、急所に喰くらう一撃の恐おそろしさを知っているせいか、なかなかコレという手を打てない。

「このおお！」

　イリーナが猛たける。

　銀色の刃やいばが周囲の煉れん瓦がに鋭するどい傷を残しながら、男に襲おそい掛かかる。男は、それをかいくぐって、イリーナの鎧よろいの隙すき間まに刃を突きこもうとし、慌あわててイリーナは身を捩よじって急所を隠かくした。

　一撃。

　イリーナの重い一撃を加えることができれば、男の鎧は薄うすい。すぐに決着をつけることができるだろう。

　その一撃を与あたえることができずに、イリーナはじりじりと焦あせりを感じ始めていた。

　そして、それを感じ始めていたのは彼女だけではない。

「ヒース、コレ借りるわよ！」

「おい！　それが無いと、俺さま見えんのだ！」

「あたしは見えるから平気！」

「アホか！」

　マウナがヒースの手からランタンをもぎ取り、少し離はなれた場所へと駆かけていこうとした。ヒースはそれを慌てて阻そ止ししようとして、通路内でもめている。

　剣けんを振るうたびに、足場が変わる。あまり細やかな動きが得意ではないイリーナは、覆面男の動きになかなか付いていけない。

「うおおおおおおぉ！」

　何度目かの剣を振りかぶった瞬しゆん間かん。何度目かの空を切る剣。

　そして。

　空を切ったのは、剣だけではない。イリーナの脚あしも踏ふみ場をなくしていた。

　気がつけば、下水路の側道を踏み外していたのだ。その下は……。

「ぎゃぁああ、いやぁああっ！」

　だばーん。

　何だか濁にごった水音とともに、派は手でな水しぶきが上がった。ただの水ではない、ここは下水道、つまりは汚お水すいだ。残飯や生活排はい水すいが流されている。

「イリーナ！」

　嗅きゆう覚かくは麻ま痺ひしたはずなのに、一ひと際きわ悪あく臭しゆうが広がった気がした。

　かろうじて、立てるだけの水みず嵩かさだったのだろう、一瞬もがくも、少女はすぐに側道に取り付いて、上がろうともがく、取り繕つくろっている余よ裕ゆうもない。

「う、うわぁああああん、やだやだやだ、最低です！　ファリス様、色々間ま違ちがえた天てん罰ばつがこれですか！　あんまりです！」

　自分の戦いにおける視し界かいの狭せまさを神様のせいにして、イリーナは半泣きになりながら登ろうとする。滑すべるのだろう、なかなか上う手まく行かずに、水の中に落ちかけている。

「イリーナ、ナイス！」

　鋭するどいマウナの声がした。イリーナが岸へと上がるのに失敗しているのと、ほぼ同時のタイミングだ。

　何を言われているのかわからない。

「何がナイスですか、マウナー‼」

　不幸を笑われたと思ったか、泣きかけながら、イリーナが怒ど鳴なり返す。

　マウナの位置からは、今まで戦うイリーナの背せ中なかしか見えなかった。今は、ガルガドの頭越ごしに、汚水に落ちたイリーナを無視して、ガルガドへと挑いどみかかる覆面男が正面から見える。

「〝炎ほのおよ、あいつを焼いて！〟」

　マウナが指差した、その一直線に、火線が伸のびた。ヒースからもぎ取ったランタンからだ。

　それと同時に、周囲に闇やみが生じる。弾はじける炎に、ランタンが壊こわれたのだ。

「うわぁあっ！」

　男の顔面に炎の矢が突つき刺ささる。そして、戦棍メイスを抜ぬいたガルガドはドワーフだ。暗闇をものともしない視力を持っていた。視界を奪うばわれた男を、容よう赦しやなく打ちよう擲ちやくする。重く、鈍にぶい音が下水路に反はん響きようした。

「く、暗くなるなら暗くなるといえ！　それと、俺おれ様のランタン、弁べん償しようしろ！」

　突とつ然ぜんの暗闇に、ヒースが狼ろう狽ばいしながら怒鳴る。

　マウナは暗闇を利用して、戦いをすり抜け、下水に落ちて苦戦しているイリーナを引き上げに走っている。

「マウナがやったんですか？　今の、すごいです、ノリスと一いつ緒しよですよね、精せい霊れい魔ま法ほうですよね、今の！」

「うん、まだまだ自信はないんだけどね……いい？　引き上げるから、タイミング合わせてよ、イリーナ！」

　イリーナの手を捕つかまえたらしきマウナが、せーのと声を合わせてイリーナを側道へと引き上げる。
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　それは、ヒースクリフが自分の杖つえに〝光ライト〟を灯ともして視界を取り戻もどさせたのとほとんど同時だった。

　見れば、先ほどの一瞬の暗闇が有利に働き、やはり闇を苦にしないノリスは狙ねらい澄すました一いち撃げきで、覆ふく面めんの男を仕し留とめている。肩かたで息をしながらも、振ふり返った表ひよう情じようはどこか得意げだ。

　もう一人は、イリーナとガルガドが挟はさみ込こむ形になった。

「……これは、やつあたりだとわかっています」

　ぬめる剣を再ふたたび構かまえ、イリーナはうつろな笑えみを浮うかべた。

「でも、他にぶつけどころがないので、大人しく受け止めてください！」

　少女の、防ぼう御ぎよを顧かえりみない、渾こん身しんの一撃が落ちた。







　下水路の中を、いくつかの姿すがたが進んでいく。松明たいまつの光が陰いん影えいを濃こく地下の通路に刻きざみこみ、揺ゆらす。

　地上には上がれない。警けい備び隊の追っ手が掛かかるからだ。

「しばらくは、ファンから出たほうがいいな。フェルツ、お前もだろう、どうせ戻もどれないんだ」

　工夫たちは、ダスターと魔術師ソーサラーを手引きしていたフェルツの姿をはっきりと見ているはずだった。

　無言のまま、フェルツは男たちと歩いていく。

　ふと、後方で少女の雄おたけびを聞いたような気がして、足が止まった。

「……あの、ファリス神官に、惚ほれてたか？」

　ダスターの揶や揄ゆするような声が、下水路に響ひびく。ゆらり、とフェルツの横顔に影かげが落ちて表情を隠かくす。

「……そんなことない。……好きになってたら、喜ばせたいって思うもんだろ。でも、俺は……」

　そんなコトができなかった。

　脇わき腹ばらの傷きずは深いようだった。自分を見ていた泣きそうな表情を思い出す。自分を見ていない横顔の記き憶おくは笑顔ばかりなのに、自分を映うつしている表情はつらそうな顔ばかりだ。

「でも、好かれたいと……思った。そしたら、オレも、許ゆるされるような気がして」

　少年の唇くちびるに苦い笑みが浮かぶ。

　戻れない道を一度だけ振り返って、あと、四日勤つとめ上げることができればなくなるはずだった左手の重みを見み遣やる。

　地を這はう暗い道みち筋すじを、歩く影は三つ。

　静かに、夜が更ふけていく。







　肩で息をしながら、最後の一撃で覆面の男を仕留めたイリーナは、仲間たちを振り返った。

　垣かい間ま見える八や重え歯ばが、獲え物ものを捉とらえた肉食獣じゆうのようにも見え、はぁ、はぁ、と荒あらい呼こ吸きゆうが繰くり返し響く。

「……やりました」

　ぐ、と拳こぶしを握にぎり、唇の片かた端はしを持ち上げる。その表情は、顔は似にていないはずなのに、失しつ踪そうした長男のクリストファーに似ていると、ヒースは小さく思い出し笑いを浮かべ、親指を立て返した。

「おめでとう、イリーナ」

「すごいすごい」

「最後の一撃はすごかったの」

　マウナとノリス、そしてガルガドも手を叩たたいてくれる、が。何な故ぜかその響きが空くう虚きよに感じて、イリーナは首を傾かしげた。

「……何で、じわじわと下がっていくんですか。みんな」

　ぽた、ぽた、と少女の顎あごや栗くり色の髪かみからしずくが落ちている。イリーナは気付いていないが、髪には魚の骨ほねのようなものが絡からみ付いていた。

「もっと、こう……喜びを分かち合えないんですか！」

　イリーナはノリスへと掌てのひらを向けた。巨大蟻ジヤイアント・アントを倒たおしたときのように、高こう揚ようを分かち合おうと思ったのだろう。

「あっ、ごめん、ボク忙いそがしいから後でね」

　視し線せんを外してノリスは覆面の強ごう盗とう団だん員いんに縄なわを掛けていく。少々動きがわざとらしかったが、それもそうだと納なつ得とくして、イリーナはガルガドと、マウナへと向ける。

「おお、そうだ。サンザに報ほう告こくせんといかんの。首しゆ謀ぼう者しやの顔は見たんじゃ、警備隊へと報告の必要もあるし、忙しくなるぞ」

　ドワーフは、少々芝しば居いがかった口調で言いながら、せかせかと動き始める。もっとも、その場でせかせかしているだけだ。

「ごめんね、イリーナ。あたし、食べ物扱あつかう仕事してるから……」

　マウナの反はん応のうは正直だった。よく見れば、イリーナを引き上げた時の腕うでは、すでにきっちりと綺き麗れいな布ぬので拭ふかれている。

「わ、わたしだって、好きで落ちたんじゃないですからね！」

「もちろんだ。お前も、俺様のランタンも、立りつ派ぱな犠ぎ牲せいだった。あれがあったからこそ、おやっさんも狭せまい通路での戦いに参加できたし、暗くら闇やみの中で有利なノリスも敵てきを仕し留とめられた。しかし、それはそれ、これはこれだ」

　顰しかめ面つらを作って、ヒースは頷うなずいている。

　じわじわと、ゆっくりとした動きで離はなれているような気がするのは錯さつ覚かくか。

　彼ひ我がの間の煉れん瓦がの数で、それが気のせいではないと気付いた瞬しゆん間かん、イリーナが激げつ昂こうする。

「いじめは邪じや悪あくですー！」

　叫さけびながら、イリーナは汚よごれた身体からだで仲間たちを追い掛け回した。皆みんなが笑いながら暗い下水の側道を逃にげ回る。

「くのぉ！」

　捕つかまったのは、何に対しても一番反応の早いはずのヒースクリフだった。

「おわあ‼　イリーナ、ちょっと待て！　俺様そんな臭においつけて帰ったら、寮りようで苛いじめられるだろうが！　ただでさえ孤こ独どくな寮生活、ライバルばっかの殺さつ伐ばつとした人間関係をさらに、粉こな微み塵じんにするつもりか！」

「汚お水すい程てい度どで壊こわれる人間関係は、土台から間ま違ちがってると思うので一から構こう築ちくしなおしてください！」

「ぎゃー！　くさいー‼」

　ノリスとマウナは元来た道順を遡さかのぼって逃げ、ガルガドは警けい備び隊を呼よんでくるという名目で、蓋ふたの壊れた下水路への降おり口から、地上に出て行ってしまった。まさしく蜘く蛛もの子を散らすように、というやつだろうか。

　汚水の権ごん化げに背せ中なかに取り付かれて、ヒースはじたばたと暴あばれている。

　否いな。

　暴れる振ふりをしている。

「くさいでしょー、どーだー」

　気がつけば、イリーナはしがみ付くだけだ。

「あー、すっげーくせー」

「どーだ、どーだー……」

「ああ、くさいくさい」

「…………」

　しがみ付いて、イリーナが肩かたを震ふるわせている。

　その肩に、ヒースは身体からだを捻ねじって軽く掌を置いた。じくっと滲にじんだ汚れた水のことは、気にしないことにした。

「……わたしが、守るって言ったのに……」

「いいじゃねえか。たまには、守られとけ」

　暗い入り組んだ下水路の先に消えた人ひと影かげ、それを追いかける手しゆ段だんはイリーナにはない。

　汚れた側道をぽたぽたと落ちる水すい滴てきは、汚れた水だけでなく。

　透とう明めいな水滴が、一粒つぶ。二粒。

　ヒースクリフはそれを見ない振りをする。守りきれなくて悔くやし涙なみだを流す妹分の髪を、ヒースは七年ぶりに優やさしく撫なでていた。
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「結局、フェルツくんは見付からなかったのね」

　マウナがジョッキを運びながら溜ため息いきをついた。《青い小こ鳩ばと亭てい》は、今日も賑にぎわいの中にある。新たな仕事を探さがす冒ぼう険けん者しやたちは依い頼らい書しよを覗のぞきこみ、一仕事終えたものたちがジョッキを勢いきおいよく打ち鳴らしている。

　その小鳩亭の一角で。テーブルの一部分は微び妙みようにどんよりとしていた。

「多分、ダスターとあと一人いた魔術師ソーサラーに連れていかれたんだろう。あいつは強きよう制せい労働中だし、色々と……言い訳わけできない状じよう況きように陥おちいったからな」

　給きゆう仕じの娘むすめに答えているのは、ジョッキを受け取ったヒースクリフだ。一口、口を湿しめし満足そうな溜息をつく。

　向かい側では、テーブルで顔を伏ふせていたイリーナが、ぼんやりと宙ちゆうを見ていた。

　あれから、一週間が経たつ。

　色々とややこしいことはあったものの、無事に工事が終わり強ごう盗とう団だんの一部を捕つかまえたことで、イリーナたち冒険者は、褒ほう賞しようをもらった。けれど、イリーナの顔は晴れない。

「おやっさんが警備隊に報ほう告こくして、色々手配してくれたらしいけどな」

「ダスターってヤツ、ファンの外でも盗賊シーフギルドから外れて色々悪さしてたらしくてさ。今回のことで、懸けん賞しよう金が値ね上あげされたよ」

　ノリスは頰ほお杖づえをつきながら、自分の料理が運ばれてくるのを待っている。

「今度こそ、王宮のほうからも手配が掛かかったし、箔はくがついたよねえ」

「連中に箔が付いても、嬉うれしくともなんともないわい」

　けっとヒースが吐はき捨すてている。マウナから肉にく詰づめめのパイを受け取っていそいそと切り分けているノリスは、けろりとして続ける。

「次に逢あってやっつけた時に、その箔はボクたちのものになるよ」

「うむ、前言撤てつ回かい。それは素す晴ばらしい」

　あっさりと態たい度どを覆くつがえした魔術師ソーサラーは、ノリスからパイを一切れもらって機き嫌げんよく頰ばった。視し線せんの先では、イリーナがやはりぼんやりとしていた。

「……まあ、初はつ恋こいは実らないっていうしな」

　ヒースは苦く笑しようしながら、エールをちびちびと舐なめる。とはいえ、イリーナはまったく無む反はん応のうというわけでなくノリスが目の前にパイを翳かざせば食いついていた。今日はうっかりと指まで嚙かまれて、盗賊シーフは涙目になっている。

「邪じや魔まをする」

　今日は用でもあったのだろうか。遅おくれてきたガルガドが、ようやく姿すがたを見せ、テーブルへと近づいてきた。いつもの房ふさ飾かざりのついた兜かぶとは脱ぬいで、小こ脇わきに抱かかえられている。

「いらっしゃい、ガルガドさん。いつものエールでいい？」

「ああ、すまんの」

　簡かん単たんにマウナへと応こたえて、それからつまみを二三、注文する。いつもよりも少し多い品数に、オーダーを受けていたハーフエルフは不思議そうな表ひよう情じようをした。ガルガドは様子を確かく認にんするように、店内を一いち瞥べつする。

「ああ、ちょっと客を案内してきている。少し、騒さわがしくするかもしれんがいいか？」

「お客？」

　注文に応おうじながら、マウナが首を傾かしげ、ヒースとノリスが勢いきおいよく振ふり返った。勢いよすぎて、ノリスの口からはみ出したパイが零こぼれ落ちそうになる。

「新しい依頼人か！」

　ヒースの勇んだ言葉に、ガルガドは苦笑した。

「いやちがう、依頼人には違ちがいないが……」

「おおい！　ヒース、イリーナ、ノリス！　ここかぁー！」

　ガルガドが説明するよりも早く、がらがら声を上げながら、《小鳩亭》に飛び込こんできたのは、ここ数日仕事場をともにした、幾いく人にんもの工夫と、サンザだった。サンザは子こ供どもを二人抱えている。

「おお、報ほう酬しゆうか！」

　ヒースが気を引き立てるように、パンと手を打ち合わせた。がらがら声で笑いながら、サンザと工夫たちはイリーナたちのテーブルを取り囲み、次々にエールを頼たのもうとする。テーブルの周囲が一気に騒がしくなり、ぼんやりとしていたイリーナも、ぱちくりと目を瞬まばたかせた。

「えっと……」

「ありがとうよ！　ほんとうにありがとよ、お前さんタチのおかげで、なんとか工事も無事に期き限げんまでに終わった！　いくら感かん謝しやしてもしたりねえぜ！」

　サンザがバンバンと、肩かたを叩たたいてくる。子供たちが、真ま似ねをしてぺちぺちイリーナを叩いている。その子供たちに、イリーナは見覚えがあった。少し前、フェルツを迎むかえに来た、小さな子供たちだ。あの時には汚よごれた服を着ていたが。いまはサンザに抱だかれて、身み奇ぎ麗れいにしている。

　フェルツが面めん倒どうを見ていた子供たちは、サンザが引き取ったという。強盗団は裏うら町まちで子供たちを盾たてにとり、彼に協力するよう脅きよう迫はくしたのだと、解かい放ほうされた後、泣きながらサンザのところへやってきた。

　何かあれば、サンザを頼たよれと言い含ふくめられていたらしい。ファリス神しん殿でんを頼れ、ではなかったことが、こんな時だがイリーナは少し悔くやしいと思う。

「……でも、わたし……依頼を完かん遂すいできなくて。フェルツのこと、連れて帰れませんでしたし……」

　暗い表情で呟つぶやくイリーナに、サンザは豪ごう快かいに笑う。

「何いってんだ、がっちり巨大蟻ジヤイアント・アントと戦ってくれただろうが、鼠ねずみともな！　それで、工事が無事に終わった。これほどありがてぇことはない！　しかも、仕事まで手伝ってもらってよ！」

　フェルツのことは、わざと口にしなかったのだろう。サンザは瞳ひとみを輝かがやかせて、年下の少女に笑いかけた。工夫たちも次々に冒ぼう険けん者しやたちを取り囲んで、讃たたえている。

「本当にありがとうよ」

「ありがとな」

「こんなにちっこいのに、強つえぇなあ」

　肩を叩かれ、頭をくしゃくしゃにされ、イリーナは目を丸くする。ヒースやノリス、そしてガルガドまでが同じ状じよう況きようで、もみくちゃにされている。

　イリーナは、ぎゅっと胸むねに揺ゆれる聖せい印いんを握にぎり締しめた。

「……ありがと、う。……わたし、ちゃんと役に立てていたんでしょうか。その、冒険者として」

「もちろん」

　周囲から、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、笑え顔がおの漣さざなみが返ってくる。

『ありがとう』

　ふと、その言葉の中に思い出すのは、数年前の小さな少女の笑え顔がお。

　よく知る少女が、ろくに役に立たなかった自分へと、それでも泣きながら笑顔で礼を言ってくれた。

　顔を上げれば、その兄が笑いかけてくる。七年分年ねん齢れいを重ねて、優やさしかった笑顔は、少々皮肉げに歪ゆがんでしまってはいるが。

　こく、とイリーナは胸にこみ上げて溢あふれそうになった、暖あたたかいものを喉のどを鳴らして飲み下した。

「……わたし、冒険者やっていても、いいですよね。間違うこと、まだ多いかもしれないですけれど、でも」

　少しでも正しく歩きたい。胸を張り、太陽に後ろ暗いところのないように。

　自分が間違え、そして多分フェルツも間違えて、大きく離はなれてしまった互いの道。

　いつの日かきっと、彼も一緒に、俯うつむかずに歩けるよう。離れた道を取り戻そう。

　どん、と力強く肩を叩たたかれ、イリーナは我われに返った。周囲にははげますような笑えみが並んでいて、心が暖められる気がする。

「わたし、冒険者になってよかったです」

　イリーナ・フォウリーははじめて、心からそう呟つぶやいた。

「みんなと……これからも、みんなと一いつ緒しよに冒険者がやりたいです。ヒース兄さんと、ノリスとガルガドさんと……できればマウナとも！」

　ようやく、翳かげりのない笑顔が表情を彩いろどる。

　その言葉に、ヒースは「おう」と当然のことのように短い反はん応のうを返し、ノリスも彼女に負けないほどに嬉うれしそうな笑顔を浮うかべて、親指を立てる。

　ガルガドは、ちょっと意外そうな顔で戸と惑まどった様子を浮かべたが、ややあって「ま、いいかの」と頷うなずいて……マウナだけは、ジョッキ運びに忙いそがしくて聞いていなかったので、この成り行きを知らない。

「マウナ！　マウナも乾かん杯ぱいしよう！　ほら、こっち来て！」

「え？　ええ？　あたし給きゆう仕じで忙しいんだって……もう、一杯だけよ？」

　イリーナが忙しく働いているマウナを呼よび寄よせ、乾杯をねだる。

　訳わけがわからないまま、マウナは五人での乾杯を受けたが、なぜヒースたちがニヤついているのかは、わからない。

　ジョッキが打ち合わせられる音が、店に高らかに響ひびいた。

「冒険者パーティ結成に、かんぱーい！」
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「ええっ！　いつの間に、あたしはいってんの⁉」

　ハーフエルフの悲鳴はまんざらでもなさそうだ。




　この日、《青い小こ鳩ばと亭てい》と呼ばれる酒場にて、イリーナ・フォウリーは本当の意味で冒険者となり、そして──へっぽこ冒険者と呼ばれることになる、ささやかな一いち団だんが誕たん生じようしたのだった。







　あとがき





秋あき田た　みやび






　はじめまして。または、こんにちは。

　未いまだ書店内か、ご購こう入にゆう後かに関わらず、こうしてお手にとっていただけて嬉うれしい、秋田みやびです。

　ソード・ワールド新リプレイの全10巻かん完結後、ちょうど一年を置きまして、へっぽこ冒険者たちの冒険を長編小説にて、お届とどけすることができました。

　リプレイ後半では、英えい雄ゆうに限りなく近い強さと活かつ躍やくをしているへっぽこたちも、この小説ではまだまだひよっこ、駆かけ出しです。

　つまずいたり、転ころんだりと、危あぶなっかしい失敗をしながら、成長していく姿を見守っていただければ幸さいわいです。

　ちなみに、へっぽこーずこと、イリーナたちの冒険は既き刊かんの『へっぽこ冒険者と眠る白はく嶺れい』でも、垣かい間ま見ることができますが、そちらを読んでいなくても、大だい丈じよう夫ぶ。これは、彼らの最初の一歩の物語です。

　そして、もしへっぽこな冒険者たちのことを気に入っていただけたなら、そちらもどうぞ、よしなに。『眠る白嶺』は、今巻の少しだけ未来の話になります。

　今回は春のお話で、『眠る白嶺』は夏なんですが。

　……よく考えると、現在のすっとこどっこい冒険者たちも、季節一つ跨またいだだけで、飛ひ躍やく的てきな成長を遂とげていますね。

　書き手も負けずに、がんばろう。

　さすがに、季節一つで成長するのは無理ですが……何か年計画かで………あ。すいません、睨にらまないでください。文ぶん鳥ちようけしかけないでください。すでに、嚙かまれて腕うでがボロボロなんです。




　冒険者たちの成長度合いになかなか追いつかず、遅ち々ちとした歩みで綴つづられる冒険譚たんですが、どうか今後ともよろしくお願いいたします。







　データ・セクション






【キャラクター】




イリーナ・フォウリー（人間、女、16歳）

器用度11（＋１）

敏捷度15（＋２）

知力10（＋１）

筋力24（＋４）

生命力22（＋３）

精神力16（＋２）

保有技能：ファイター１、プリースト（ファリス）１、セージ１

冒険者レベル：１

生命力抵抗力４

精神力抵抗力３

武器：バスタードソード　　攻撃力２　　打撃力16　　追加ダメージ５

盾　：スモールシールド　　回避力４

鎧　：ハードレザー・アーマー　　　　　防御力13　　ダメージ減少１

魔法：神聖魔法１レベル（魔力２）

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語　西方語




マウナ・ガジュマ（ハーフエルフ、女、20歳）

器用度17（＋２）

敏捷度15（＋２）

知力16（＋２）

筋力８（＋１）

生命力13（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：シャーマン１、レンジャー２、セージ１

冒険者レベル：２

生命力抵抗力４

精神力抵抗力５

武器：ロングボウ　　攻撃力４　　打撃力13　　追加ダメージ３

盾　：なし　　　　　回避力０

鎧　：ハードレザー・アーマー　　防御力８　　ダメージ減少２

魔法：精霊魔法１レベル（魔力３）

言語：会話──共通語、西方語、精霊語

　　　読文──共通語　西方語、下位古代語




ガルガド（ドワーフ、男、36歳）

器用度19（＋３）

敏捷度11（＋１）

知力13（＋２）

筋力16（＋２）

生命力23（＋３）

精神力27（＋４）

保有技能：ファイター１、プリースト（マイリー）２

　　　　　クラフトマン（木工）５

冒険者レベル：２

生命力抵抗力５

精神力抵抗力６

武器：メイス　　　　　　攻撃力４　　打撃力21　　追加ダメージ４

盾　：スモールシールド　回避力２

鎧　：ラメラー・アーマー　　　　　　防御力21　　ダメージ減少２

魔法：神聖魔法２レベル（魔力３）

言語：会話──共通語、ドワーフ語

　　　読文──共通語、ドワーフ語




ノリス・ウェストイック（人間、男、15歳）

器用度18（＋３）

敏捷度13（＋２）

知力10（＋１）

筋力14（＋２）

生命力12（＋２）

精神力12（＋２）

保有技能：シーフ２、シャーマン１

冒険者レベル：２

生命力抵抗力４

精神力抵抗力４

武器：ショートソード　　攻撃力４　　打撃力７　　追加ダメージ４

　　　ダガー　　　　　　攻撃力４　　打撃力５　　追加ダメージ４

盾　：スモールシールド　回避力５

鎧　：ソフトレザー・アーマー　　　　防御力７　　ダメージ減少２

魔法：精霊魔法１レベル（魔力２）

言語：会話──共通語、西方語、精霊語

　　　読文──西方語




ヒースクリフ・セイバーヘーゲン（人間、男、17歳）

器用度15（＋２）

敏捷度17（＋２）

知力19（＋３）

筋力16（＋２）

生命力11（＋１）

精神力13（＋２）

保有技能：ソーサラ－１、レンジャー１、セージ２

冒険者レベル：２

生命力抵抗力３

精神力抵抗力４

武器：ロングボウ　　攻撃力３　　打撃力21　　追加ダメージ３

盾　：なし　　　　　回避力０

鎧　：ソフトレザー・アーマー　　防御力７　　ダメージ減少３

魔法：古代語魔法１レベル（魔力４）

言語：会話──共通語、西方語、下位古代語、東方語

　　　読文──共通語　西方語、下位古代語




フェルツ（人間、男、16歳）

器用度14（＋２）

敏捷度18（＋３）

知力14（＋２）

筋力13（＋２）

生命力17（＋２）

精神力13（＋２）

保有技能：レイバー（工事人）３

冒険者レベル：０

生命力抵抗力０

精神力抵抗力０

武器：なし　　攻撃力０　　打撃力　　追加ダメージ０

盾　：なし　　回避力０

鎧　：クロース　　　　　　防御力３　ダメージ減少０

魔法：なし

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語




ダスター（人間、男、32歳）

器用度18（＋３）

敏捷度16（＋２）

知力12（＋２）

筋力14（＋２）

生命力16（＋２）

精神力11（＋１）

保有技能：シーフ？　その他？

冒険者レベル：？

生命力抵抗力？

精神力抵抗力？

武器：ショートソード　　攻撃力？　　打撃力？　　追加ダメージ？

盾　：スモールシールド　回避力？

鎧　：ソフトレザーアーマー　　　　　防御力７　ダメージ減少？

魔法：なし

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──西方語




【モンスター】




ジャイアント・アント（巨大蟻）

ソード・ワールドＲＰＧ完全版Ｐ[image: ]、またはソード・ワールドＲＰＧベーシックＰ[image: ]参照










ソード・ワールド・ノベル




輝かがやけ！へっぽこ冒ぼう険けん譚たん１








秋あき田たみやび
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